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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　得能正太郎
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「で、今日はなんの用なんだ？　わざわざ王都にまで呼びだして。まさか将棋スカツシエを指すためだけに俺を呼んだんじゃないだろ!?」


　と訊きいたのはリカルド・ライアス・リディア。この年で十七歳になったリディア王国の王太子だ。背が高く筋肉質で、なかなか覇は気きのある表情をしている。細身の筒つつ袴ばかまに淡たん色しよくの下着――上着の下に着込む服という意味で、今でいう下着とは意味が異なる――の上に、黒っぽい上着を羽織っている。この世界では年ねん齢れいを数え年で表すので、今でいえば十六歳相当だ。


「いや、ちょっとね。なんていうか、ちょっと大切な用事があって」


　そう応えるのはリディア王国の国王。つまりはリカルドの父親だ。それほど煌きらびやかな衣装を着ているわけではない。もちろん高級な絹製ではあるが、国王にしては少しばかり控ひかえめかもしれない。年の頃ころは三十代後半だろうか。薄うすい笑みを浮うかべ、何かを面白がるような表情をしている。


　ふたりは国王の私室で向き合って椅い子すに座り、上体を折り曲げ、互たがいのあいだに置いてある方ほう卓たくを覗のぞき込んでいる。


　私室の作りも簡素で、派手な装そう飾しよくもなく、本当に国王の部屋なのか？　と訊きたくなるほどだ。目を引くのは壁かべ際ぎわに並んだ背の高い書しよ棚だなで、そこにはぎっしりと書物が収められている。


　ふたりのあいだにある方卓の上に将棋スカツシエの盤ばんが載のっていた。現代の将しよう棋ぎとチェスを足して二で割ったような盤遊技だが、大局観や手を読む力を試されるのは将棋やチェスと少しも変わらない。


「ちょっと大切な用って、言こと葉ば遣づかいがおかしいだろ……王手、っと」


「そんなの、こちらへ逃にげれば」


「そう来るだろうと思っていたよ。はい、王手竜りゆう騎き士し取り」


　竜騎士というのは盤ばん上じようの駒こまの名前だ。駒は立体的な作りで、そこはチェスと同じだった。


「あぁっっ！」


　小さな悲鳴を上げて国王が仰のけ反ぞった。


「ちょっと待って。今のナシ。ナシだから」


「いい加減にしろよ。さっきから何回待ってやったと思っていやがる。もう七回目だぞ、七回目！　これ以上待つんだったら、もう相手してやらねえ」


「リカルド、君、勝負に辛からいねぇ。遊びなんだからさ、もっと心に余よ裕ゆうを持とうよ」


「国王あんたは持ちすぎだ。ほれ、早く指せ」


「しようがないね。じゃあ、竜騎士は諦あきらめて……」


「そう逃げたか。まぁ、どこへ逃げても王おう女じよで竜騎士を取るんだけどな。言っておくが、さらに城しろ取り騎き士し取りだからな」


　王女も城も騎士も、盤上の駒の名前だ。


「くぬぅぅ……」


　腕うでを組み、顔を真っ赤にして盤ばん面めんを睨にらんでいた国王だが、やがて。


「駄だ目めだ、これ以上やっても勝ち目がない。投とう了りよう」


「ふっ、これで俺の五連勝だな」


「強くなったねぇ、リカルド」


　国王は手持ちの駒をばらばらと盤上に撒まき散ちらした。


「なんかさ、こういう手の読み合いとか、あるいは読みの外し合いとかって、なんとなく俺の性しように合ってるんだよ」


「我が国の跡あと継つぎとしては頼たのもしい限りだけど、将棋スカツシエの相手としては顔も見たくない感じだねぇ」


　国王は力なく椅子の背もたれに背を預け、小さくため息を吐ついた。


「で、肝かん心じんの話の続きだけど。俺を呼んだ『大切な用事』ってなんだよ!?」


「リカルド、君も、もう十七歳になったんだよね」


　なんだ？　いきなりどういう話題転てん換かんだ？


　リカルドは疑い深そうな目を国王に向ける。


「……そうだけど。それが何か？」


「そろそろ将来のことを真しん剣けんに考えてもいい頃ころ合あいだよね。そうは思わない？」


「……何が言いたいんだ？」


「だから。婚こん約やく者との関係をどうするか、そろそろ真剣に考えるべきじゃないかな、ってことだけど」


「は？　婚約者？」


　目を細めたリカルドは、頭頂に「？」マークを幾いくつも浮かべて父王の顔を凝ぎよう視しする。


「婚約者って……それはなんの話だ？」


「君の婚約者の話に決まってるでしょ」


「はあぁぁあ～～？」


　リカルドは、細めていた目を思い切り見開いて叫さけんだ。


「俺の婚約者って、どういうことだよ!?　そんな話、聞いてないぞ、こら！」


「そうだろうねぇ。君には話をしてないもん」


「いや……ちょっと待ってくれ」


　リカルドは自分の右手の親指と中指で自分のこめかみを揉もむような仕草をした。


「いまの国王あんたの話だと、まるで俺に婚約者がいるように聞こえるんだけど」


「いるよ」


　また、随ずい分ぶんあっさりと答えてくれるな、このクソ国王おやじ。


「だって、君は王太子なんだからね。生まれて直すぐに縁えん組ぐみとか、別に珍めずらしい話じゃないでしょうが」


「そう言われるとそうかもしれないけど」


「うちみたいな弱小国、周辺諸国のご機き嫌げんを取っていかなきゃ成り立たないんだからさ、男子が生まれたら、近きん隣りん諸国の王女様と縁組みするの、当然でしょ」


「まぁ、たしかにそうなんだろうけど。それにしたって、今の今まで俺に黙だまってるってのはないんじゃないか!?」


「うん、まぁ、ほら、あれだよ、君を煩わずらわせたらいけないと思う親心だよ」


　ずっと黙っていられて、今になっていきなり話されたほうが煩わしいわ。っていうか、あんたに親心なんか、あったっけか!?


　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で、リカルドは父王を睨みつけた。


「建たて前まえはいい。で、本音は？」


「言いだす機会を探してたというか、言いだすきっかけが摑つかめなかったというか」


「ぶっちゃけやがったな！」


「ともかくともあれ、君も十七になって、婚こん約やく者のことを真剣に考えるべき年齢になったことは事実なんだから、ちょっと真剣に、真ま面じ目めに考えてみてよ」


「だから、何をだよ!?」


「もちろん、婚約者との関係をどうするのかを。このまま婚約を続けていくのか、はたまた婚約を解消するのか、あるいはそこから進んで結けつ婚こんするのかとか、そういうことをだね、婚約者の王おう女じよ様たちと直じかに会って話をして、考えて、決めてほしいの」


「それを俺が決めるのかよ!?」


「だって、君の婚約者だし」


「決めたのは俺じゃないけどな！」


「じゃあ、こっちで決めちゃっていいわけ？　君の意思とか意見とか好みとか、そういうのを優先してあげようと思ったんだけど、君がどうでもいいって言うなら、全部こっちで決めちゃうよ？」


「いや……それはそれで困る」


「でしょう、でしょう？」


　何か……喜んでいやがるな、国王こいつ。要するに、面めん倒どうな仕事を自分がしたくないだけなんじゃないのか？


　小さく舌打ちしたリカルドは、しばらく口の中でぶつぶつと文句を言っていたが、最終的には、仕方がないな、と頷うなずいた。


「たしかに俺の意思とか無視されて勝手に話を進められても嫌いやだからな。判ったよ。婚約者との関係、俺がなんとかしてくるわ」


「偉えらい！　さすがに我が息子むすこだけのことはある！　君がわたしの跡継ぎである限り、この国の未来も安あん泰たいだよ、リカルド」


「お世辞はいいから！　それより、俺の婚約者っていうのは、どこの国のなんていう王女様なんだよ？」


「そうだなぁ。誰だれから教えようかなぁ」


「は？　どういうこと？」


「いやほら、婚約者、ひとりじゃないからね。君には婚約者を順じゆん繰ぐりに巡めぐってもらって、この先どうするかを決めてきてほしいわけ」


「そ、そうか。まぁ、王太子ともなると、複数の婚約者を持つこともあるわな」


　国王は、にこやかな顔で、うんうんと頷いた。


「そういうこと、そういうこと。ただし、破談にする場合は気をつけてよね。こちらから言いだすと、違い約やく金きんとか賠ばい償しよう金とかを寄よ越こせって話になっちゃう虞おそれがあるから、そういう場合は、上う手まく相手から言うように仕向けてね」


　国王とは対照的に、リカルドの表情がどんどんと渋しぶくなっていく。


「……難しい役回りだな」


「その代わり、何人もの綺き麗れいで可愛い王女様に会えるんだからいいじゃない。むしろ羨うらやましいくらいだよ」


「じゃあ、国王おやじがやれよ」


「だから。相手は君の婚約者なんだってば。君の意思を尊重しようとすれば、君が会いにいって、君が決めてくるしかないでしょう」


「まぁ、そうなんだけどな」


　リカルドは、はぁぁ～～、と大きなため息を吐いた。


「で。どことどこの国のなんていう王女様が相手なんだよ？」


「どことどこっていうか……」


「なんだよ、はっきりしろよ。俺の婚約者は、結局、何人いるんだ!?　まさか五人も六人もいるなんて言わないだろうな!?」


「まさか。そんなこと言わないよ」


「そうだよなぁ。さすがにそれはないよな」


「うん。五人とか六人とかって、そんなことはないよ」


「じゃあ、ふたり？　三人？」


「いや、それが」


「おいおい、俺の婚約者、四人もいるのかよ。参ったな」


「いや、そうじゃなくて」


「ん？　どういうことだ？」


「君の婚約者、全部で十六人だから」


「…………は？　今なんて……」


「あれ？　聞こえなかった？　君の婚約者はね、十六人いるの」


「なんだってぇぇぇ!?」


「いやぁ、あれこれ縁組みしてるあいだに、気がつくとどんどん増えちゃってさぁ。最終的に十六人になっていたんだよねぇ。ってことで、あとはよろしく！」


「やられたぁぁぁ！　ハメられたぁぁぁ！　騙だまされたぁぁぁぁ！」


　頭を抱かかえてのたうち回るリカルド王子だが、すべてはあとの祭りだった。


　そんな息子を見ながら、国王はほくそ笑む。


　将棋スカツシエは強くなったけど、実戦での読みはまだまだ甘いねぇ。実戦面でも、もっと経験を積んで強く賢かしこくなってもらわないと。我が国の未来は君の双そう肩けんにかかっているんだから。そういう意味でも、今回の旅、きっと君の役に立つと思うよ。


「十六人って……十六人もの婚約者って……俺はどうすりゃいいんだぁぁぁぁ!?」


「大だい丈じよう夫ぶ。君が安心して旅ができるように、立派で腕が立ち頼たよりになる供の者をちゃんと付けてあげるから」


「そういうことじゃ、ねぇぇぇぇぇ！」





　こうしてリカルド王子自身による、十六の国々の王女たち＝十六人の婚約者を巡る旅が始まることになったのだった。
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　深い森の中の小こ径みちを進んでいく二頭立ての馬車があった。所属を表す紋もん章しようや旗こそ見えないものの、黒く塗ぬられた馬車の作りは豪ごう奢しやで馬の毛並みもよく、それなりの人物を運んでいることを窺うかがわせる。


　御ぎよ者しや台だいには金きん髪ぱつで瘦やせて背の高い青年が座り、馬の手た綱づなを取っていた。


　馬車の車輪は木製で、緩かん衝しよう装置などついていない。おまけに道は大小の石がごろごろと転がっている不整地。馬車は道の凸でこ凹ぼこをまともに拾って乗り心地は最悪に近い。一級街道であれば石いし畳だたみが敷しかれていてもっと乗り心地がいいのだが、通行人などほとんど通らないこんな森の中の抜ぬけ道みちともなると致いたし方かたのないことではあった。


　とはいえ、乗っている者からすれば致し方ないでは済まされない。堪たまりかねたように、馬車の中から一人の少年が顔を出した。


　値の張りそうな絹製の衣装の上に肩かた当あてや胸当てを着けている少年は、リディア王国の第一王子にして王太子、リカルド・ライアス・リディア、十七歳だ。この世界での年ねん齢れいは基本的に数え年で表すので、実質的には十六歳に相当する。


　筋肉質の引ひき締しまった体型と整った顔立ち。瞳ひとみには思し慮りよ深ぶかそうな光を宿し、一国の王子というに相応ふさわしい外見ではあった。


　しかし、その口調は。


「おい、マリウス、本当にこっちでいいんだろうな？」


　苛いら立だちと疑念が入り混じった彼の言葉には、一国の王子としての威い厳げんや気品はあまり感じられなかった。


「いいはず……なんですがねぇ」


　と応えるのは御者台の青年。


　彼はリカルド王子の侍じ従じゆうで、マリウス・マルガス・マルガロイド。


　マリウスは王子よりも体を覆おおう面積の少ない装そう甲こうを身に着けている。装甲は軽くて丈じよう夫ぶで対魔ま術じゆつ防ぼう御ぎよ効果の大きな白しろ銀がね製である。


　もちろん王子の装甲も白銀製だ。


　高価な希少金属である白銀製の武器や防具を身に着けていることが、彼らの身分をよく表している。


　王子も整った顔立ちだが、マリウスはさらにその上を行っていて、名だたる彫ちよう刻こく家が彫ほった彫ちよう像ぞうかと思うほどの美男子だった。


　しかし、天は二物を与あたえずと言う。


　その諺ことわざはマリウスの場合にも当あて嵌はまり、彼はその性格にかなりの問題を抱えているのだった。


　どこが問題かというと。


　基本的に適当でいい加減でおざなりで、根本的に女好きなのである。王宮の侍じ女じよや貴族の子女などに手当たり次第に声をかけ、手当たり次第につまみ食いしているという好色漢なのだ。


　マリウスがリカルド王子の侍従として彼の居城へ派は遣けんされ、今こうして婚こん約やく者しや巡めぐりの旅に従っているのは、王宮の風紀の乱れを憂うれえた国王によって体ていよく王宮から厄やつ介かい払ばらいされたのが真相だろうと王子などは思っている。


　王宮どころか王都からも遠く離はなれて旅をする羽目になり、マリウスが嘆なげき悲しんでいるかというと、それがそうでもなかった。


「いやぁ、たまには他国の女の子もいいもんですよ。旅の先にまだ見ぬ美女との出会いが待っていると思うと、自然にやる気が湧わいてきますよね？」


　というのがマリウスの言い分だった。


　彼のその言葉を聞いたとき、リカルドは思わず、やる気って……「犯やる気」と書くんじゃないだろうな、おまえ!?　と突つっ込こみそうになったほどだ。


　今回は、建たて前まえとして、マリウスが侍従として王子の婚約者訪問の旅を取り仕切ることになっているのだが、最初の訪問先――シュールティス王国のセフィア王おう女じよがいる城――に向かう道中で、早くも彼のいい加減さが発揮されていた。


　いつものようにいい加減なマリウスの返事に、リカルド王子の眉まゆが跳はねあがった。


「いいはずってなんだよ、いいはずって！　この森を突っ切きることにしたのは、おまえが近道だって言うからだぞ!?　まったく、無責任な奴やつだな」


「近道には違ちがいありませんよ、王子。だって、地図見れば判るでしょ？　街道はこの森の北側を大きく迂う回かいしているんですから、森を抜ければ近いし早いに決まってます。それに、細くてもこうして道があるんですから、これを辿たどっていけば森は抜けられますよ」


「まぁ……そうなんだろうけど。ただ、近くても早くても、こんな最悪な乗り心地は勘かん弁べんしてほしいんだけどな」


　マリウスが馬車の進みを遅おくらせたため、後ろを歩んでいた一頭の馬が近づいてきた。


「どうした、ふたりとも？　何か問題でも起きたのか？」


　声をかけてきた馬上の人物はアイオリッタ・アイギス・アイビゥス。


　アイオリッタは王直属の近この衛え騎き士し団だんに所属する姫き士しである。


　ちなみに、この世界では女性の騎士を「姫士」と呼んで男性騎士と区別することが多い。


　ということは、つまりアイオリッタは女性ということだ。


　馬車に並びかけてきた馬上のアイオリッタを見やって、リカルドがぼやく。


「いいな、アイオリッタは。俺も馬に跨またがりたいよ。まだそっちのほうが楽そうだ」


「なんの話だ？」


　と訊きくアイオリッタは、王子に対してだというのに、ほぼタメ口だ。


　近衛騎士団の姫士である彼女は常々、


「わたしが忠誠を誓ちかうのは、ただひとり、国王様のみ」


　と公言している。さらに今回など、


「国王様に命令されたので、今回は不本意ながら王子の旅の供をするだけだ。そうでなければ、誰だれが好きこのんでこんなボンクラの供などするものか」


　とまで言っている。恐おそろしいまでの傍ぼう若じやく無ぶ人じんさだ。


　アイオリッタは女性でありながら近衛騎士団でも有数の剣けんの使い手で、おまけに並外れた美女で、さらに加えて並外れた胸の大きさを誇ほこっている。どのくらい並外れているかというと、出で来き合あいの鎧よろいでは胸が収まりきらないので、いつも特注品を着用しているというくらい並外れている。


　そんなアイオリッタであるから、男性騎士にはモテモテ……かと思うと、さにあらず。今では彼女のことを知っている人間で敢あえて彼女に近づこうとする男性は皆かい無むだった。


　何故か。


「いやもう乗り心地が最悪で、お尻しりの皮が剝むけそうなんだよ。もっと分厚い敷しき物ものを持ってくるべきだった」


「軟なん弱じやくな。惰だ弱じやくな。脆ぜい弱じやくな。それでも貴様、リディア王国の王太子なのか!?　尻の皮を剝く前にち○○の皮を剝いてみろ！」


　そう、彼女は並外れて口が悪いのである。美人も巨きよ乳にゆうも台無しになるくらいの悪あつ口こう雑ぞう言ごんが彼女の売り（？）だった。


　アイオリッタが近衛騎士団に入った頃ころに彼女に言い寄った同どう僚りよう騎き士しがいた。で、アイオリッタはどうしたかというと、聞くに堪たえない単語の数々で自分に言い寄った同僚騎士を丸一日に亘わたって罵ののしり続けたのだ。


　その同僚騎士、翌日には退団願いを出して田舎いなかに引っ込んでしまったそうな。


　どれほど美人であっても、態度が大きく口が悪いとなると救いようがない。それ以来、彼女に声をかける男は絶えていなくなった。


「よくそんな単語を恥はずかしげもなく口にできるな、おまえ」


　王子は呆あきれ気味だが。


「わたしの口が悪いのは生まれつきだ、放っておいてもらおう。何しろわたしは生まれた直後に天を指さし、天てん上じよう天てん下げ罵ば詈り雑ぞう言ごんと呟つぶやいたくらいだからな」


　アイオリッタは完全に開き直っている。


「おまえは東方に伝わる聖者、おシャカ様の生まれ変わりか!?」


「おシャカ様って、聖者だったんですよね。どんな悪行を積んだら、こんなふうに最悪の生まれ変わりをするんでしょうかねぇ？」


　あ、馬ば鹿かだな、マリウス。どうしてそういう埋まい伏ぶく魔ま術じゆつを踏ふむような真ま似ねを。


　埋伏魔術を踏む……つまり、地じ雷らいを踏むという意味だ、王子が言いたいのは。


　王子は慌あわててマリウスを睨にらみつけたが、手て遅おくれだった。すでにアイオリッタの目が吊つりあがっている。


「黙だまれ、この下半身腐ふ敗はい野や郎ろう！　下半身の腐敗が脳まで達して、のたうち回って死ね！」


「はいはい、アイオリッタ、抑おさえて抑えて」


　なんで王子の俺が配下の姫士を宥なだめなくてはいけないのだ？　と疑問に思いながらも、リカルドは馬車を止めさせ、アイオリッタを抑えにかかった。彼女を放っておくと、いつまででも悪口雑言罵詈雑言を吐はき続けるのだから。


　当のマリウスはかなり打たれ強い性格のせいか、元々が他ひ人との悪口など気にも留めない能天気さのせいか、アイオリッタに罵ば倒とうされても平然としているが、傍はたで聞いている王子のほうが辟へき易えきしてくる。


　マリウスを罵り続けるアイオリッタをリカルドが必死で宥めていると、さらに後方から一台の荷馬車がやってきた。


　そちらの御ぎよ者しや台だいに座っているのは小こ柄がらな少女。身に纏まとっているのは鎧ではなく調理服。


　彼女は料理人であり食材調達人であるネゥネゥだ。
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　目つきが少し鋭するどいことを除けば、可愛らしい少女だといっていい。


　胸とか腰こしとかの張りだし具合は少しばかり残念なことになっているが、それとて、これからの成長に期待できるはずだ。何しろ彼女はまだ十五歳（数えで）なのだから。


　十六人の王女を巡る隠おん密みつ旅行ともなれば、途と中ちゆうで野宿をすることもある。どこかの街に入ったとしても、お忍しのびだから――相手の王女の居城まで行けば、王子の使者を名乗ることになるが――泊とまるのは並みの宿屋である。この時代、宿屋は自じ炊すいが基本。誰かが料理を作らなければならない。


　ということで、マリウス、アイオリッタと共に国王が王子に付けてくれたのがネゥネゥだった。


　ネゥネゥは、若いながらも王宮料理長に一目置かれている腕うでのよい料理人なのだ。


　彼女が乗っている荷馬車の荷台には、料理道具や飲料水、日持ちのいい食材がぎっしり詰つめ込まれている。


「どうかされましたか、皆みなさん？　ひょっとしてお腹が空きましたか？　では、早速にも料理をいたしま生姜しようが？」


「いたしましょうが……しょうが……いたしましょうか、か？」


　眉を寄せたリカルドがそう訊くと。


「正解です！」


　ネゥネゥが、リカルドに向けてぐっと親指を立てて寄よ越こした。


　いちいち食べ物駄だ洒落じやれが鬱うつ陶とうしいな、この娘こ。


　という思いを微み塵じんも感じさせないように注意しながら、リカルドは御者台から降りようとするネゥネゥを制した。


「そうじゃない、そうじゃない。まだお腹は減ってないから心配するな」


「あ、そうですか？　では、こんな場所で止まって何をしていたのです？」


「いや、ちょっと。ちょっとな」


　そこは察しろよ、と王子がネゥネゥに目配せする。


　あ……なるほど。またマリウス様とアイオリッタ様が何かやらかしていると、そういうことですね？


　状じよう況きようを察したネゥネゥは、とりあえず自分の提案のほうを謝ることにした。マリウスとアイオリッタ絡がらみの問題には触ふれたくなかったからだ。


「差しでがましい口を利きいて申し訳ありませんでした」


「いや、かまわないんだけどな。それより」


　まだ睨み合っているマリウスとアイオリッタに向かってリカルドは声をかけた。


「いつまでもこんなところにいてもしようがない。さっさと森を抜ぬけようぜ」


「……ですね」


「……そうだな」


「けど、道はどんどん細くなるし、森はどんどん深くなるし、本当にこのまま進んで平気なのか、マリウス？」


「王子も心配性ですねぇ。男はもっとこう、どっしりと構えていないと、女の子が寄ってきませんよ」


「そこか？　いま気にするのはそこか!?」


「いやいや、ですから。道がある以上、これを辿っていけば、いずれ抜けられますって」


「そうだけどさ。この道がどこか全然別の場所に通じてたりする可能性はないのか？」


「別の場所といっても、結局は森から抜けるだけですよ。多少方ほう向こう違ちがいであっても問題はないでしょう？」


「まぁ……そうだな」


「それほど心配なら、偵てい察さつに出たカオルゥの戻もどりをここで待ちますか？」


　少し考えていたリカルドだが。


「そうだな、ちょっと休きゆう憩けいを入れよう。このまま馬車に揺ゆられ続けたら、本当にお尻の皮が剝けそうだ。ネゥネゥ、お茶を淹いれてくれるか？」


「かしこまりました、王子様」


　馬車から降りたネゥネゥは荷台から小型の竃かまどを下ろし、森の中のちょっとした空き地で火を焚たく準備を開始した。
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　マリウスとアイオリッタで馬車の中から床しよう几ぎを持ちだしてきて、竃の近くに広げて地面に置く。


　ネゥネゥは水場を探す手間を省いて、荷馬車に積んできた水を使ってお湯を沸わかした。まだ水はたっぷりあるから、ここで使っても問題はない。


　お湯が沸ふつ騰とうすると、ネゥネゥは薬や缶かんに紅茶の茶ちや葉ばを放り込んで蓋ふたをする。紅茶の成分が充じゆう分ぶんに染みだしたところで、茶漉こし布を張って温めておいた別の薬缶に紅茶を注ぎ、それを竃に載のせてもう一度沸騰させてから薬缶を持ちあげ、折おり畳たたみ式の方ほう卓たくに並べた各人の木製湯ゆ飲のみ茶ぢや碗わんへと手際よく注いでいく。


「さて、これでいいですね」


　ネゥネゥは、リカルド、アイオリッタ、マリウスが床几に腰を下ろして一息吐ついているところへ紅茶の入った湯飲み茶碗を盆ぼんに載せて運んでいく。


　ちなみに。


　お茶は、黒くろ茶ちや、黄おう茶ちや、赤あか茶ちや、紅茶という順に高価になっていく。茶葉の質やかける手て間ま暇ひまが価格に跳はね返るわけだが、その分、間ま違ちがいなく美お味いしくなる。この他ほか、東方から移入される緑りよく茶ちやもあるにはあるが、この辺りではあまり一いつ般ぱん的ではなかった。


　庶しよ民みんの家では専もつぱら安い黒茶を飲んでいることを思うと、お忍びの旅に出てもこのように紅茶を飲めるのは、リカルドがリディア王国の王子であればこそともいえる。


「王子様、お代わり如何いかがです？」


「お、すまないな、ネゥネゥ。もらうわ」


　一国の王子のくせに、料理人である自分に「すまないな」などと礼を言うところがリカルド王子の面白いところだと、ネゥネゥはそう思う。


　といいますか、リディア王国の慣習、あるいは伝統……なんですかね。国王様も臣下に対してやたら親しげですし。王子様とお話しするのは今回が初めてですけど、国王様と同じくらい、いえ、国王様よりもっと親しげで、むしろ馴なれ馴れしいといってもいいくらいですね。それは、わたしたちのような下しも々じもの者にとって悪いことじゃないですけど。


　などと思いながら、ネゥネゥは薬缶に残っている紅茶を王子の湯飲み茶碗に注いだ。


「すまなくはありませんよ、王子様。はい、どうぞ」


　香かおりのよい紅茶を王子の湯飲みに満たす。


「ネゥネゥ、わたしにも、もう一いつ杯ぱい頼たのむ」


「あ、僕にもお願い」


「はい、ただいま」


　ネゥネゥは大きな薬缶を手にしてアイオリッタとマリウスに紅茶を注いで回った。


　かいがいしく働くネゥネゥを見やっていたリカルドだが、お代わりの紅茶を飲み干すと、森の先へと視線を向けた。


「にしても、カオルゥの奴やつ、遅おそいな？」


「迷子になってたりして」


「おいおい、マリウス、あいつニンジャなんだろ？　迷子になんかなるのか？」


「いえ……」


　マリウスは小さく肩かたをすくめた。


「冗じよう談だんですよ、王子」


「あ、そう。おまえは呑のん気きでいいね。俺なんか、この旅のことを考えると頭が痛くなってくるってぇのに」


「そうですよねぇ。王子は大変ですよねぇ。でも大変なのは王子であって僕じゃないですからね？」


「このお気楽野や郎ろうめ。おい、アイオリッタも何か言ってやれ」


　とリカルドがアイオリッタを見やると。


「まったく困った奴だな。十六人もの婚こん約やく者を持つなど、最低の男だ。貴様には恥はじという概がい念ねんがないのか!?」


「俺？　何か言う相手は俺なの!?　というか、その前に。一国の王子に向かって『貴様』呼ばわりって、どうなのよ!?」


「貴様のような奴は貴様で充分だ。貴様が尊そん崇すうするに足る人物だとわたしが思えば、そのときこそ王子様と呼んで貴様の前に跪ひざまずこう」


「ああ、そうですか」


　まったく、マリウスといいアイオリッタといい、国王おやじの奴、厄やつ介かい者ものを押しつけてくれたものだな。


「って言うけどな、アイオリッタ、十六人もの王女と婚約したのは俺じゃないぞ。国王おやじの仕し業わざだぞ。俺はこれっぽっちも与あずかり知らなかったんだぞ。こっちこそいい迷めい惑わくだっての。あのクソ国王おやじ、ろくなことしやがらねぇ」


「いくら王太子といえ、国こく王おう様の悪口は、このわたし、近衛騎き士し団だん姫き士しのアイオリッタ・アイギス・アイビゥスが許さんぞ」


　いつものことだけど、こいつ、国王おやじのことになると、やたらとムキになるよな。


「ななな、なんだ、その目は。死んだ魚のような目をわたしに向けるんじゃない！」


　アイオリッタが顔を赤くして怒ど鳴なる。


「じゃ、邪じや推すいは許さんぞ。わたしは純じゆん粋すいに国王様を敬けい慕ぼし敬愛しているだけだ」


　まぁ判り易い奴ではあるな。けど、国王おやじの奴、あれで意外とモテ夫おなんだよな。俺にはさっぱり理解できないけど。


　父である国王の顔がリカルドの脳裏に浮うかんだ。


　あ、なんか無む性しように腹立ってきた。
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　リカルド王子が腹を立てるのも無理はない。何しろ今回の旅は、後先も考えずに次々と周辺諸国の王女とリカルドの婚約を推し進めた国王の尻しり拭ぬぐいも同然なのだ。


　気がついたら十六人になってましただと!?　くっそ～～、いい加減にしやがれってんだ、あの馬ば鹿か国王おやじ！


　十六人もの王女と息子を婚約させてしまった。つまりそれは、十六の国々と縁えん戚せきになるということだ。中にはすでに縁戚関係を結んでいる国もあるが、過半の国とは新たに関係を結ぶことになる。随ずい分ぶんと無茶なことをしでかしたものだが、国王にしてみれば、やむにやまれずという側面があったのも事実だった。


　リディア王国は多数の国々と隣りん接せつしているが、山さん間かんの盆ぼん地ちに広がる国で、大きな産業はなく、人口も少ないから国力がない。今までは「労力をかけて奪うばうほど価値のある国土ではない」という評価から、周辺諸国の侵しん略りやく対象にはならなかった。


　ところが。


　十数年前にリディア王国で新たな銀鉱脈が見つかったこと、その鉱脈を掘ほったところ、銀とは別に希少金属の産出が確認されたことの二点で事情は大きく変わってきた。周辺諸国からは「もしかすると金と犠ぎ牲せいを払はらってでも侵略する価値のある国土かもしれない」という目で見られる虞おそれが出てきた。だからこそ現国王は先手を打って、当時は唯ゆい一いつの王子であった――今はもう一人、幼い王子がいる――リカルドを使った婚こん姻いん外交を積極的に推し進めたのである。


　しかし、功を焦あせったのか、元からきちんと計算をしていなかったのかは不明だが、さすがに十六もの国の王女と縁えん組ぐみをするというのは無理があった。


　王子が幼いうちは「まだ子供なので」などと誤ご魔ま化かしも利いたが、王子が年とし頃ごろになってくると、いつまでもそうは言っていられない。そろそろ婚約を結けつ婚こんにまで持っていかなくては、相手国も納得しないだろう。そこまでいかなくても、結ゆい納のうを交わすくらいはしなくてはならない。


　どうにも身動きが取れなくなったリディア国王は、一度、この辺で王子の身辺整理をしたいと思い立ち、王子を説得し（騙だまし）て婚約者巡めぐりの旅を決意させたわけだ。


　見事に説得され（騙され）たリカルドは、否でも応でも婚約者巡りの旅に出ないわけにはいかなくなった。仕方なく王子は婚約者巡りの旅の構想を練り、相手国……というか、婚約者である王女たちに根回ししておいて、国王が付けてくれた四人の家臣――アイオリッタ、マリウス、ネゥネゥ、カオルゥ――を伴ともない、婚約者巡りの旅に出たのである。それが昨日のことだった。


　旅の目的が目的だから、大っぴらになっては不ま味ずい。交こう渉しようがどういう結果に落ち着くにしろ、それを他国に知られるのは外交的に得策ではない。リカルドとしては王太子という身分を隠かくしてひっそりと旅たび発だつしかないわけで、必然的に仰ぎよう々ぎようしい護衛は付けられず、少数精せい鋭えいで各国を回るしかない。


　そのことを不安に思わないでもないリカルドだが、同道する四人は、いずれもがその道では超ちよう一いち流りゆうの人物といえる。旅の安全という面ではそれほど心配しなくてもよさそうだ。


　むしろ、旅の途と中ちゆうでの諍いさかいとか喧けん嘩かとか仲なか違たがいとか、そっちを心配しなくちゃいけないみたいだけどな。なんか、予想外の難題が起きそうで、予定外の事件に巻き込まれそうで、それが恐こわいわ。


　出発して早々に頭を悩なやませるリカルドだが、始めた以上、途中で止やめることはできない。まずは最初の訪問国シュールティス王国へ――もっと言えば、最初の婚約者セフィア王おう女じよとの会見のために、一行は国くに境ざかいを目指して進んでいるところだった。
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　アイオリッタに聞こえないように、リカルドが口の中でぶつぶつと国王への不満や旅の先行きへの不安やらを呟つぶやいていると。


　ん？　とマリウスが前方の木々を見上げた。


「戻もどってきたようですね、カオルゥが」


　樹上の木の枝から木の枝へと黒っぽい影かげが飛んで近づいてくるのが見えた。ぱっと見、大きなムササビか何かのように見える。


　影は王子たちから十ヤルド（約二十七メートル）ほど向こうで地上に飛び降り、残りの距きよ離りを走り寄ってきた。


　東方世界出身のニンジャ、カオルゥ・ユゥミはじつに特とく徴ちよう的な走り方をする。この辺りの人間のように足を上げて跳とぶように走らず、摺すり足あしで滑すべるように走るのだ。そのせいか全力疾しつ走そうをしても頭の位置がほとんど上下動しない。


　履はいているのも底の厚い革かわ靴ぐつではなく、丈じよう夫ぶな植物繊せん維いを織り込んだ薄うすくて平べったい履き物ものだった。


「たぁっっ！」


　王子たちの目の前で華はな々ばなしく前方宙返りを決めたカオルゥが、見事な着地を見せた後、王子の前に恭うやうやしく片かた膝ひざついて頭こうべを垂れた。


「お待たせしました、王子様」


　明度の低い茶系統の上下――ニンジャ装束というらしい――を身に纏まとった彼女が、物見役でありリカルドの護衛役でもあるカオルゥ・ユゥミ……なのだが。


　なんでわざわざ宙返りするのか、意味が判らないよ！


　リカルドは内心で盛大に突つっ込こんだ。


　カオルゥはニンジャのくせに目立つのが好きという困った性せい癖へきを持っているのだった。そのため今のように宙返りはするわ、派手な忍にん術じゆつを使うわ、術を使うときはいちいち技名を叫さけぶはで、リカルドなどは、毎度毎度、おまえのどこがニンジャだ!?　と突っ込みたくて仕方がない。


　彼女の父親はヤーファンという極東の島国の腕うで利ききニンジャだったのだが、ある日あるとき、仕えていた君主が滅ほろぼされてしまった。


　君主は歴史と伝統ある大だい名みようだったのに、滅びるときはあっという間だったそうだ。そのことに諸行無常を感じた彼女の父は、娘むすめを連れてヤーファンを脱だつ出しゆつし、大陸を流る浪ろうしつつ西へ西へと向かい、とうとうこの地に流れ着いたのだという。


　幼い娘にニンジャとしての手ほどきをしながら、父親はこの地方で傭よう兵へいとして生活の糧かてを得ていたらしい。父親はニンジャとしては優ゆう秀しゆうだったのかもしれないが、目立たない存在であれというニンジャの根本原則を娘に教育することはできなかったようだ。


　この地に流れ着いた親おや娘こは、そこでようやく腰こしを落ち着けたのだが、後にリディア王国を訪れる機会があり、今の国王に雇やとわれたという過去があった。


　もう決まった主君は持たないと決めたはずの父親がリディア国王に仕えることになった経緯いきさつがどんなものだったのか、それは王の息子むすこであるリカルドも知らない。


　その父親もすでに一線を退いていて、今ではカオルゥが王家お抱かかえの工作員として活かつ躍やくしていた。相手国への潜せん入にゆうや情報収集だけでなく、もっと積極的に情報操作や破は壊かい工作なども行う場合があるので、「工作員」というわけだ。そんなカオルゥを、国王は王子の警護役兼けん偵てい察さつ要員兼けん情報収集要員として付けてくれたのである。


　ユゥミ親娘は国王に何なに某がしかの恩義を感じているようで、今回の任務、即すなわち王子の供として婚約者巡りの旅についていくことを国王から命じられたカオルゥは、


「このカオルゥ・ユゥミ、命に代えても国王様のご期待に添そってみせまする！」


　と大見得を切ったそうだ。


　ニンジャのくせに、言うことやること、いちいち大おお仰ぎようなんだよな。


　と思いつつ、リカルドは報告を求めた。


「で、この先、どうだった？　このまま森を抜ぬけられそうか？」


　するとカオルゥは、かっと目を見開いて答えた。


「抜けられそうもありません！」


　リカルドは目を丸くして訊きき返す。


「……は？　どういうこと？」


　アイオリッタとマリウスも驚おどろいた顔で互たがいを見やっている。報告する本人、カオルゥを除くと、まったく動じていないのはネゥネゥだけだった。


「道はこの先で消しよう滅めつしているのです」


「なんだってぇぇ!?」


　アイオリッタとマリウスが弾はじかれたように床しよう几ぎから腰を浮かせた。さすがのネゥネゥも今度は表情を変えている。


「おい、どういうことだ、道が消えてるって？」


　とリカルドが勢い込んで訊くと、アイオリッタも重ねて訊いた。


「崖がけ崩くずれでも起きているのか？」


「いえいえ、そうではありません。言葉どおりの意味です。この道はこの先で踏ふみ跡あとが残る程度の獣けもの道みち同然の状態になっているのです。当然のことながら馬車は通れません」


　リカルドが、ふらっとよろめいた。


「なんて……こった」


　アイオリッタが凄すさまじい形相でマリウスに迫せまる。


「おい、マリウス、道があるから辿たどっていけばいいのではなかったのか!?」


「あ、いや、普ふ通つうはそう思うでしょ。まさか途中で消えてなくなるなんて思わない……」


「まったく。近道で時間の節約だなどと、よくも口から出任せを言ってくれたものだな。下半身どころか、口まで腐くさっているのか、貴様は」


「うぅぅぅ……いやでも……」


　何か反論の言葉を探していたマリウスだが、結局、言葉は見つからなかったようだ。


「ごめんなさい」


　彼は素直に頭を下げた。


「まぁまぁ、皆みなさん、べつに遭そう難なんしたわけではないですから。時間と体力の無む駄だ遣づかいにはなりましたが、来た道を引き返せばいいだけですし」


「ぐはぁっっ」


　マリウスが胸に手を当て、小さく頭を仰のけ反ぞらせた。


「……ネゥネゥ、君も何気に容よう赦しやないね」


　ま、仕方がないな。これ以上マリウスを責めても事態を打開できるわけじゃないし。


「引き返して街道まで戻るか」


　諦あきらめたリカルドがそう言うと、カオルゥは大げさに首を横に振ふった。


「いえいえ、王子様、それも難しいかと思われます」


　王子以下、アイオリッタ、マリウス、ネゥネゥが一いつ斉せいにカオルゥを見やった。


「どういうことだ、カオルゥ？」


「それは、ですね」


　カオルゥは、素早く周囲に視線を走らせてから、きっぱりと言った。


「周りを山さん賊ぞくに包囲されているからです！」


「なんだってぇぇぇぇ!?」
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　衝しよう撃げきの事実を聞かされ、言葉もなく立ち尽つくす四人だったが……。


　最初に我に返ったのはアイオリッタだった。さすがに王子の護衛を任された精鋭の姫き士しだけのことはある。彼女はカオルゥに非難がましい視線を送って言った。


「そういう肝かん心じんなことは最初に報告しろ、カオルゥ」


「申し訳ありませんっ」


　と低頭してから、カオルゥは言い訳を始めた。


「ただ、王子様から最初に道のことを訊かれましたので、まずはそれに対してお答えしなくては失礼かと思いまして」


「王子は存在自体が失礼な男だから、そんなことを気にかける必要はない」


「いや、気にかけろよ。っていうか、存在自体が失礼って、どういう男だよ俺は!?　だいたい、おまえ、俺とまともに話をしたのは今回が初めてだろ。どうして俺のことをそんなふうに評価できるんだよ!?」


「そんなこと、顔を見れば判る」


「ああ？　どういう意味だ!?」


「貴様の顔が国王様に似ているのが、国王様に対して限りなく失礼で無礼なのだ」


「悪かったなっ！　っていうか、息子なんだから似ていて当然だろ！　俺としちゃ不本意だけど……」


「そうか、不本意か。よし、判った。任せろ。わたしがおまえの顔を作つくり変かえてやろう。この右拳こぶしでな。喜べ。跡あと形かたもないほど違ちがう顔にしてやるぞ？」


「要らねえよ、この暴力女！」


　険しい目つきで睨にらみ合っている王子とアイオリッタに、カオルゥが割って入った。


「あのぅ、王子様、アイオリッタ様、山賊に包囲されているのですが……」


「あ……そうだったな」


　王子とアイオリッタが決まり悪そうに相手から視線を外した。


「で、山賊の数は？」


　とアイオリッタが訊くと、カオルゥが遠えん慮りよがちに応える。


「ざっと四十名ほどだと思われます」


　アイオリッタは不敵な笑みを浮うかべた。


「なんだ、その程度か。おまえが陰いん気きな顔をしているので、二、三百人ほどもいるのかと思ったぞ」


「拙せつ者しや、元々がこういう顔なんですけど……陰気ですみません」


「気にするな。陰気な女がいいというもの好きな男も世の中にはいるだろう」


　カオルゥは恨うらめしそうな顔でアイオリッタを見上げた。


「酷ひど」


「陰気な女がいいというもの好きな男はいても、口の悪い女がいいなんていう男はいないだろうねぇ」


　あ、馬ば鹿か、どうしておまえはアイオリッタを刺し激げきするようなことを言う！


　マリウスを睨みつけるリカルドだが、やはり遅おそかった。


　アイオリッタは腰の剣けんの柄つかに手をかけ、今にも抜く体勢だ。


「貴様の素そっ首くび叩たたき斬きって細切れに切り刻み、王宮の池に棲すむ亀かめの餌えさにしてやろう」


「うわぁ、酷いこと言うなぁ、この女。だから男が寄りつかないんだよ？　黙だまっていればすこぶるつきの美人なのに。残念な人生だね、アイオリッタ」


「殺す。今この場で殺す。剣で切り刻むなどという甘いことは止めて、わたしが踏み潰つぶしてやろう。特に貴様の下半身を念入りにな！」


　アイオリッタを刺激するようなことを言うマリウスもマリウスだけど、どうしてアイオリッタの奴やつ、こうも手当たり次第に男に突っかかっていくんだよ。


　王子は頭を抱えたくなった。


　剣を抜きかけたアイオリッタにネゥネゥが取りすがる。


「アイオリッタ様、ですからそんなことしている場合ではありませんってば。山賊に囲まれているんですよ？　王子様の身にもしものことがあったら、国王様が悲しまれますよ？　せっかく警護を任せたのにと、アイオリッタ様にも叱しつ責せきのお言葉がありますよ？」


「む……むぅ」


　国王を持ちだされると、さすがのアイオリッタもそれ以上の行動を取れない。


　リカルドは安あん堵どの息を吐はきながら、いい仕事だったぞ、ネゥネゥ！　と彼女に向かって親指を立ててみせた。


　アイオリッタが少し落ち着きを取とり戻もどしたところで、カオルゥが訊いてきた。


「で、如何いかがいたしますか、王子様？」


　身分が低いカオルゥは、どうもアイオリッタやマリウスに遠慮しているところがある。


　そんな遠慮なんか要らないのにな。だいたいこいつらときたら、王子の俺に対してさえ遠慮も容赦もないんだから。


　と思いつつ、王子はカオルゥに訊き返す。


「完全に囲まれているのか？」


「はい三百六十度、全方向から迫ってきています。とはいえ四十人程度しかいませんから包囲の輪は粗あらいです」


「っても、こちらは五人まとまって行動しないといけないし。馬車を置いて逃にげるわけにもいかないしな。迎むかえ撃うつ……でいいか？　アイオリッタ。マリウス」


「かまわないぞ、王子。というか、このやり場のない怒いかりを解消するには手て頃ごろな相手だ。全員、ぬっ殺してやろうではないか。王国の塵ごみ掃そう除じにもなるしな」


　ぬっ殺すって……こいつが近衛騎き士し団の姫き士しってのが、なんかもう、世も末だな。


「じゃあ、手加減しなくてもいいんですね、王子？」


　マリウスも腕うでを撫ぶしている。


　彼は剣の腕こそ大したことはないのだが、高位の魔ま術じゆつ士しなのだ。


　魔術は男性よりも女性との相性がいい。だから魔術士の数も女性のほうが多い。実戦を戦える高位の魔術士ともなるとその傾けい向こうはいっそう顕けん著ちよで、八割以上を女性で占しめている。男性でありながら高位の魔術士であるマリウスは、かなり希け有うな存在だった。


「手加減など無用。塵ごみは地上から消えてなくなればいい。というか、わたしが消し去ってやる」


「おい、アイオリッタ、手加減はしたほうがいいんじゃないか？」


　不安になったリカルドがそう窘たしなめると、彼女は眦まなじりを吊つりあげた恐おそろしい形相で王子に食ってかかった。


「何を言うか。我が王国内に山賊などという糞くそどもの存在を許しておくわけにはいかないだろう、王子。それは罪悪というものだ。わたしは国王様とリディア王国のために、そ奴らを殲せん滅めつする。撃げき滅めつする。消滅させる。それがわたしに課せられた責務であり義務であり、それを成し遂とげることこそが国王様に対する我が忠誠の証あかしなのだ！」


「ああ……うん、頑がん張ばってね」


　何をいっても無む駄だそうなので、王子は諦めた。
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「秘剣疾しつ風ぷう斬ざん牙が！」


　アイオリッタの剣けん技ぎを食らい、数人の山賊が吹ふき飛とばされて宙に舞まった。


「雷らい帝ていの怒ど髪はつ！」


　マリウスの放った雷かみなりが直ちよく撃げきし、数人の山賊が黒くろ焦こげになって地に倒たおれ伏ふした。


「秘剣千の鎌かま鼬いたち！」


　アイオリッタの剣技に体を切り刻まれ、数人の山賊が血を噴ふいて倒れた。


「炎えん帝ていの激げつ昂こう！」


　マリウスの放った炎ほのおの塊かたまりが直撃し、数人の山賊が燃えあがった。


　戦せん闘とう開始から十二分ぶん時じ（約五分）も経たっていないが、早くも山賊の数は半減している。これはもう戦闘というより虐ぎやく殺さつではないかとリカルドなどは思うのだが、カオルゥはそうは思わなかったらしい。ふたりの獅し子し奮ふん迅じんの闘たたかいを目まの当たりにして、彼女のニンジャ魂だましい――そんなものがあるのか!?　という指し摘てきはこの際おいておく――は先ほどから刺激を受けっぱなしだ。


「さすがにアイオリッタ様とマリウス様だけのことはあります。うかうかしていますと、拙者の活かつ躍やくの場がなくなってしまいそうです。ここはひとつ、おふたりにも負けない派手な忍にん術じゆつで対たい抗こうしたいと！」


　リカルドの警護に当たっていたカオルゥは、傍かたわらのネゥネゥに声をかける。


「ネゥネゥ殿どの、王子様のことお頼たのみしまし、た！」


「任せてください」


　調理服の帯に十本近い包丁を差したネゥネゥが、カオルゥに向かって頷うなずいた。


「王子様に近づく者があれば、三枚に下ろしてから、こんがりと火で炙あぶってあげます」


「いや、そんな物ぶつ騒そうな真ま似ねはしないでいいから」


　リカルドは慌あわててネゥネゥに釘くぎを刺さした。先に言っておかないと、彼女の場合、本気でやりかねない。


「では止とどめを刺しに行ってまいります！　たぁっっ」


　立ちあがる勢いのまま後方宙返りをしたカオルゥは、くるりと踵きびすを返してその場から駆かけだしていった。


「あ、おい、ちょっと待て、カオルゥ！」


　王子の呼びかけにも耳を貸さずに、火種を手にしたカオルゥが疾はしっていく。


　その後ろ姿に、リカルドは思い切り不安そうな視線を向けた。


　大だい丈じよう夫ぶか、あいつ。何やら剣けん呑のんな雰ふん囲い気きを撒まき散ちらしているけど。


　リカルドの不安は当たった。大当たりだ。心配は的中した。ど真ん中を射い貫ぬいていた。


「甲こう賀か忍にん術じゆつ火走り！」


　地面に片かた膝ひざついたカオルゥが手にした火種を地面に近づけると。


　地面の上を幾いく筋もの炎が走り、下草が燃えあがった。


　燃えあがった火線は、放射状に森の中を走っていく。


　そして。


　いきなり爆ばく発はつ音が轟とどろき、高さ五ヤルド以上もある火柱が噴きあがった。


　ど～～ん！


　ど～～ん!!


　ど～～ん!!!


　立て続けに上がる轟ごう音おんと共に天を焦こがさんばかりの勢いで何本もの火柱が噴きあがり、森の木々が次々に倒れていく。もちろん、倒れているのは木々だけではない。


　あまりに強すぎるアイオリッタとマリウスを避さけて残りの三人へと向かおうとしていた山さん賊ぞくたちが全員揃そろって吹っ飛ばされ、宙に舞いあがった後、遥はるか高みから地面に叩きつけられた。


　山賊たちは手足が変な方向に折れ曲がったり、首が変な方向にねじ曲がったりしたまま、ぴくぴくと痙けい攣れんしている。


　山賊なんかよりこの三人の存在のほうが、よほど脅きよう威いで、恐ろしいほどの驚きよう異いで、あり得ないほどの凶きよう意いなんじゃないか。


　そう思わないでもないリカルドである。


「っていうか、どうやったらあんな派手な爆発を起こせるんだよ!?」


　満足そうな顔で戻ってきたカオルゥに向かってリカルドが突つっ込こむと。


「我が一族に伝わる秘伝の薬がございまして、先ほど物見で山賊の存在を察知したとき、予あらかじめ森の中に仕し掛かけておきました！」


「だからあんなに戻りが遅かったのか！」


「初めて使いましたから上う手まくいくかどうか半信半疑でしたが、成功させることができてよかったです！　何しろ失敗すると自分たちも吹き飛んでしまいかねませんので」


「そんな危ない術を二度と使うなぁぁ！」


「あぁぁ、調子に乗って申し訳ございませんんん」


　顔面蒼そう白はくになったリカルドがカオルゥを叱しかっているところへ、アイオリッタとマリウスが戻ってきた。ふたりの悠ゆう々ゆうとした足取りを見れば、山賊が全ぜん滅めつしたのは明々白々だった。


「王子、森に巣くう屑くずどもは一いつ掃そうされたぞ。いや目め出で度たい」


　いつになく晴れ晴れとした顔だな、アイオリッタの奴。


「わたしの鬱うつ憤ぷんも晴れたし、一挙両得の大おお掃そう除じだったな」


　ぶっちゃけやがった！


「それより、カオルゥ君、凄すごいねさっきの。あれがニンジュツって奴？」


「そ、そうであります、マリウス様」


「一度、僕の魔術と勝負してみない？　君と思い切り闘やり合ったら気持ちがよさそうだ」


「いえいえ、恐れ多おおくて、とてもそのようなことはできません」


「じゃあ、一度、僕の腕に抱だかれてみない？　君を思い切り抱いたら気持ちよさそうだ。主おもにこの僕が。あ、でも大丈夫、君も気持ちよくしてあげるから」


「王子様、この人刺していいですか!?」


「剣が背中に突き抜ぬけるまで深々と刺してやれ」


　即そく座ざにアイオリッタも参戦してきた。


「わたしにもやらせろ、カオルゥ。二度と蘇よみがえらないように、銀の杭くいで心臓を串くし刺ざしにしてやる！」


「いや、僕、吸きゆう血けつ鬼きじゃないしね」


「黙だまれ、桃もも色いろ脳のう味み噌そ野や郎ろう。貴様に比べれば、吸血鬼のほうが何万倍もマシな存在だ」


「何万倍って……相変わらず酷ひどいこと言うな、この女」


「あのう、皆みな様さま？」


「どうかしたか、ネゥネゥ？」


「いえ、周りを火に囲まれてしまっているんですが、大丈夫でしょうか？」


「なに？」


　リカルド、アイオリッタ、マリウス、カオルゥの四人が顔を上げ、周囲の森を見み渡わたすと。


　燃えている。たしかにあちこちで森の木々が派手に燃えあがっている。


「大丈夫じゃねぇぇぇ！」


　リカルドが大きく仰のけ反ぞった。


「ず、随ずい分ぶんと派手に燃えているな」


　アイオリッタがそう言うと、カオルゥが大きく頷いた。


「もはや山火事ですね？」


　堪たまらず王子が突っ込んだ。


「ね？　じゃねえよ！　冷静に言ってるけど、山火事起こしたの、おまえらだからな」


「いやぁ、ニンジュツ恐るべしといったところですねぇ、あっはっはっ」


「おまえもだ！　笑い事じゃねえ！」


　と怒ど鳴なってから、リカルドはマリウスに詰つめ寄よった。


「おまえの魔術で火を消せないのか？」


「無茶言わないでくださいよ、王子。僕、こんな山火事を消せるような大量の水を操れる魔術は持っていませんしね？」


「可愛らしく首を傾かしげるな！」


「王子様、王子様」


「なんだ、ネゥネゥ？」


「遊んでいる場合ではありません。早くなんとかしないと、わたしたちが丸焼きになってしまいます」


「べつに遊んでるわけじゃないけどな」


「アイオリッタ様の丸焼きはきっと美お味いしいと思いますが、王子様とマリウス様はあまり美味しくなさそうですし、ここは早く逃にげたほうが……」


「「「他人が美味しそうとか美味しくなさそうとか、そういうことを考えるなっ！」」」


　旅に出て初めて三人の息が揃そろった瞬しゆん間かんだった。


「あ、すみません」


「いやでも、本気でどうにかしないと丸焼けだな。カオルゥ、おまえのニンジュツは？　燃やしたのなら消すことだってできるんじゃないのか？」


「申し訳ありません。拙せつ者しや、燃やすのは得意ですが消すのは苦手でして」


「だったら、後あと先さき考えないで爆発させるな！」


　王子だけでなく、アイオリッタ、マリウスも非難の視線をカオルゥに集中させた。その視線に圧おされてじりっと後あと退ずさったカオルゥだが。


「も……申し訳ございません！　かくなる上はこのカオルゥ・ユゥミ、責任を取って潔く切腹を！」


　カオルゥが、その場にぺたんと正座した。


「うわぁ、ハラキリだけは止めろぉ！」


「ここ？　この辺でしょうか？　この辺りを真一文字に切きり裂さいて内臓を引きずりだし、王子様にお供えした後にカオルゥはにっこりと笑って息絶えます！」
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　抜いた刀を右手に持ち、正座したまま左手で自分の腹部を撫なでているカオルゥに、リカルドが飛びついた。


「早まるな！　おまえの責任じゃないから。これは致いたし方かたのない不幸な事故だったんだ。判るよな？　な？」


「拙者、まだ生きていてよいのでございますか？」


「いい。生きてていいから。っていうか、生きろ！　そして、とりあえず立て」


「ありがとうございます。王子様のご恩は七代に亘わたって祟たたり伝えます」


　カオルゥが、ぴょこんと立ちあがった。


「いやいや待て待て。祟り伝えちゃ駄だ目めだろ！」


「あ、申し訳ありません、間ま違ちがえました。語り伝えます！」


　わざと言ってるんじゃないだろうな、こいつ。


　リカルドが疑いの眼まな差ざしを注ぐその横で、マリウスがいかにも呑のん気きそうな声を上げた。


「カオルゥ、そんなに気にすることもないよ。最近、雨が降っていなかったから、森全体が乾かん燥そうしていたものね。運が悪かっただけだよ。あっははは」


「笑ってる場合か、マリウス！　おまえは少しくらい気にしろ！　ああもう、どうすりゃいいんだ」


　それまで周りの火勢や風向きなどを測っていたアイオリッタが提案した。


「王子、風で払はらおう」


「あん？　風？」


「そうだ、風だ。風であれば、わたしもそこの下半身腐ふ敗はい男も使えるからな」


「あ、そうか！　おまえの剣けん技ぎにマリウスの魔ま術じゆつか。風で炎ほのおを吹ふき払って、俺たちが進めるだけの空間を確保しようってことだな」


「そういうことだ。もうこうなったら、道があるとかないとか、乗り心地がいいとか悪いとか、そんな贅ぜい沢たくは言ってられんぞ。とにかく火勢の弱い方向へ進んで、なんとか森から脱だつ出しゆつしてしまおう」


　というアイオリッタの言葉に、かなり不安なものを感じるリカルドだが。


「ま……まぁ、焼け死ぬよりはマシだな。よし、頼たのんだぞ、アイオリッタ、マリウス」


「任せろ」


「了りよう解かいですよ、王子～～」


　進みでたふたりは眼前に迫せまった燃えさかる炎と対たい峙じした。


　アイオリッタは氣き力りよくを練りあげて剣けんを構え。


　マリウスは精神を集中させて呪じゆ文もんを唱え。


「秘剣疾しつ風ぷう斬ざん牙が！」


「風ふう神じんの疾しつ駆く！」


　アイオリッタの剣から突とつ風ぷうが吹き抜け、迫る炎を薙なぎ払った。


　マリウスを中心にして旋せん風ぷうが巻き起こり、炎の壁かべの前進が止んだ。


「疾風斬牙！　疾風斬牙！　疾風斬牙！」


　奥義を炸さく裂れつさせながらアイオリッタが進んでいく。


　彼女が剣を振ふるう度に炎が吹き飛とぶ。


　やがて火の海が割れ、彼女の前後に道ができた。


　すかさずそこへマリウスが体を入れ、風の魔術を連発する。


「風神の疾駆！　風神の疾駆！　風神の疾駆！」


　たちまち火の海が後退していき、馬車が進めるだけの空間が確保された。本来は木々が密生していて馬車で進むのは難なん儀ぎするはずだが、幸い、木の葉も深い下草も焼けてしまっている。木々のあいだを抜けて進むことはできそうだ。


「王子様、今のうちに抜けましょう！　あれならなんとか馬車も通れそうです！」


　と言って、カオルゥは馬車の御ぎよ者しや台だいに飛び乗った。


　おう！　と返事をして、リカルドも急いで馬車に乗る。


　ネゥネゥも自分の荷馬車へと走り、近くにいたアイオリッタの愛馬を荷馬車に繫つなぐと、カオルゥにも負けないような身のこなしで御者台に飛び乗った。


　アイオリッタとマリウスが切り開いた火の海の間かん隙げきを、二台の馬車が進んでいく。


　辺りの空気は熱され、馬車の中にいても息苦しいほどだ。堪たまらずリカルドは馬車から顔を出したが、外の空気はもっと熱い。王子は額から汗あせを滴したたらせながら、喘あえぐように呼吸をした。


　まったく、丸焼きにされる動物の心境が判った気がするぞ。


　たまに上空に吹きあげられた小さな炎が降ってきたが、幸い馬車の荷台が燃えることはなかった。


　アイオリッタとマリウスの奮ふん闘とうは四半刻（三十分）ほども続き、ようやくのことで一行は燃えさかる火の海を脱出することができた。


　とはいえ、まだ森から出ることはできていない。ふたりは相変わらず剣を振るい、魔術を放ち、今度は邪じや魔まになる枝葉や樹木を除去しながら馬車を進めている。


　そうして、さらに半刻ほど後。


　ついに、とうとう、なんとか、一行は森の深しん奥おうから抜ぬけだすことができた。





　　　７





　先ほどまでに比べると木々は疎まばらになり、薄うす雲ぐもに覆おおわれた空が頭上に見えた。森の深奥では膝ひざ下もと辺りまであった深い下草もほとんどなくなり、地面が露ろ出しゆつしている。どうやら森の外周部に達したのは間違いないと思われる。


「よし、休きゆう憩けいだ。休憩を入れよう！」


　馬車から身を乗りだしたリカルドの叫さけび声ごえを耳にして、アイオリッタとマリウスがへなへなと頽くずおれた。ふたりともだいぶ限界に近づいていたのだ。


　ふたりは地面の上にへたり込んで荒あらい息を吐はき、肩かたを大きく上下させ、必死に呼吸を整えている。


　馬車の荷台から小型の竃を下ろしたネゥネゥが、火を熾おこして薬や缶かんに入れた水を沸わかし、薬草を煎せんじようとしていた。


　馬車から降りたリカルドが背後に目を転じると。


　まだ後方では森が盛大に燃えているのが遠望できた。


　いや……もう気にするのは止やめよう。どうせ俺たちだけじゃ消火はできないんだしな。山さん賊ぞくは退治したし、二度と山賊の巣そう窟くつにならないようにこの森を焼いたと思えばいいんだ。うん、そう思おう。まぁ、燃える木がなくなれば自然と鎮ちん火かするだろうし。


　リカルドの考えを非難することはできない。


　この世界は人口が少なく、従って街の数も少ない。


　山野には凶きよう暴ぼうな猛もう獣じゆうや未知の怪かい物ぶつなどが棲すんでおり、人は城じよう壁へきで囲われた街＝城じよう郭かく都市に住んでいる。所有する畑の関係で街に住めない農民たちであっても、街の近くに十数軒けんが集まって木もく柵さくや濠ほりで囲った環かん濠ごう集落を営み、共同で畑を耕している。


　つまり、この辺りには人っ子ひとり住んでいないのだ。だから誰だれかに迷めい惑わくがかかることもない。


　王子が甚はなはだ無責任だとか――多少その傾けい向こうはあるが――人の犠ぎ牲せいを顧みない非道な奴やつというわけではないのである。


　息も絶え絶えといった様子で喘いでいるアイオリッタとマリウスに近寄っていったリカルドは、ふたりに労ねぎらいの言葉をかけてやる。


「いや～～、助かった。ふたりともご苦労だったな」


　しかし、両者とも軽く頭を下げただけで返事も寄よ越こさない。それほどふたりは疲ひ弊へいしているのだ。


　う～～ん、口さえ開かなきゃ、アイオリッタの奴も凄すごく魅み力りよく的なんだがな。


　などと、本人が聞いたら口から泡あわを吹いて悪口雑言を叩たたきつけてきそうなことを考えながら、リカルドも馬車から持ちだした床しよう几ぎに腰こしを下ろす。


「王子様、これをどうぞ」


　ネゥネゥが、木製の湯飲みを差しだしてきた。中は透とう明めいの液体で満たされている。


「これは？」


「アイオリッタ様とマリウス様のために作った薬やく湯とうです」


「俺はべつに大して疲つかれちゃいないぞ」


「でも熱気を吸っていますし、喉のどや肺を痛めているかもしれません。とりあえず一いつ杯ぱいだけでもどうぞ」


「そうか。じゃあ、いただくわ」


　リカルドは受け取った薬湯を飲み干す。


「不ま味ず……」


「良薬は口に逃にがして……です」


「いや、逃がしてどうするんだよ!?」


　と軽く突つっ込こんでいて、リカルドは改めて周囲を見み渡わたした。


　木々の密度がこの程度なら、この先も馬車で移動することはできそうだ。問題は、あとどのくらいで森を抜けるのか……か。


「カオルゥ！」


「ははっ」


　周囲を遊ゆう弋よくして警けい戒かいに当たっていたカオルゥがリカルドの許もとへと走り寄ってきて、王子の前に片かた膝ひざを落とし、頭こうべを垂れた。


「お呼びでしょうか、王子様」


「ご苦労だけど、少し先の様子を探ってきてもらえないか？　辺りの様子を見ると、もうじき森を抜けられそうな気がするんだ」


「了解いたしました。カオルゥ・ユゥミ、この命に代えましても、前方の様子を確認して参ります！」


「いや、そんなに大げさな任務じゃないからな？」


「この命に代えましても！」


「……うん、頑がん張ばってくれ」


「お任せください！」


　すっと立ちあがったカオルゥは。


「たぁっっ！」


　いきなり大きく跳とんで頭上の木の枝に飛び乗った。


　彼女が飛び乗った枝の地上からの高さは、ざっと二ヤルド（約五・四メートル）ほどもあった。


　垂すい直ちよく跳とびであれかよ。いつものことだけど凄い跳ちよう躍やく力だな、カオルゥの奴。っていうか、ニンジャのくせに、なんであんなに派手で目立つことが好きなんだ、あいつ？　そのくせ、ちょっとヘマすると直ぐに落ち込んでハラキリしたがるし。いいのか、それで。


　王子が内心で首を捻ひねっているうちに、カオルゥは枝から枝へと飛び移り、あっという間まにその姿を消した。
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　ほどなくして戻もどってきたカオルゥの報告によれば、少し先で森は途と切ぎれているとのことだった。馬車での通過も問題なさそうだというので、リカルドは安あん堵どの息を吐はいた。


　荷馬車を置いていかなくても済みそうなのをネゥネゥも喜んでいる。あの荷馬車には、彼女にとって命の次に大事な料理道具がたくさん積んであるから、それも当然だろう。


「ところで、俺たちはどの辺にいるんだ？」


　地図に目を落としたリカルドがカオルゥに説明を求めた。


　五人は床几を円形に並べて腰を下ろしている。円えん陣じんの真ん中、地面に布製の地図が広げられていた。


「このカオルゥ、命に代えてお知らせいたします！」


「いや、代えなくていいからな？」


「なんとありがたきお言こと葉ば」


「いいから早く教えろ」


「申し訳ございません」


　カオルゥが地図上の一点を指で指し示す。


「この辺りだと推測されます」


「そうか。やはり街道とは反対側に来てしまったんだな」


「さようでございます。森の外には岩場が広がっているだけで、どこにも街道は見当たりませんでした」


　東西に走る街道は、深い森を避さけて森の東から外周に沿って北側を迂う回かいし、森の西せい端たんに達すると再び西進を開始する。森の北側は何もない荒あれ地ちが広がっているだけだが、少なくとも岩場ではない。一行が森の南側へと抜けてしまったのは確実である。


「う～～ん、どうするかな」


　王子が腕うで組ぐみをして地図を睨にらんでいると、ネゥネゥの薬湯が効いたのか、だいぶ顔色のよくなってきたアイオリッタとマリウスが身を乗りだしてきた。


「今さら森を引き返すこともできないから、森を抜けたらそのまま西進して街道に戻ればいいのではないか？」


　とアイオリッタが言った。


「ですよねぇ。戻ろうとしても、誰かさんのせいで山火事になっちゃってますからねぇ。あんなしんどい思いするの、もう嫌いやですよ、僕は」


「半分はおまえのせいだ！」


「そうでしたっけぇ？」


　こいつは……というか、こいつらは。


「王子、何か言いたいことが？」


　アイオリッタに睨まれたので、リカルドは慌あわてて首を左右に振ふって否定の意を表す。


「ともかく森を抜けたら、森に沿って西から北へ向かい、街道まで戻るしかないな」


　アイオリッタから視線を外したリカルドが、地図を睨みつけるようにそう言うと、彼女はゆっくりと腰を上げた。


「では、出発の支度を始めよう、王子」


「うん？　もう少し休んでいかなくてもいいのか？」


「カオルゥを待っているあいだにかなり回復したからな。それに日が西に傾かたむいてきている。早くしないと、街道まで戻る前に日が暮れてしまうぞ」


　彼女の指し摘てきでリカルドが頭上を仰あおぎ見みると、その言葉どおり、太陽は西の空の低いところへと移動していた。背の高い木々の梢こずえに遮さえぎられ、日光が地面にまで射し込まなくなっている。


「マリウスは？」


「ええ、僕も、もう平気ですよ、王子」


「そうか。じゃあ、支度して出発するか」


　すでに森は派手に燃えているのだから、してもしなくてもあまり関係ない気もしたが、そのままにしておくわけにもいかないので、五人は火の後始末を始めた。


　後始末を終えると、五人は荷物を馬車に積み込んでその場をあとにした。


　王子が乗る馬車の御ぎよ者しや台だいにマリウスとカオルゥが座り、荷馬車のほうはネゥネゥが手た綱づなを取っている。アイオリッタは栗くり毛げの愛馬に跨またがって馬車のあとに続いた。
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　森の南側に広がる岩場は思っていたよりも厄やつ介かいな地形だった。


　不規則な凸でこ凹ぼこが続く上、大小様々な石が無数に転がっていて足下がかなり不安定なのだ。おまけに人の背せ丈たけの数倍もあるような巨きよ岩がんもごろごろと転がっているから、それらを避けて進まなくてはならない。馬を走らせるどころか、普ふ通つうに歩かせるのさえ難なん儀ぎする有様で、移動速度はさっぱり上がらなかった。


　結局、五人は日暮れ前に街道まで戻ることができなかった。


　夜空は薄うす雲ぐもに覆おおわれてしまったらしく、射し込む月明かりはじつに儚はかなげだ。この状態では松たい明まつの炎ほのおだけが頼たよりだが、こんな足場の悪い土地を僅わずかな火明かりを頼りに馬車で進むのは危険この上ない。


　もっとも、北東の空は赤く染まっているのだが、五人は意識的にそちらを見ないようにしている。仕方がなかったと開き直りつつも、やはり良心の呵か責しやくを感じるのだ。


「しようがないな。どこかで野宿するか」


　五人は野宿に適した場所を探すことにした。
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　少し進んだところに小さな池があったので、一行はそこに野宿することにした。


「池……お湯ですね、これは」


　水の補給ができると思い、喜び勇んで駆かけ寄よって池の水に手を差し入れたネゥネゥが、がっくりと肩かたを落としている。


「少し異い臭しゆうもします。これは飲み水にはなりません」


「どれどれ？」


　マリウスもやってきて池に手を入れた。


「飲み水どころか、これって温泉なんじゃないの？」


「そうかもしれません」


「どうやらこの辺一帯は地熱が高いんだね。それで地下水が温められているんだ。だから湧わき水みずが湧きお湯になっている」


「なに？　本当か!?」


　二人の会話を聞きつけたアイオリッタが駆け寄ってきて池に手を伸のばす。


「おお、たしかに。しかも、ちょうどいい湯温。これは入るしかあるまいな」


「は？　入るって何が？」


　と背後からリカルドが尋たずねると。


「だから。温泉があれば入るしかないだろうと言っている。先ほどの奮ふん闘とうで汗あせもかいたし疲ひ労ろうもしたし。汗を拭ぬぐって疲つかれを取るには最適ではないか」


「いや……そう……なのか……」


「というわけで、わたしは温泉で疲れを取ることにする」


　アイオリッタが残りの四人を睨ねめつけるように見渡した。


　邪じや魔まをしたら殺すぞと言わんばかりだ。


「まぁ、いいや。勝手にすれば」


「言っておくが、王子、見たらその目ん玉を抉えぐり取るぞ」


「見ないよ」


「キ○玉は握にぎりつぶすぞ」


「見ないって言ってるだろ！」


　ふん、と鼻で笑ったアイオリッタは、次にマリウスのほうへ目をやった。


「貴様の場合は切り落とす」


「何を？」


「ナニを！」


「絶対に見ないから安心していいよ」


　冷ひや汗をだらだら流しながら、マリウスがふるふると両の掌てのひらを振っている。


「では、貴様らは向こうで夜食の支度でもしていろ」


　王子の俺を差し置いて、おまえがいちばん偉えらそうだな。


　という突つっ込こみを呑のみ込み、リカルドはネゥネゥのほうへ顔を向けた。


「ってわけだから、俺たちは向こうで夜食の支度をしよう」


「はい、判りました、王子様！」


　いよいよ自分が活かつ躍やくする番が来たのだと言わんばかりに、ネゥネゥが顔を輝かがやかせている。山さん賊ぞくとの闘たたかいでは出る幕のなかったことを少し気にしているのかもしれない。


　べつにそんなこと、気にしなくてもいいのにな。ネゥネゥにはネゥネゥにしかできないこと、つまり料理だけど、それさえきちんとこなしてくれたら誰だれも何も文句は言わないよ。


　と思うリカルドであるが、さすがに口に出してはいえなかった。王族として相応ふさわしくないという思いからではない。少し気き恥はずかしかったのだ。


　なので心の中で、あまり気にするな、と声をかけておくに留める。
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　ネゥネゥは、まずは馬を馬車から解放し、大きな岩に手綱を回して繫つないでおいてから、飼い葉と飲み水を与あたえる。それらを一通り終えてから食事の支度に取りかかった。


「カオルゥさん、調理の下準備を手伝ってもらえますか？」


「そのような大役を拙せつ者しやに!?」


「え？　いえ、ちょっとお手伝いして……干ほし椎しい茸たけ」


　干し椎茸？　手伝ってほししいたけ……手伝って……ほしいだけ！　相変わらず判り難にくい駄だ洒落じやれだな。


　ネゥネゥの食材駄洒落を解読したリカルドは、体中の力が抜ぬけていくような気がした。


「ネゥネゥ殿どのの頼たのみ、このカオルゥ、命に代えても必ずや遂すい行こういたします！」


「そんなに大層なものでは……お願いします」


「お任せください！」


　ネゥネゥは肩をすくめ、小さく首を捻ひねりながらカオルゥに指示を出し、荷馬車から小型の竃やら薬や缶かんやら鉄板やら水の入った桶おけやら薪まきやらを降ろした。そして火を熾おこす準備をしつつ、さらに組立式の調理台を引っ張りだして地面に設置した。


　その間、リカルドとマリウスはすることもないので、床しよう几ぎに腰こしをかけ、荷馬車から持ちだしてきた簡易将棋スカツシエ盤を手に、一局、指し始めた。


「時間に余よ裕ゆうがないから、考こう慮りよ時間ナシの早指しでいくぞ」


「いいですよ～～」


　そうして指し始めたのだが、たったの六分時（約十分）ほどで早くもリカルドが優勢を築きあげていた。


「あ～～、これはもうダメですねぇ。投とう了りようします～～」


「投げるの早っ」


「僕、無む駄だな抵てい抗こうはしない主義なので。にしても、王子、強いですね、将棋スカツシエ」


「まぁな。なんか性に合ってるんだよ。局面を見て、形勢判断して、先読みして、指し手を考える。そして、最後、詰つむや詰まざるやって局面になるだろ。正せい着ちやくを打てば勝てる。一手でも間ま違ちがえれば負ける。そんな緊きん張ちよう感かんが好きなんだよ」


「我が国の次代の国王としては、頼もしい限りですね」


「もう一局、指すか？」


「いえ、止めておきましょう。僕では勝てそうにないですから」


　ふたりは将棋スカツシエの盤ばんと駒こまを片付け、なんとなく周囲を見み渡わたすと。


　忙いそがしく夕食の支度をしているネゥネゥとカオルゥ、さらに鎧よろいと衣服を脱ぬぎ捨すてたアイオリッタが向こうの池で呑のん気きにお湯に浸つかっているのが見えた。


　彼女と目が合うと何を言われるか判らないので、ふたりは慌あわてて目を逸そらせる。


「しっかし、本当に傍ぼう若じやく無ぶ人じんな奴やつだな、アイオリッタは」


　とリカルドが呟つぶやくと、隣となりのマリウスが、


「本当ですねぇ」


　と賛意を表した。


「男を男とも思わないし」


「王子を王子とも思わないしな」


　もちろん、そんなことは本人の前で絶対に口にできない。言うなら今のうちだとばかり、ふたりはアイオリッタの悪口を言って憂うさを晴らすのだった。


　料理を始める準備が一通り整うと、ネゥネゥは荷馬車に戻もどり、今度は食材の吟ぎん味みを開始する。


　お肉はどうしても塩しお漬づけ肉になりますね。できれば新しん鮮せんなお肉を調達したいところですけど、こんな場所では猪いのししも兎うさぎも捕とれそうにないですし。まぁ、明日あしたには街に寄って新鮮なお肉を調達できるでしょうから、今日のところは王子様たちに我が慢まんしていただくしかありませんね。あとは乾かんパンと、野菜の残りでスープを作って、卵はまだあったから、卵料理を……と。


　などとネゥネゥが今晩の食しよく卓たくに並べる献こん立だてを思案していると、外でカオルゥの叫さけび声ごえがあがった。


「皆みなさん、気をつけて！　何かが近づいてきます！」


　さすがにニンジャだけのことはある。生き物の気配に人一倍敏びん感かんなカオルゥが、誰よりも早く正体不明の生物の接近に気がついた。


　ネゥネゥは慌てて馬車を飛びだし、王子の許もとへと走った。


　王子の前にマリウスとカオルゥが立っている。


　アイオリッタだけは、どうしようかとお湯の中で迷っているところだった。いくら傍若無人な彼女であっても、全ぜん裸らのままお湯から飛びでるのは躊躇ためらわれるのだろう。


　遥はるか先の巨岩の陰かげで、薄うすぼんやりとした月明かりを受けて大きな生き物が蠢うごめくのがネゥネゥにも見えた。


「おい、なんだ、あれは!?」


　緊張感を顔に貼はりつけてリカルドが左右のふたりを見やると。


「四つ足の……大きな蜥蜴とかげのようにも見えますが」


　とカオルゥが応えた。


「大蜥蜴にしても大きくないか？」


「なんでしょうね……」


　いつもはちゃらんぽらんなマリウスが、滅めつ多たに見せない真しん剣けんな表情になって暗がりを見つめている。


　とそのとき。


　蠢く大きな生き物は、突とつ然ぜん、炎ほのおを噴ふいた。


「火を噴きましたぁぁ!?」


「サラマンダーだぁ！」


「なんだってぇぇ!?」


　巨きよ大だいな生物は、その巨きよ体たいに似合わぬ速さで一直線にアイオリッタのいる池に走り寄ってきた。


「おいぃ、逃にげろ、アイオリッタぁ！」


　とリカルドが怒ど鳴なったが、アイオリッタはお湯に浸かったまま動こうとしない。


「何してるんだ、早く逃げろってば！」


「いや、だが、しかし……」


　アイオリッタが躊ちゆう躇ちよしている間に、サラマンダーは早くも池の前に達していた。


「で、でけえな」


　サラマンダーは体高が一ヤルド（約二・七メートル）ほどもあった。体長は二ヤルド半ほどもあるだろうか。体重に至ってはどれだけの重さがあるのか想像もつかない。


　全身が硬くて分厚い皮ひ膚ふに覆おおわれていて、まるで鎧を着込んでいるようだ。


　初めて眼前で見るサラマンダーの迫はく力りよくに、リカルドは改めて度ど肝ぎもを抜かれる。


　動きを止めたサラマンダーは、お湯に浸かっている全裸のアイオリッタを、その無機質な目でじっと見下ろしている。美お味いしそうな餌えさがいるなぁとか、そんなことを考えているのかもしれない。


「いや、大きさや迫力に感心してる場合じゃねえ」


　我に返ったリカルドは、もう一度、叫んだ。


「早く逃げろったら、アイオリッタ！」


「いいい、いま逃げたら、わたしの全裸を貴様ら下半身腐ふ敗はい男×二に見られてしまうではないかっ！」


「そんなこと言ってる場合かっっ！」


「貴様らに全裸を見られるくらいなら、いっそ死んだほうがマシだ。いや、駄だ目めだ駄目だ、それも駄目だ。このまま死んだら、貴様らにわたしの全裸死体を検分されてしまう。そんなことはぜったに駄目だぁぁぁ」


　アイオリッタはお湯に浸かったまま頭を抱かかえ、ぶんぶんと上体を左右に揺ゆすっている。


「そうだ、喰くわれてしまおう。このサラマンダーに綺き麗れいさっぱり喰われてしまえば、貴様らに全裸を見られる虞おそれがなくなる」


　アイオリッタの奴、かなりテンパってるな。どうしたもんだか。


　アイオリッタが使い物にならない現状、サラマンダーと闘えるのはカオルゥしかいない。だが、逆にアイオリッタが使えない今、カオルゥとしてはリカルドの側を離はなれるわけにはいかないだろう。


　となると、マリウスの魔ま術じゆつに期待するしかないわけだが。


　ちらっとリカルドが隣に視線を向けると、マリウスは呟くような声で何やら呪じゆ文もんを紡つむいでいるところだった。


　さすがにマリウス、やるときはやる男だな。


　リカルドが安あん堵どの息を吐はいた瞬しゆん間かん、池の中でアイオリッタが立ちあがった。


　全裸のまま。


　大きく両手を広げて。


「さあ、サラマンダーよ、我が体を喰らうがいい。肉の一片も残さぬように」


「何やってるんだ、あいつはぁぁぁぁ！」


「今の時点で全裸丸見えじゃないですか？」


　とカオルゥが触ふれてはいけないところに触れた。
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　ぐぱぁぁぁ、とサラマンダーが大きな顎あごを開いた。口の中に並んだ鋭するどくも大きな歯が、弱々しい月明かりを受けて鈍にぶく煌きらめく。


「風神の槍そう牙が！」


　マリウスが魔術を放った。


　鋭い突とつ風ぷうが走り、サラマンダーの巨体にぶつかり、弾はじける。


　マリウスが魔術を放つ直前にカオルゥは疾はしっていた。


　サラマンダーの左後方から接近した彼女は、魔術が炸さく裂れつするのと同時に宙に跳とんだ。


「てりゃぁっっ、手しゆ裏り剣けん乱らん舞ぶ乱らん刃じん！」


　気合い一いつ閃せん、カオルゥは隠かくし持もっていた手裏剣を空中からサラマンダーの巨体めがけて続けざまに投げつける。


　しかし。


「噓うそっっ？」


　カオルゥの手裏剣はそのほとんどが分厚い皮膚に弾はじかれていた。一部は刺ささっているが、ごく浅あさ傷でだ。


「手裏剣が刺さらないですっ!?」


　マリウスも目を見開いて絶句している。


「なんてことでしょう、僕の魔術がほとんど利いてません。サラマンダー、対魔ま術じゆつ防ぼう御ぎよを生まれつき身に纏まとっているという噂うわさは本当だったようですね」


　着地したカオルゥがサラマンダーから距きよ離りを取って身構え、ニンジャ刀を抜ぬいた……と思ったら、そのままそこに正座して、左手で腹を撫なで始めた。


「役立たずでごめんなさい。無能ですみません。生まれてごめんなさい。こんな役立たずはもう死んだほうがいいですね。拙せつ者しや、腹を切ります」


　始まったよ、おい。


　リカルドが天を仰あおいだ。


　ダメだ。これでアイオリッタに続いてカオルゥの奴まで使えなくなった。


「おい、マリウス、とりあえずカオルゥの奴やつを取り押さえろ！　放っておくと本当にハラキリしかねないぞ」


「了りよう解かいです、王子～～」


　マリウスが正座をしているカオルゥの背後から彼女を羽は交がい締じめにした。


「死なせてください死なせてください！」


　と喚わめくカオルゥを、王子の許もとへと引きずってくる。


　一方のアイオリッタは相変わらず両手を広げて首を差しだす体勢のままだ。


　とりあえず、マリウスの魔ま術じゆつ攻こう撃げきと、カオルゥの手しゆ裏り剣けん攻撃でサラマンダーの気が逸それたので直ぐに喰い殺される虞はないが、放っておけば、いずれは喰われてしまうだろう。


「くっそ～～、どうしたらいいんだ」


　リカルドが歯は嚙がみしていると。


「王子様、ここはわたしに任せて先に行って白菜」


「先に行って白菜……はくさい……先に行ってください!?」


「正解です！」


「つまらない駄だ洒落じやれをこいてる場合かぁぁぁ！」


「あすみません」


　謝りながらも、ネゥネゥは静かに歩みだしていた。


「お、おい、ネゥネゥ？」


「大だい丈じよう夫ぶです、お任せ白菜」


「いや、その駄洒落はもういいから。っていうか、どうするつもりだ!?」


「食材を狩かります」


「狩るぅぅぅ？　おい、相手は猪いのししや大おお鹿じかじゃないんだぞ。サラマンダーだぞ！」


　体を横向きにしたネゥネゥが、調理服の上に着込んでいる前まえ掛かけの帯に差した十本もの包丁を、ぽんと軽く叩たたいた。


「大丈夫アスパラ」


「大丈夫……ですから？」


「正解です！」


「遠いな。っていうか、それはもういいっちゅ～～の！」


「あすみません」


　しかしネゥネゥは足を止めようとしない。


　あまり傷ついていないとはいえ、サラマンダーは攻こう撃げきされたことに腹を立てているように見える。


　ゆっくりと体の向きを変えたサラマンダーは、自分のほうへと歩いてくるネゥネゥに目を留め、一声、吼ほえた。大気が震ふるえたかと思うほどの迫力だった。


「お、おい、ネゥネゥ!?」


「わたし、以前にサラマンダーを狩った経験がありますので」


「なんだと!?　本当か!?」


「こんな状じよう況きようで噓や冗じよう談だんは言いません」


　いや、さっき、つまんね～駄洒落を言ってたぞ。


　と内心で突つっ込こんだリカルドだが、ネゥネゥの態度があまりに堂々としており、その上表情があまりに自信満々だったので、彼女の言葉を信じることにした。


「よし、行け！」


「行き鱒ます！」


　両手に包丁を握にぎりしめ、ネゥネゥはサラマンダーめがけて走りだした。


　こうなれば、ネゥネゥの言葉を信じるしかない。彼女の経験に頼たよるしかない。


「ところで、アイオリッタは!?」


　走り去っていくネゥネゥの背中からリカルドが視線を横にずらすと。


　アイオリッタはお湯の中に立ち、サラマンダーに向かって両手を広げた体勢のままだ。腿ももから上が丸見えだが、暗いので細部まではっきりとは見えない。


　相変わらず、あのままかよ。まぁ、サラマンダーの気が逸れたので、とりあえず、あのままでも大丈夫か？　それにあの調子なら、きっと自分が何をしていたか覚えてないな。我に返ったあとで「よくも見たな」とか言って殺されることもなさそうだ。


　二重の意味で安堵したリカルドは大きく息を吐はいたが、次の瞬間、凍こおりついた。


　怒いかりに燃えて咆ほう吼こうするサラマンダーと目が合ってしまったのだ。


「なんか、怒おこってますねぇ」


　隣となりでマリウスの呑のん気きな声が上がった。


　腹を切りますと叫さけぶカオルゥの手からニンジャ刀を奪うばい取ったマリウスが、やれやれと首を振ふる。


「弾き返したとはいえ、僕の魔術とカオルゥの手裏剣、痛かったんでしょうかねぇ」


「あくまで他ひ人と事ごとだな、おまえ」


「いや～～、魔術が利かないとなると、僕にはもう闘たたかう術すべがないので。あとはネゥネゥに任せるしかありませんね」


「とことん無責任だな、おまえ」


「まぁ、そうですけどね」


「認めやがったよ、こいつ」


　怒りに我を忘れたサラマンダーは、辺りを震わす咆吼を上げながら三人のほうへと足を踏ふみだした。


「それより、王子、少し下がりましょう」


　マリウスは、地面の上に力なく座り込んでいるカオルゥを引きずって、さらに下がっていく。リカルドも慌あわててあとを追った。


　アイオリッタの存在など忘れたかのように三人に狙ねらいを定さだめたサラマンダーだが、その前に、走り寄ってきたネゥネゥが立たち塞ふさがった。包丁を持った両手を大きく広げ、まるで通せんぼをするように。


　三ヤルドほどの距離を置いて巨きよ大だいなサラマンダーと小こ柄がらなネゥネゥが睨にらみ合っている。その体力差は圧あつ倒とう的てきで、むしろ絶望的で、サラマンダーの前足で踏まれただけでネゥネゥがぺしゃんこになるのは確実だ。


　リカルドは子供の頃ころに書物で読んだ御お伽とぎ噺ばなしの挿さし絵えを連想していた。大岩の下した敷じきになって紙切れのように薄うすっぺらになってしまう人間を描えがいた挿絵だ。


　いや、ぺちゃんこにはしないか。サラマンダーの奴、ネゥネゥを喰くう気満々だもんな。まぁ、あいつにしてみたら、ネゥネゥなんか餌えさにしか見えないんだろうし。


　リカルドは、サラマンダーが舌なめずりをしたように思えた。


　だが、ネゥネゥは平然とした態度でサラマンダーに向かって挑ちよう発はつ的な口上を述べた。


「可か哀わい想そうですが、この食材調達人、ネゥネゥの前に姿を現した以上、見み逃のがすわけにはいきません」


　サラマンダーが彼女の言葉を挑発的だと受け取ったかどうかは不明だが、彼女の態度に腹を立てたのは間ま違ちがいなさそうだ。もう一度、怒ど気きを含ふくんだ咆吼を放った。


　っていうか、マジで食材なのか、あれ。


　固唾かたずを呑のんで見守っているリカルドは、思わず首を捻ひねるのだが。


　ネゥネゥが両手に持った包丁を顔の前に引き寄せ、軽く叩くように、ちん、と鳴らした。


　それが宣戦布告の合図だと思ったのか、サラマンダーはさらに大きく吼え、ネゥネゥに向かって口から炎ほのおを吐はいた。


　ネゥネゥは俊しゆん敏びんな動きで炎を避よけると、サラマンダーの体たい側そくへと回り込む。


　おお、速はええ！


　カオルゥにも負けないようなネゥネゥの素早い動きにリカルドが舌を巻く。


　サラマンダーはネゥネゥの動きを追いかけようと首を動かすが、ネゥネゥのほうが速かった。彼女はサラマンダーの死角へ死角へと回り込み、切っては離はなれ、近づいては刺し、また逃にげるという戦法で攻撃する。


　ネゥネゥの持つ料理包丁の切れ味は凄すさまじく、カオルゥの手しゆ裏り剣けんもマリウスの魔ま術じゆつも弾き返した分厚くて硬かたいサラマンダーの皮ひ膚ふをも切きり裂さき、貫つらぬいた。


　サラマンダーは太い首を振り、口から炎を吐いてネゥネゥを捕つかまえようとするが、彼女は機き敏びんに動いて決して捕まらない。振りおろす前足も振り回す尻尾しつぽもかいくぐり、包丁でサラマンダーを攻撃し続けた。


　ネゥネゥとサラマンダーが闘い始めて四よん分ぶん時じ（約十五分）ほどが経過し、とうとう闘いの決着がついた。


　サラマンダーの巨きよ体たいがゆっくりと傾かしいだかと思うと、そのまま地じ響ひびきを立てて倒たおれ込んだのである。


　それを見て王子が跳とびあがった。


「やった！　ネゥネゥの奴、本当にサラマンダーを倒しやがった！」


「ネゥネゥ殿どの、料理人にしておくのがもったいないほどの戦せん闘とう力なのであります！」


　いつの間にか復活してきたカオルゥが感心した顔で叫ぶと、マリウスも、うんうんと頷うなずいた。


「あの子にはちょっかいを出さないほうがよさそうだなぁ」


　倒れたサラマンダーの傍かたわらに立ったネゥネゥは、自分の腕うでほどもある長なが刃ばの包丁を天に向かって突きあげ、見得を切った。


「今夜の食材、調達しま舌した平びら目め！」


　得意げにポーズを取るネゥネゥを見ながら、リカルドは思わず呟つぶやいた。


「あくまで食い物駄洒落かよ」


「それより、王子、アイオリッタが正気を取とり戻もどす前に、僕たちは避ひ難なんしておいたほうがよくないですか？」


「……そうだな。そうしよう」
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　ネゥネゥによってサラマンダーが倒されたあとも、まだ両手を広げて固まっていたアイオリッタだが、ネゥネゥに声をかけられ、ようやく我に返った。


「あ……あれ？　あれれ？　サラマンダーはどうしたのだ、ネゥネゥ？」


「倒しました」


「誰だれが？」


　ネゥネゥが自分を指さすと。


「本当か？」


　ネゥネゥが、こくりと頷いた。


「それよりアイオリッタ様そんな恰かつ好こうで寒くないですか？」


「はっっっ？」


　アイオリッタが自分の体を見下ろした。


　全ぜん裸らだった。かなり全裸だった。そうとうに全裸だった。とことん全裸だった。


「それにしても凄すごい胸ですね。真ま桑くわ瓜うり以上あり鱒ますのマリネ」


「はわわわわ」


　アイオリッタが慌てて両手で胸を隠かくし、お湯の中にしゃがみ込んだ。


「あ、あいつらは!?」


　しゃがみ込んだアイオリッタが血走った目で周囲を確認すると。


　リカルドとマリウスは、すでに大岩の陰かげに隠れたあとだったので、彼女はふたりの姿を見つけられなかった。


　ほっと安あん堵どの息を吐はいたアイオリッタは、


「すまんがネゥネゥ、そこの布と服と鎧よろいを取ってくれないか」


　と腕を伸のばした。


「いいですよ」


　アイオリッタの服と鎧をかき集めたネゥネゥが、それを池の前に積みあげると、アイオリッタはそそくさと池から出てきた。そのまま手早く布で濡ぬれた体を拭ふいて、素早く服を着込んでいく。


「では着き替がえ終わったら戻ってきて白菜。今夜の食事はサラマンダーのお肉です」


　そう言い残すと、ネゥネゥはその場から離れていった。
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　アイオリッタがテンパって錯さく乱らんしていたことは、四人の中ではなかったことになった。というより、触ふれた途と端たんに彼女が暴れだすかもしれないので、リカルドもマリウスも恐こわくて触れられないというのが正直なところだ。ネゥネゥやカオルゥも、そんな埋まい伏ぶく魔ま術じゆつを踏むような真ま似ねはしたくない。


　ということで、綺き麗れいさっぱり忘れようという暗あん黙もくの了りよう解かいができたのだった。


「少し遅おそくなりましたが、いい食材も手に入ったことですし、これから急いで夜食の支度にかかります」


　とネゥネゥが宣言した。


　いい加減お腹も空いていたので、リカルドたちに異論があろうはずもないのだが。


「本当に食えるのか、サラマンダーの肉!?」


「美お味いしいですよ」


「そうかぁ？」


　疑ぎ心しん暗あん鬼きのリカルドをよそに、ネゥネゥはサラマンダーを解体していく。それは見事な包丁捌さばきだ。サラマンダーの巨体が小柄なネゥネゥによって見る間に解体されていく様は、なかなかの見み物ものだった。


　ネゥネゥがサラマンダーを解体しているあいだに、カオルゥ、アイオリッタ、マリウスの三人で調理台やら竃やら食器やらを用意する。


　食材の下ごしらえを終えたネゥネゥが調理台の前に立った。


　彼女は熱した鉄板にバターを落とし、その上に塩しお胡こ椒しようを振った分厚い切りだし肉を載のせて焼いた。肉の両側に強火で焦こげ目めをつけたあと、火勢を弱めてじっくりと焼いていく。


　ネゥネゥ曰いわく、


「こうすると、肉の旨うま味みが閉じ込められて美味しく焼けるのです」


　だそうだ。


　彼女は一いつ緒しよに焼いた付け合わせの野菜と厚切り肉を熱した鉄皿に盛りつけて、組み立て式の食しよく卓たくに並べた。


　一行は、乾かんパンと野菜スープに分厚く大きなサラマンダーのステーキという豪ごう華かな夕食にありつくことができた。


　料理が並べられてもまだ、リカルドはサラマンダーの肉が美う味まいのかどうかを疑っていたのだが、一口食べたとたん、彼の疑念は解消した。雲うん散さん霧む消しようした。


「凄すげえ。美う味まいよ、サラマンダー！」


「たしかに、これは美び味みだねぇ」


　マリウスもほくほく顔だ。


「だが、これほど美う味まいのに、どうして市場に流通していないのだ？　我が国の高級料りよう亭ていでも見たことがないぞ？」


　とアイオリッタが疑問を口にすると、食卓の端はしで遠えん慮りよがちに食事をしていたネゥネゥが顔を上げた。


　彼女は、リカルド王子は言うに及およばず、ふつうならアイオリッタやマリウスであっても一緒に食卓を囲めるような身分ではなかった。


　だからネゥネゥは、


「わたしは荷馬車のほうで食べます」


　と言ったのだが、彼女の奮ふん闘とうに報むくいようとしたリカルドが、強引に彼女を同席させたのだった。


　このようなときに、あまり身分や家いえ柄がらに拘こだわらないリカルドの性格が表れる。その傾けい向こうは彼の父、リディア国王にもあるのだが、リカルドの場合はより顕けん著ちよだった。


「サラマンダーが市場に流通していないのは、生息数が少ない上に捕まえるのが大変だからです」


「いや、おまえを見ていたら、それほど大変じゃないんじゃないか？　って気がしてきたんだが」


　ネゥネゥは、あくまで真ま面じ目めな顔で王子の指し摘てきに応えた。


「大変です。何しろ捕ほ獲かくレベル二十五ですから、グルメハンター一級以上でないと」


　リカルドが目を丸くしてネゥネゥを見つめる。


「捕獲レベル!?　グルメハンター!?　そんなモノがあるのか!?」


「初耳だな」


「僕も初めて聞いたなぁ」


「知らなかったのであります」


　アイオリッタにマリウス、カオルゥが感心した顔で頷くと、ネゥネゥはきまりが悪そうに頭を下げた。


「ごめんなさい。思いつきで言いました」


「だろうな。だろうな！」


「まぁまぁ、王子、いいじゃないですか。滅めつ多たに冗じよう談だんを言わないネゥネゥちゃんが冗談を言ったんですから、むしろ誉ほめてあげなくちゃ」


「いや、いつも駄だ洒落じやれ言ってるだろ」


「そんなには言ってま千切り」


「言ってる傍そばから恥はずかしげもなく料理駄洒落をかましやがった！」


「ごめんなさい」


　ネゥネゥがへこへこと何度も何度も頭を下げるので、リカルドは慌あわてて取りなした。


「いや、べつに怒おこってるわけじゃないから気にするな。な？」


「あ、はい」


「ネゥネゥちゃん、これ、本当に美味しいね。お代わりしていい？」


「いいですよ。お肉はまだ山のようにありますから」


　リカルドがちらっとネゥネゥの荷馬車のほうに目をやると、比ひ喩ゆでも洒落しやれでも冗談でもなく、そこにはサラマンダーの肉が山と積まれていた。


　席を立ったネゥネゥが、新たに一枚、厚切り肉を焼いて戻ってきた。


　その頃ころには、リカルド、アイオリッタ、カオルゥはあらかた食事を片付けていた。


　食後のお茶を飲みながら――マリウスだけはまだ肉を食べている――リカルドは、もう一度、地図を広げた。


「なぁ、ここで野宿したら、別のサラマンダーに襲おそわれる危険はないか？　無理してでも街道まで進んだほうがよくはないか？」


　王子の問いかけに、アイオリッタ、マリウス、カオルゥの三人は、一いつ斉せいにネゥネゥに顔を向けた。


「サラマンダーの生態はよく判っていませんので、もしかするとこの付近に別の個体がいる可能性も、たしかにあり鱒ますのムニエル」


「お肉もいいけど魚もいいよねぇ」


「色しき欲よくの旺おう盛せいな奴やつは食しよく欲よくも旺盛だな」


　というアイオリッタの皮肉もどこ吹ふく風かぜで、マリウスは三枚目の肉をお代わりした。


「見てるだけで胸焼けがしそうだわ」


　リカルドやアイオリッタは、思わず目を逸そらせる。


「マリウスが食欲と色欲の権ごん化げだというのはおいといて。どうする、アイオリッタ？」


「そうだな。無能な王子の言うとおり、無理をしても街道まで進んだほうがいいかもしれない……か」


「俺におかしな形容詞をつけるなよ」


「お気に召めさないと？」


「当たり前だろ」


「では、改めよう」


「そうしてくれ」


「不能な王子の言うとおり……」


「おい待てぇぇぇ！」


「何か？」


「俺は不能じゃないぞ！」


「それもそうだな。十六人もの婚こん約やく者を持つ王子様が不能者だったら、我が国は周辺諸国から袋ふくろ叩だたきにあう。しかし嘆なげかわしいものだ。我が国の未来がこの王子の破は廉れん恥ちな股こ間かんに懸かかっているとは」


「おまえはもう黙だまれぇぇ！」


「王子が何を怒っているのか、わたしにはさっぱりだな」


「おまえの悪口雑言に対して怒っているんだよ！」


「わたしの軽口に？」


「あれを軽口と言い張るか!?」


「なんとまぁ尻しりの穴の小さい男だ。おまけにキ○玉まで小さいときたら、もう救いようがないな。可か哀わい想そうに、そんなことで十六人もの婚約者を満足させることができるのか？」


「小さくはないよ！　全然小さくはないからな！」


「ほほう？　では大きいと？」


「あ、当たり前だろ」


「やれやれ。本来脳のう味み噌そに回るべき栄養がすべて股間に行ってしまったらしい。嘆かわしいことだ。貴様が跡あと継つぎだと思うと、この国の行く末が心配になってくる」


「おまえは行かず後家にならないように自分の将来を心配してろ！」


　憤ふん然ぜんとした顔のリカルドがアイオリッタと睨にらみ合っていると。


「で、結局どうします、王子？」


　ステーキ三枚を平らげたマリウスが口を挟はさんできたので、リカルドは機を逃のがさずに彼のほうへ顔を巡めぐらせ、話題の転てん換かんを図った。


「いや、どうもこうも、街道まで戻もどったほうがいいだろ。転ばぬ先の杖つえって言うしな」


「もう転こけまくっているような気もしますけど、そうですね、用心に越こしたことはありませんよね」


「ってことで、みんな、悪いけど食後の休きゆう憩けいを終えたら支度して出発するぞ」


「この使節の長は王子だからな。おまえがそう決めたのなら、わたしは従うだけだ」


「おまえは長に対する敬意をもう少し払はらうべきだな、アイオリッタ」


「敬意に値する人物が相手なら、いくらでも払ってやるのだがな」


「うが～～～～」


「王子様、堪こらえてください堪えてください」


　ネゥネゥとカオルゥが、アイオリッタに飛びかかろうとしたリカルドを押さえにかかる。


「アイオリッタ様も王子様を挑ちよう発はつするようなことを口にしないでください」


　とネゥネゥが窘たしなめると、さすがにアイオリッタもばつが悪そうな顔になった。


「う……うむ、そうだな、少し気をつけよう」


　ネゥネゥだって変わり者なのに、この四人の中だといちばんまともに見えるから不思議だよな。


　ネゥネゥが首を傾かしげて王子を見やった。


「王子様、何か仰おつしやりたいことが？」


「いや、なんでもない」


「そうですか。ではネゥネゥは調理道具や竈を片付けますので皆みな様さまは食後の休憩を続けてください。お茶はここに置いておきますので」


「頼たのむわ」


「お気になさらずに」


　ネゥネゥが後片付けを始めたので、カオルゥも立ちあがった。


「お手伝いいたします、ネゥネゥ殿どの」


「ありがとうございます、カオルゥ様」


「あ、いえ……拙せつ者しやに様付けする必要はないであります」


「ですがカオルゥ様は王宮お抱かかえのニンジャで寿ス司シ」


「おお、我が国の食べ物、寿司をご存じでありますか!?」


「以前に父から話を聞いたことがあります。まだ実際に作ったことはありませんが」


「では、機会があればこのカオルゥが作ってご馳ち走そういたしますよ？」


「あ、ぜひお願い縞します鯛たい」


「寿司ネタに縞しま鯛だいなんかもいいですね」


　などと話しながら、ふたりは竃や調理台をてきぱきと片付けていく。ネゥネゥが手慣れたものなのは当然として、カオルゥもなかなか手際がよい。


　一方、その場に残ったリカルド、アイオリッタ、マリウスは無言でお茶を飲んでいる。


　リカルドがふと夜空を仰あおぎ見みると、いつの間にか雲が厚くなっていて、月明かりは地上まで届かなくなっている。月だけでなく、日が沈しずんだ直後は瞬またたいていた数多あまたの星々も夜空から一いつ掃そうされていた。


「完全に曇くもってしまったみたいだな。下へ手たすると明日あしたは雨になるか？」


　リカルドが呟つぶやくようにそう言うと、彼の言葉を耳にしたアイオリッタとマリウスも上空を見上げた。


「たしかに、吹いてくる夜風も湿しめり気けを帯びてきてますねぇ」


「旅をする以上、どこかで雨に降られるのは覚かく悟ごしていたが、こうしていざ雨に降られそうになると、気分まで湿ってくるな」


「朝までに街道へ戻れれば、昼には国くに境ざかいを越えるよな。たしかシュールティス側に入って少し行ったところに小さな砦とりでがあったんじゃないか？」


「ああ、ありましたね」


　とマリウスが頷うなずいた。


「雨に降られる前にそこに着ければ、雨宿りもできるんだがな」


「そうですね。僕たち、セフィア王女への使節ですから、追い返されることもないでしょうしね」


「いや、待て」


「どうしました、アイオリッタ？」


「たしか出発する前に、『非公式の訪問だから、そのつもりでお願いする』という文書を持たせて使者を送っていなかったか？」


「ああ……送ってましたねぇ」


「となると……こんな辺境の砦に我々のことが伝わっているだろうか？」


「いないかもしれませんねぇ」


「伝わっていなくてもかまわないよ。俺たちがリディア王国からの使者なのには違ちがいないんだから、そう名乗ればいい。俺たちの本当の身分を明かさなければいいだけの話だろ？　それに、出発前に送った使者だってその砦を通っているはずだ。だったら、俺たちが使者だと言っても不ふ審しんには思われない」


「おお」


　アイオリッタが目を見開いてリカルドを見つめている。


「な、なんだよ？」


「これは驚おどろいた。いや、わたしは王子のことを見誤っていたようだ。先ほどの言葉を取り消そう」


「……何のことだ？」


「だから、王子の栄養はすべて股間に回っていて頭の中はすっからかんだと言ったこと、潔く取り消そうと思う」


「そ、そうか。まぁ、判ってくれればいいんだけどな」


「王子の頭の中にも、小指の爪つめほどの脳味噌は入っていたんだな」


「てめぇぇ、そこへ直れぇぇ。素そっ首くび刎はねてやるぅぅ」


「愚おろか者ものめ。わたしの主君はあくまで国王様。従って、わたしを罰ばつすることができるのもただひとり、国王様のみ。貴様如ごときが我が首刎ねると言うなど、一万年早い。一万年後に出直してこい」


「おまえはとっくに死んでるわ！」


「貴様もな」


　またもリカルドとアイオリッタが睨み合っていると、いつの間にかネゥネゥとカオルゥが姿を現し、ふたりを抑えにかかった。


「王子様、堪えてください」


　とカオルゥが王子に取りすがる一方、ネゥネゥはアイオリッタの前に立ち、諄じゆん々じゆんと諭さとすように言った。


「アイオリッタ様、また王子様と喧けん嘩かですか。先ほど気をつけると仰ったばかりではありませんか」


「あ、いや……すまない」


　誰だれに対しても退ひかず、誰に対しても悪口雑言を撒まき散ちらすアイオリッタであるが、どういうわけか、自分よりも年下でずっと小こ柄がらなネゥネゥのことが苦手なようだ。彼女に注意されると、すまなそうに身を縮めるのだった。


「ではわたしとカオルゥさんは片付けに戻りますけど喧嘩しないでくださいね？　おとなしくお茶を飲んでいてくださいよ？」


「わ、判っているよ」


　ネゥネゥは何度か念押しして、片付けを続けるために荷馬車のほうへと戻っていく。


　まったく、あのお三方には困ったものです。国王様はどうしてこのような人選を。


　と思ったネゥネゥだが、直ぐに諦あきらめたように首を横に振ふった。


　国王様たぶん面白がって選んだだけですね。


　はぁ、とため息を吐つき、ネゥネゥは片付け作業を再開するのだった。
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　松たい明まつの明かりだけを頼たよりに足場の悪い岩場をゆっくり慎しん重ちように進んだせいで、一行は夜が明けても街道まで辿たどり着つけなかった。けれど夜が明けて辺りが明るくなってからは、馬車の移動速度も少しずつ上がっていった。


　空は厚い暗あん灰かい色しよくの雲に覆おおわれている。まだ雨は落ちてきていないが、いつ降りだしてもおかしくない空模様だった。


　風向きが西寄りに変わったおかげで、山火事がリカルドたちのいるほうへ燃え広がってくる虞おそれがなくなったのは幸いだった。


　代わりに、街道を行き来する旅人が難なん儀ぎするだろうけどな。


　リカルドは少し良心の呵か責しやくを感じたが、それよりも心配なことがあって、そちらに気を取られてしまう。


　森の火事が鎮しずまるまで街道が通行止め……なんてことになったら、噂うわさが国王おやじの耳に入るかもしれないな。ちっ、戻ったらどやしつけられるかもだな。


　そのときは、あくまで火事を起こした張本人はマリウスとカオルゥだと言い張ろうと心に誓ちかうリカルドだった。


　たぶん、その件に関してはアイオリッタの奴やつとも利害が一いつ致ちするはずだからな。


　もっとも、そんな言い訳を国王が素直に聞いてくれるかどうかは怪あやしかったが。


　おまえの責任だから、街道の整備は自前でやれとか言われるとキツいな。


　リディアは貧しい国で民力も低い。国庫や王族の金かね蔵ぐらに金銀財宝が山積みになっているわけではないのだ。


　まぁ、いい。それは戻ってからの話だ。今は目の前の難題、十六人の王女との婚こん約やくをどうするかということに集中しよう。


　馬車に揺ゆられながら、この先のことをリカルドがあれこれと考えているうちに、やがて一行は森の西せい端たんに到とう達たつした。右手から整地された道――ヨグノス街道が合流してきた。


「やれやれ、ようやく街道に戻れたし、これで一安心ですねぇ。いざとなれば馬車を走らせることもできますし」


　御ぎよ者しや台だいのマリウスが安あん堵どの息を吐はいたとき、上空から雨あま粒つぶが落ちてきた。


「あ、降りだした？」


　マリウスが上空を振り仰ぐと、どんよりとした黒雲から、ぽつり、ぽつりと大きな雨粒が落ちてきた。


「これは……直ぐに本降りになりそうですね」


　彼は隣となりに座っているカオルゥに顔を向けた。


「カオルゥ」


「ははっ、マリウス様」


「後ろのネゥネゥに伝えてください。雨が降ってきたので少し急ぎますと」


「了りよう解かいしてございます」


「伝えたら、あなたはこちらへ戻もどらなくてもいいです。荷馬車を急いで走らせると、荷に崩くずれを起こしかねませんからね。いざというときのためにネゥネゥの馬車に乗っていてください。せっかく手に入れたサラマンダーの肉が損なわれたら彼女が悲しむでしょう」


「委細、承知してございます。このカオルゥ・ユゥミ、命に代えましてもサラマンダーの肉を守ってみせるのであります」


「うん……まぁ、頑がん張ばってね」


　カオルゥは、ひょいと御者台に立ちあがった。


「たぁっっ！」


　カオルゥは大きなかけ声をかけると――マリウスには、なぜ彼女がかけ声をかけるのかが判らない――高々と跳とびあがった。


　空中でくるりと後方宙返りを決めると、カオルゥはすたっと見事な着地を見せ、少し後おくれてついてくるネゥネゥの荷馬車に向かって駆かけだした。


　やることがいちいち派手な娘こだなぁ、カオルゥは。あれも、カブキとかいう極東の国に伝わる演芸の影えい響きようなんですかね。


　と内心で首を捻ひねりつつ、マリウスは手た綱づなを振って馬に自分の意思を伝えた。


　先行するアイオリッタの馬を追いかけて、リカルドの乗る馬車が速度を上げた。
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　余談になるが。そして余談が多くて申し訳ないが。


　この時代、この世界には、国こつ境きよう線という概がい念ねんはまだ生まれていない。


　人口は少なく、未開の土地は多く、従って余よ剰じよう生産物もあまりない。人々は点と線――都市と街道――を支配・維い持じするだけで手て一いつ杯ぱいだった。


　それでも街道筋では、なんらかの目標物があるときは、そこが互たがいに接し合う両国の境界と見なされる場合が多かった。


　目標は自然物である場合と人工物である場合に分かれる。


　前者は、峠とうげや河川、池ち沼しようなど、簡単にはその在処ありかを変えない物が選ばれる。


　後者であれば、交易のために築かれた街や防ぼう御ぎよのために築かれた砦とりでであることが多い。


　王子たちが辿るヨグノス街道の場合、リディア王国とシュールティス王国を隔へだてるのは、アキーテ山さん塊かいの鞍あん部ぶ、ラキシュ峠と呼ばれている場所だった。


　ヨグノス街道は、森を離はなれてから登り傾けい斜しやがきつくなり、右に左にと屈くつ曲きよくしながら山やま間あいを縫ぬうように登っていく。やがて街道が最高点に達したところがラキシュ峠だ。


　リディア王国自体、山さん間かんの盆ぼん地ちに位置していて、盆地の標高が三百ヤルドから四百ヤルドくらい（約八百メートルから千メートル）ある。そこから登ってくるので、峠までの登りはそれほど大変ではないのだが、峠の標高はざっと半ミリア＝五百ヤルド（約千三百メートルあまり）ほどもあるから、冬ともなれば雪が降り積もることも珍めずらしくなく、通行が難しくなる。


　もっとも今は、春から初夏へと移る五月。峠に積もっていた雪もすっかり消えている。


　ヨグノス街道はラキシュ峠を行き過ぎるとしばらく緩ゆるい下りが続くが、その先で九つ十づ九ら折おりの険しい道に変わる。


　いまリカルド王子の一行がラキシュ峠を通過したところだった。


　時刻は昼の九時頃ごろ。いまふうの時刻表示に直せば午後の二時頃に当たる。


　ちなみに、この時代のこの世界では、昼と夜をそれぞれ十二等分して、夜の＊時、昼の＊時と表している。


　例えば、日の出が今の午前六時頃で日の入りが午後六時頃だとすると、日の出から四時間後が「昼の四時」となり、今の午前十時頃に当たるわけだ。ただし、日の出と日の入りは季節によって変わる。当然、昼と夜の時間も可変なので、一いち概がいに「昼の何時だから今の何時」とは言えなかった。
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　リカルドたちは峠で一休みして昼食を摂とろうと目もく論ろんでいたのだが、生憎あいにくと登りの途と中ちゆうで雨の降りが本格的になってきたため、峠での昼食は諦めて先を急ぐことにした。


　峠の前後には旅人や商人の姿は見当たらなかった。


　元々この峠道、普ふ段だんから行き交う人がそれほど多い道ではない。数少ない旅人や商人はどこかで雨宿りしているか、天候の悪化を見み越こして出発を見送ったかしたのだろう。あるいは、山火事のせいで足止めされているのかもしれない。もっとも、この雨のおかげで山火事の鎮ちん火かは早まるだろうから、そこだけは助かったと思うリカルドだった。


　馬車から顔を出したリカルドが恨うらめしそうな顔で空を見上げた。


「随ずい分ぶんと降ってきたなぁ。こうなると、まずはこの先にあるシュールティスの砦まで行くしかないな」


「ですね。お昼を食べるなら、そこで……ですかね」


　と御者台のマリウスが応えた。


　御者台には雨あま除よけの天てん蓋がいを張ったが、少し風があるので、雨は横から吹ふき込んでくる。マリウスの衣服は雨に濡ぬれていた。


　濡れているのは荷馬車を操るネゥネゥも同様だし、アイオリッタはもっと酷ひどい。雨除けの外がい套とうを羽織り雨除け帽ぼうを被かぶっているが、それだけで雨が防げるはずもなく、もはや濡れ鼠ねずみといった状態だ。


　もっとも近衛姫き士しであるアイオリッタのこと、悪口雑言のほうはいつもの如ごとく口にしていたが、雨に濡れたくらいでは不平も不満も口にしない。


「にしても、天候急変ですねぇ。昨日まではあんなに天気がよかったのに。西の空なんか真っ黒ですよ。これから雨がもっと酷くなりそうですね」


「だなぁ。なんか、幸さい先さきが悪いっていうか、先行き不安っていうか」


　馬車を止めてリカルドとマリウスが話をしていると、少し先を歩いていたアイオリッタの馬が戻ってきた。


「どうした、王子？　何が悪いって？　おまえの頭か？　それはもう治らん。諦めろ」


「そんな話はしてねえよ！」


　アイオリッタを睨にらみつけた王子だが、直ぐに彼女の様子に気がついた。


「雨の中、ご苦労だな」


　リカルドがそう声をかけると、アイオリッタは、ふっと小さく笑った。いつもの皮肉に溢あふれた笑みではなく、邪じや気きのない笑顔なのが王子には意外だった。


「わたしのことを気にかけてくれるのか。それはありがたいが、なぁに、気にすることはない。これも任務のうちだからな」


　アイオリッタは雨除け帽を目ま深ぶかに被かぶり直すと、馬首を巡めぐらせた。


「すでにかなり道が悪くなってきている。見通しも悪いし、この調子では馬車を走らせるわけにもいかない。シュールティスの砦まで半刻近くかかるかもしれん。そろそろ出発しようではないか、王子」


　なんだ、あいつ。照れてるのか？　いや、まさかな。


　アイオリッタがそんな殊しゆ勝しような女だったらどれほど心が安らぐか、と思うリカルドだが、それは胸の中うちに留めておく。


「王子様どうかされまし鷹たかの爪つめ？」


　追いついてきた荷馬車の御者台からネゥネゥが呼びかけてきた。


　リカルドは雨に濡れるのもかまわず、身を乗りだして後方の馬車に向かって叫さけんだ。


「辛からいよ！」


「あすみません」


「いや、べつにどうもしてないけどな。とにかくシュールティスの砦まで進むから、そのつもりで、ネゥネゥ」


「はい、判りました」


　ネゥネゥが了解の意を込めて手を振ふるのを確認すると、リカルドはいったん馬車の中に引っ込んだが、直ぐに外套を羽織って出てきて、そのまま御者台のマリウスの横に腰こしを下ろした。


「王子？」


　マリウスが怪け訝げんそうな顔を向けてくる。


「いや、この先に進むのは俺も初めてだからさ、なんとなく景色を見たくてな。ここから本格的な下り道になるところまで、けっこういい景色だって聞いたから」


「いい景色といっても、これだけ雨が降ってきたら何も見えませんよ？」


「ま、気分だよ、気分」


「はぁ、まぁ、いいですけどね。風か邪ぜを引いても知りませんよ」


「濡れたくらいで風邪引くような柔やわな体はしてないよ」


「……ですか。じゃあ、行きます」


　手綱を一ひと振ふりして、マリウスは馬を歩ませる。


　篠しの突つく雨あめの中、人通りのない侘わびしい峠道を馬車に揺ゆられながら、この旅の先に待ち受けるものはなんだろうと、リカルドは改めて思いを馳はせる。


　十六人の婚こん約やく者たちはどんな女の子だろうか。


　彼女たちとの出会いはどんなものになるだろうか。


　自分は好印象を与あたえることができるだろうか。


　彼女たちからどんな言葉をかけられるだろうか。


　婚約者といっても、みな初めて会う王女たちなのだ。


　相手を怒おこらせたりしたら、リディア王国との関係にひびが入る。


　最悪の場合、自分が囚とらわれる可能性も否定しきれない。


　自分と王女たちの出会いと話し合い。


　その結果が、リディア王国と他の国々との行く末を左右することになる。


　つまり、リカルドのこの旅は、リディア王国の未来に繫つながっているということだ。


　自分の双そう肩けんにのしかかる使命の重さ、十六人の王女との出会いへの期待、未知なる国の未知なる人々との交こう渉しよう事への不安。複雑に交こう錯さくするそれらの感情を胸の内に抱かかえたまま、リカルドは雨に煙けむる街道の景色を見るともなしに見ていた。
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　リディア王国との国くに境ざかいからさほど遠くない場所に建つ、シュールティス王国のカルヴェルグ城。


　この城は、リディア王国から通じているヨグノス街道が山やま間あいから台地まで下りてきたところに建つ城じよう郭かく都市で、十六人の中でリカルドが最初に会うと決めた婚約者、セフィア・セレニゥス王おう女じよの居城である。


　周囲に広がる台地の標高はざっと二百から二百五十ヤルドほど（だいたい五百五十メートルから七百メートルくらい）。


　街の人口は千人程度で、規模としては小さめの街である。


　もっとも、この千人という数字は徴ちよう税ぜい台帳に載のっている納税者とその家族に限っての話であり、元より戸こ籍せきなどない上、人の出入りも多いから、城内で暮らしている者が全部で何人になるかは役所でも把は握あくしていない。


　カルヴェルグ城に駐ちゆう留りゆうする兵の数はざっと三百ほどしかいない。それでは外敵に対する抑よく止し力りよくにはなり得ず、シュールティス王国ではそれほど重きを置かれていない都市であることが窺うかがえる。


　とはいえ、リディア王国から通じるヨグノス街道の他ほか、南北の隣りん国ごくから通じる別の街道もこの城の近くを通っていて行き交う人も多い。それなりに栄えている都市ではあった。


　街の周囲を城じよう壁へきで囲まれていて、人々は城内にある住居で暮らすというのも、この世界ではお馴な染じみの光景だ。


　ただしこの城には、他ではあまり馴染みのない光景も見られる。


　平地に築かれた城郭都市は、基本的に周ぐるりを外がい壁へきに囲まれた長方形の場合がほとんどだ。そして城内の一画に、さらに内ない壁へきに囲まれた「内ない城じよう」と呼ばれる場所があるのがふつうで、そこは城主――王族の場合が多い――の居住する区画だ。政務を司つかさどる場でもある。


　カルヴェルグ城の場合、東西と南側の外壁はご多た分ぶんに漏もれず直線的な形状だが、北側部分は丘おかを取り込む形で大きく湾わん曲きよくしているのだ。この丘を内壁が取り囲んでおり、小さな丘全体が内城ということになる。


　都市の北ほく端たんにある丘の比高は二十ヤルドに満たない。その頂上部分に建っている石造り三階建ての立派な館やかたがセフィア王女の居館だった。


　コの字形の建物には王女の住居だけでなく公務室や謁えつ見けん室なども備わっているが、役所や兵舎は下の街の中にある。


　丘の上の王女の居館と平地にある街とは石段で結ばれており、王女に決裁を仰あおぐ上級の役人や王女の命令を受ける駐ちゆう留りゆう軍ぐんの幹部などは、その都度、石段を登って居館と街を往復しなくてはならなかった。


　どうして配下の者に苦労を強しいてまで城主の居所が丘の上にあるのかというと、城主が暗殺を恐おそれているからに外ほかならなかった。


　ふつうの内城では街にいる人間が近づき易い。警備の兵を配置していても、内城の周囲を歩いている者が、ただの住民なのか旅人なのか、それとも様子を探りに来た暗殺者なのかは容易に判らない。


　それに、いくら警備兵を配していても、街のどこかで騒さわぎが起これば――そしてそれは暗殺者による陽動という可能性はある――どうしてもそちらに気を取られる。対応せざるを得なくなる。


　しかし、同じ内城でも、王女の居館を街と切きり離はなして丘の上に建ててしまえば、周りをほっつき歩く者などいない。丘は樹木をすべて切り払はらってあり、障害物が何もないので、歩いていれば居館からも街からも丸見えだ。


　丘の上であれば、街中で騒そう動どうが起ころうと、兵士は居館の警備に専念できる。


　というような利点が考こう慮りよされ、多少の不便さには目を瞑つぶっても、丘を取り込んでそこに居館を建てようということになったのだ。


　丘の上に居館が建てられたのは、もう百年近くも昔のことだった。だから特別セフィア王女が用心深いというわけではなく、シュールティス王国では、ある意味、当然といえる配はい慮りよなのである。


　カルヴェルグ城内には耕作地もあるが、それだけではとうてい住民のすべてを養うことはできない。城内に暮らす農民は、日の出と共に街の近くにある耕作地まで出かけていくのである。


　ここは標高が高いから小麦や野菜の栽さい培ばいにはあまり適さない。寒冷地でも収しゆう穫かくが可能な葡ぶ萄どうや馬鈴薯じやがいもの畑が周囲に広がっている。収穫された葡萄からは葡萄酒が造られる。葡萄酒は街の特産品でもあった。小麦などは他の街から買い入れるのだ。


　葡萄畑ばたけなどで働く農民たちは畑に隣りん接せつした場所に離れ家やを構え、農のう繁はん期きになるとそちらに寝ね泊とまりして農作業に追われることになる。


　とはいえ、野や獣じゆうや怪かい獣じゆう――ここでいう怪獣とは、未知の怪あやしい獣けものという意味であって、決して巨きよ大だいな怪かい物ぶつを指すのではない――に対する不安から、離れ家であっても数軒けんが一ヶ所に固まり、木もく柵さくや空から濠ぼりなどで野獣の侵しん入にゆうを防ぐことは必ひつ須すだった。


　出発する前に、リカルドは現地を訪れたことのある商人などから予め評判を聞き集めていた。さすがに外交立国、リディア王国の王子だけのことはあるといえよう。


　彼らの証言によれば、カルヴェルグ城に於おけるセフィア王女の政まつりごとは住民に受けがよく、街はよく治まっているように見えたという。その話を聞いたリカルドは、セフィア王女にかなりの期待感を抱いだきつつカルヴェルグ城を訪れたのだった。ただ、シュールティス王国自体は、最近どうも政情が落ち着かないというか不安定だという情報もあって、そちらは少し心配だったのだが。
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　さて、リカルド王子、まずセフィア王女のいるカルヴェルグ城を目指して旅を始めたが、この城を最初の訪問先に選んだのは、彼女を最も重く見ているとかシュールティス王国が大国だからとかいう理由ではない。たんに自分の暮らしている城から行き易かったというだけの話である。


　ただし。


　そういう事情は余よ所そ者ものには判らないことだから、リカルドの訪問順に何なん等らかの意味を見いだそうとする者もいるかもしれない。


　ということでリカルドは、出発の前に各王女の許もとへ使者を遣つかわしたときに、訪問の順番には大して意味がないのだということをそれとなく報しらせておくように手配していた。その程度の気配りができなくては外交で国を保っているリディア王国の王子など務まらない。


　しかし、婚こん約やく者は十六人もいる。中には訪問が後回しになることに対して不ふ愉ゆ快かいに思う王女もいるだろう。怒おこる者も出るかもしれない。それに対してどうフォローするかという問題については……今のところ王子はなんの解決策も持ち合わせていなかった。要するに出たとこ勝負ということだ。


　最終的にはなるようにしかならないだろ、とリカルドは開き直っている。
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　峠とうげに至る手前で本降りとなった雨は、午後になってますます激しくなり、リカルド王子一行は滝たきのような雨に打たれながら、日暮れも近い夕刻になって、ようやくカルヴェルグ城まで辿たどり着ついた。


　リディア王国の王太子から遣わされたセフィア王おう女じよへの使者を名乗ったから、砦とりでに詰つめていた責任者は気を利かせて案内人を出してくれた。とはいえ、この強雨の中では馬を走らせることもできず、ここまで遅おそくなってしまったのだ。


　カルヴェルグ城近くまで来れば、雨であっても街道を行き来する者たちも多い。それら旅人や商人に混じって、リカルドたちも街の南面にある大門を潜くぐった。


　一行を引き連れた案内人は城門にある兵の詰め所しよに顔を出して挨あい拶さつをした後、街を南北に貫つらぬく大通りを真っ直ぐ北に進んでく。


　大通りといっても、特に繁はん華か街がいがあるわけではない。数軒の宿屋と食事処どころ、それに服屋や武器屋、鍛か冶じ屋やや靴くつ屋やなどが軒のきを連ねているだけだ。


　もう夕刻なので市いちは終わっていた。


　普ふ段だんは道の端はしにたむろしているはずの馬ば丁ていや馬車屋なども雨が酷ひどくなったので引ひき揚あげてしまったらしく、どこにも姿は見当たらなかった。


「寂さびしい雰ふん囲い気きだな」


　アイオリッタが呟つぶやくようにそう言うと、


「まぁ、この雨ですからね、薄うす暗ぐらいし人通りはないしで、よけいにそう感じるのでは？」


　とマリウスが応じた。


　マリウスは馬車から降り、同じく馬から下りて手た綱づなを引いているアイオリッタとふたり並んで案内人の後ろを歩いている。ふたりとも外がい套とうを羽織り雨除け帽ぼうを被かぶってはいるが、全身ずぶ濡ぬれだ。


　ネゥネゥとカオルゥは、少し遅おくれて二台の馬車を進めてくる。カオルゥが操る馬車にはリカルドが乗っている。


　物もの珍めずらしそうに街の中を見ていたアイオリッタだが、やがて隣となりのマリウスのほうへと顔を戻もどした。


「というか、そもそも我々はどこに行くのだ？」


「王おう女じよ様のお住まいでしょ？」


「しかし」


　アイオリッタはもう一度、首を左右に振ふって辺りを見回した。


「内城が見当たらんな」


「いえいえ、あれがそうですよ」


　マリウスが雨に煙けむる丘の上を指さした。


「あの丘全体が内城ってことですね」


「ああ、なるほど。そういう造りなのか」


「シュールティスの都城では、多くの場合、城主の住まいが街とは切り離された場所にありますしね」


「それは聞いていたが……」


　アイオリッタが声を潜ひそめた。


「こんな田舎いなか街でもそうなんだな」


　マリウスも声を潜めて応える。


「中央か地方かは関係なく、そうみたいですね。つまり、それだけ政変やら暗殺劇やらが多いってことなんでしょう。あるいは住民による打うち壊こわしとか」


　アイオリッタが皮肉そうな笑みを浮うかべた。


「噂うわさ以上に、なかなか大変な国なのだな。しかし……敵に攻せめられたとき、城主があんなところにいては防ぼう御ぎよ戦の指揮が執とれないのではないか？」


「まぁ、街の規模が規模ですからね。籠ろう城じよう戦など端はなから想定していないんじゃないですか。攻められたら一目散に逃にげるだけでしょう」


　アイオリッタは肩かたをすくめた。


「情けない話だな」


「仕方がないですよ。守備兵もろくにいない田舎の城なんですからね、下へ手たに籠城なんかすれば住民に大きな被ひ害がいが出るだけです」


「それはそうだが」


「だいいち、この城の背後は我がリディア王国じゃないですか。我が国に隣国を攻めるような兵力がないのも周知の事実ですしね」


「……それも情けない話だがな」


　などと、ふたりが小声で話しているうちに、一行は街の北ほく端たんの城じよう壁へきまで到とう着ちやくした。


　内ない壁へき越ごしに丘おかが盛りあがっているのが見える。遠目だと取るに足らない丘に見えたが、こうして直下に立ってみると意外と高さが感じられる。比高はそれほどでなくても、丘の斜しや面めんが急だからだろうか。


　その斜面に樹木はまったく見当たらない。丘の上に続く草地に造られた石段に雨あま粒つぶが跳はねている。


　見上げれば、塀へいに囲まれた王女の住まいと思われる大きな館が望める。雨に煙る館の佇たたずまいは、第六王女の立場を暗示するように、どこか儚はかなげで何か頼たよりなげだった。


　内ない壁へきの手前には煉れん瓦が造りの役所の建物――二階建てだ――があり、内壁を潜くぐるための小さな城門の脇わきには警備の兵の詰め所があって、兵が立っている。


　そこを潜ると、丘への登り口と城壁の間にある平地には兵舎が建っているという。


「なるほど、あそこから内城に入って、あの石段を登っていくのか。けっこう急だな。ということは、馬車では登れないな」


　丘を見上げていたアイオリッタがそう呟くと、ですね、とマリウスが頷うなずいた。


「丘の向こう側には馬車も通れる道が用意されているらしいですけど、ふだんは使われていないって話ですし、そこを通るには、城外に出て大回りして街の北側まで行かなくてはならないみたいですから」


「では、王子を降ろさないと」


　アイオリッタに声をかけられ、リカルドが馬車から降りてきた。ネゥネゥとカオルゥも馬車を兵に預け、リカルドと共に、アイオリッタ、マリウスと合流した。


　詰め所前に張られた天幕で衛兵による身分検あらためが行われ、伝令が丘の上の王女の居館へと走っていった。


　そうして待たされることおよそ三分ぶん時じ（約二十分）で居館から遣いの兵が下りて来て、一行を案内してくれることになった。


　砦の案内人に礼を言って別れたあと、馬車を預けたリカルドたちは、居館から下りてきた兵士のあとについて石段を登っていく。


　リカルド、マリウス、アイオリッタ、カオルゥの四人は、それぞれ大小の背はい囊のうを背負い、小さな荷袋を携たずさえているだけだが、最さい後こう尾びを歩くネゥネゥだけは、自分の背せ丈たけ以上もある大きな櫃ひつを背負っている。


　小こ柄がらなネゥネゥがそんな恰かつ好こうをしていると、櫃を背負っているというより、彼女が櫃に抱だきかかえられているみたいでかなり滑こつ稽けいなのだが、本人は至って真ま面じ目めだ。


　櫃の中には、昨夜捕とらえたサラマンダーの塩しお漬づけにした肉につ塊かいと共に、数本の包丁――残りは下の詰め所に預けてきた――と数々の調味料なども入っているはずだった。


「氷ひ室むろに入れておけば、もう何日かは保もちます」


　とネゥネゥは力説していたが、セフィア王女の居館に氷室があるかどうかは大いに疑わしかった。


「ないようでしたら、サラマンダーの肉は、王おう女じよ様のところの料理人に差しあげます」


　とも言っていた。自分で料理できないのが少し残念そうではあった。


「王女様の館からの遣いの兵、女性なんですねぇ」


　先を歩いている兵の後ろ姿に目をやったマリウスが嬉うれしそうに言った。


「ってことは、館に詰めている兵士は全員が女性なのかな。だったら嬉しいですよねぇ、王子？」


「そんなことで喜んでるのはおまえだけだ！」


「まったくだ。先ほどから前を行く女性兵の尻しりばかり見やがって、この腐くされ下半身男が」


「え～～？　後ろ姿なんだからお尻を見るしかないでしょう？　前向きだったら、胸も見ますけど。ねぇ、王子？」


　リカルドたちはリディア王国からセフィア王女への使者ということになっているから、大っぴらに「王子」と呼ぶことはできない。マリウスは極きよく端たんに声を落としている。


「だから、俺に同意を求めるな！」


　応える王子の声は雨音を突つき破やぶるほどの大声だった。


「おお、いい眺ながめです」


　というカオルゥの声に全員が振り返かえると、先ほどまで歩いていたカルヴェルグの街並みが足下に広がっているのが見えた。


「なるほど、たしかに。雨が降っているから見通しは利かないが、晴れていたらずっと先まで見通せるんだろうな」


　とリカルドが頷いた。


「丘の中腹でこれなんですから、王女様の居館から見れば、きっともっといい眺めなんでしょうねぇ。毎日そんな光景を楽しめるなんて、羨うらやましいな」


「かもな。けど」


「けど……なんです、王子？」


「暗殺を恐おそれて街中に住めないってのも、なんだか可か哀わい想そうな気がするけどな」


「う～～んそうですねぇ。ま、それは王族の大いなる特権の代だい償しようってことですから、仕方ない面もあるのでは？」


「特権……特権ねぇ」


　リカルドは何か言いたそうに口を動かしかけたが、結局、それ以上は何も言わず、しばらく眼下の街並みを見つめていた。


「どうなされました、使者殿どの？」


　先を歩いていた女性兵が振り返って呼びかけた。


「いや、なんでもない……なんでもありません」


「そうですか。ではお急ぎください。上では王ひ女め様がお待ちですので」


「判りました、すみません」


　使者らしくそつない笑みを浮かべて頭を下げたリカルドは、再び石段を登り始めた。
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　石段を登り切った一行は、王女の居館の前の広場に張られた天幕で、もう一度身分検めと持ち物検査を受けてから、館の中の控ひかえの間まに連れていかれた。


　控えの間はそれほど広くはないものの、暖だん炉ろが設しつらえてあり、そこでは赤々とした火が燃えていた。


「いや、これは助かりますね」


　マリウスを先頭に五人は暖炉の前に集結して、冷え切った体を温める。


「濡ぬれた服というのは気持ちが悪いな」


　鎧よろいを外したアイオリッタは、下着――この世界で言う「下着」とは「鎧の下に着用する衣服」という意味だ――まで脱ぬいでしまったので、リカルドとマリウスは慌あわてて暖炉前から撤てつ収しゆうした。


　下した帯おびと胸むな覆おおいだけになって、乾かわいた布で悠ゆう然ぜんと体を拭ふいているアイオリッタの胸元を、ネゥネゥとカオルゥがじっと見つめる。


「せ、拙せつ者しや、かなり羨ましいであります」


　とカオルゥがぼそりと呟つぶやくと。


「脂し肪ぼうが多すぎて食用には適さないと思いますけど。あ、でも、搾さく乳にゆうすればお乳が取れるでしょうか」


　カオルゥが仰のけ反ぞった。


「ネゥネゥ殿、目のつけどころが違ちがいますねっ!?」


〈搾乳ですって、王子〉


〈え？　いや、そういう話題を俺に振ふるなよ！〉


　控えの間の片かた隅すみに待たい避ひしたマリウスとリカルドは、暖炉に背を向けてひそひそと言葉を交わす。


〈あんな立派な胸、搾しぼってみたいですよね〉


〈だから。俺に同意を求めるのは止せぇ！〉


　にしても、なんでアイオリッタの奴やつが暖炉を独ひとり占じめしてるんだ。俺だって濡れた服を脱いで体を拭いて着き替がえたいわ。くっそ～～、なんか悔くやしいな。


　と思うリカルドだが、敢あえて火中の栗くりを拾うつもりはない。おとなしくアイオリッタが体を拭き終わるのを待つことにする。


　ところが。


　リカルドとマリウスが部屋の隅すみで壁かべのほうを向いているのをいいことに、ネゥネゥとカオルゥまでもがアイオリッタに便乗して、濡れた服を脱いで体を拭き始めた。
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「おい、もうこちらを向いてもいいぞ」


　というアイオリッタの声にふたりが振り返ると、すでに三人は持ち込んだ新しい服に着替え終わっていた。


「あ～～、さっぱりしたな」


「でありますね」


「ですです」


「こ、こいつらは……」


　怒いかりにわなわなと腕うでを震ふるわせるリカルドだが。


「我々はもう少し体を温めたいのでここを退どく気はないが、王子が濡れた体を拭いて着替えたいというのなら、我々に遠えん慮りよすることはないぞ。ここで脱いで、拭いて、着替えるがいいだろう」


　アイオリッタがそう言うと、ネゥネゥとカオルゥが、そそくさと暖炉の前を空けた。


「王子様、お着替え、お手伝いいたしますか？」


「要らねえよ！　というか、俺とマリウスは後ろを向いてたのに、なんでおまえらは獲え物ものを狙ねらう飢えた狼おおかみの目つきなんだよ!?」


「気にする必要はない」


「気にするわっ！」


「っていっても、このままだと風か邪ぜを引く虞おそれもありますしねぇ」


「……そうだな。もうひとつ部屋を用意してもらうか。カオルゥ、ちょっと誰だれか捕つかまえて、部屋をもうひとつ、使わせてくれるように頼たのんで……」


　と王子がカオルゥに命じていると、扉とびらがノックされ、外から声がかかった。


「リディア王国使節の皆みな様さま、セフィア王おう女じよ様の侍じ女じよ長、リィシャ様がお見えになりました。よろしいでしょうか？」


　リカルドが目で合図すると、アイオリッタが進みでて扉を開ける。


　そこに女給服に似た丈たけが長めの優ゆう雅がな衣装を着込んだ女性が立っていた。


　理知的な蒼あおい瞳ひとみと誠実そうな柔やわらかい表情が印象的なその女性が、アイオリッタに対して深々と腰こしを折った。


「わたくし、セフィア王おう女じよ様の侍女長を拝命しておりますリィシャ・アイリンと申します。どうぞ、よろしくお願いいたします」





　　　５





　挨あい拶さつを返し自己紹しよう介かいを終えたアイオリッタに室内に招き入れられたリィシャは、残りの四人に対して改めて丁てい寧ねいに挨拶を寄よ越こした。


　頭を上げたリィシャは、五人を順じゆん繰ぐりに見やった後、リカルドに視線を留めて小さな笑みを浮うかべた。


「リディア王国の王太子、リカルド様ご一行……でよろしいのでございますね？」


　大きく頷うなずいて、リカルドが一歩、二歩と前に進みでた。


「そういうこと。話は通っているようだな」


　リィシャはもう一度、リカルドに対して大きく頭を下げた。


「カルヴェルグ城へようこそ、リカルド様。セフィア王おう女じよ様も、リカルド様にお会いするのを楽しみにしておりました」


「そうか。俺も楽しみにしているよ。ところで、俺たちのことは？」


「はい、王ひ女め様とわたくしの他には、この度たびのご訪問の件、誰にも明かしてはおりません。それでよろしゅうございましたか？」


　リカルドは大きく頷いてから応えた。


「ああ、それでいい。配はい慮りよ、かたじけない。っていうか、頭を上げてくれ、リィシャ」


「ありがとうございます」


　顔を戻もどしたリィシャは、それとなくリカルド王子を観察する。もちろん、観察していることを相手に悟さとられるような不ぶ躾しつけな視線は送らない。


「アイオリッタは自己紹介したから省くとして、こっちが侍じ従じゆうのマリウス」


　紹介されたマリウスがリィシャに向かって頭を下げた。


「マリウスです。よろしくお見知りおきを」


「こちらこそ、よろしくお願いいたします」


「で、こっちが料理人のネゥネゥ、向こうが警護と偵てい察さつ要員のカオルゥだ」


　ふたりは額が膝ひざにつきそうなほど腰を大きく曲げ、深々と頭を下げた。


「ネゥネゥです。よろしくお願いします」


「カオルゥであります。よろしくお願いいたしまする」


「よろしくお願いいたします」


　……五人の中うちのふたりは料理人と警護人でしたか。なるほど、王太子様、その手の者と同じ部屋でも気になさらない方なのですね。


　王子と侍従と近衛姫き士しの三人と料理人やただの警護人のふたりであれば、別々の部屋を用意してくれと言うのがふつうだろう。それなのに、一つの部屋に案内されても王子が何も言ってこなかったことにリィシャは少し興味を持った。


　もっともリカルド、つい今し方、もう一部屋用意してもらおうとしていたのだが、たとえその話を聞いても、リィシャの評価は変わらなかっただろう。その理由が自分の着替えのために、だったのだから。


　で、リカルドは、早速その希望をリィシャに伝えた。


　すると彼女は王子の濡れた衣服に目をやって、ああ、これは気がつきませんで、と驚おどろいた顔になった。


「大変失礼をいたしました。直ぐにもお湯が使えるよう手配いたします」


「え？　お湯？　いや、着替える部屋があればいいんだけど」


「何を仰おつしやいますか。大事なリカルド様を濡れたままにしておいては、わたくしが王ひ女め様から叱しかられてしまいます。すでに王ひ女め様の湯ゆ殿どのの用意が調ととのっておりますから、そこをお使いいただけばよいだけでございます。ご遠慮なさらず、体を温めてさっぱりなさってくださいまし」


「そ、そうか？　それはありがたい申し出だけどな。セフィア王おう女じよと対面するのに不調法な恰かつ好こうはできないからな」


　リィシャは満面に笑みを浮かべ、そうでございますとも、と頷いた。


「では、リカルド王子様、こちらへどうぞ」


「んじゃ、ちょっと行ってくるわ。みんなはここで待っててくれ」


　急展開に呆あつ気けに取られている他の四人を置き去りにして、リカルドはリィシャに先導されて控ひかえの間から出ていってしまった。その後ろ姿を見送ったカオルゥが、難しい顔になってアイオリッタを振り返かえった。


「あの、アイオリッタ様、大だい丈じよう夫ぶでございましょうか？」


「大丈夫かとはなんのことだ、カオルゥ？」


「いえ、おひとりで湯殿を使うなど……暗殺の虞がありませんか？　なんでしたら拙せつ者しやがこっそり湯殿まで忍しのんで王子様の警護を」


「いや……王子を殺してもセフィア王女の側にはなんの得もないだろう。心配しなくてもよいのではないか？」


「さようで……ございますか」


「なんとなくがっかりした顔だな」


「いえいえ、まさか。このカオルゥ、王子様が全ぜん裸らで入浴するのを警護にかこつけてこっそり覗のぞけたら楽しいのにとか、そんなことは微み塵じんも思ってはおりません」


　そんなことを考えていたのか、このニンジャっ娘こ。


　腐くさっているのは我が国の男どもだけではないのではないか。


　そんな疑念が頭から離はなれないアイオリッタだった。


「でも、カオルゥ、王おう女じよ様の湯殿だって言ってたよ。ということは警備も厳重だろうから忍び込むのも難しいでしょ？　たとえ忍び込めても、王子に気づかれずに警護なんかできないんじゃ？」


「警護の兵であれば、気づかれずに忍び込むこと、さほど難しいことではございません」


「ふうん、さすがだね」


「湯殿に入りさえすれば、水すい遁とんの術で湯船に潜もぐることもできますし、湯気で曇くもっているでしょうから、隠おん形ぎようの術で湯殿の隅に潜ひそむことも可能でございます。もっとも、水遁の術に関しては、湯船がないと使えないのでありますが」


　カオルゥがそう言うのには理由がある。


　この時代のこの世界では、屋内にある風ふ呂ろは蒸むし風呂であることが多いのだ。特に一いつ般ぱんの家庭では湯船を配した湯浴みのできる風呂を持つことは難しく、どころか、風呂そのものを持つことが難しかった。風呂を持つこと自体がかなり贅ぜい沢たくなことであり、湯船のある風呂は最高の贅沢であった。


「そうなんだ。警護っていうより、もはや覗きの領域だね、それ」


　マリウスは感心したように頷くと、急に真しん剣けんな表情になって身を乗りだした。


「今度、僕に教えてくれないかな、その隠形の術とやらを」


「アイオリッタ様、この人、刺さしちゃってよいですか？」


「滅めつ多た刺ざしにしてやれ。特に下半身を念入りにな」
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「あ～～、いい湯だ。生き返るな」


　リカルドは温かいお湯で満たされた浴よく槽そうに体を沈しずめ、大きく息を吐はいた。


「さすがに王おう女じよ様専用の風呂だけあるな」


　湯殿はそれほど広くはないが、壁かべに開いた注ぎ口からは一定量のお湯が湯船にこぼれているから、お湯の温度が下がる心配もない。


　お湯は温泉ではない。外にある湯ゆ沸わかし用の焚たき場でお湯を沸わかして、それを樋といでここまで流しているだけだろう。


　前述したように、この世界では室内の風呂は蒸し風呂であることが多い。このようにお湯を張った浴槽を室内に用意するのは庶しよ民みんにはできない相談で、この館の主あるじが王族であればこそといえる贅沢だ。


　たいていの公衆浴場は混浴なので、湯浴み用の浴よく衣い――浴衣ゆかたではない――を着て入るのだが、ここは王女専用の湯殿で他に誰もいないから、リカルドは裸はだかになって堂々と湯船に浸つかっている。


　誰かが湯殿の中をこっそりと覗いているかもしれない、などという可能性はこれっぽっちも考えていない。それも当然だ。何しろここはセフィア王おう女じよの湯殿、警備も厳しいし、何より王女の居館の居住区画にあるのだ。誰かが覗こうとして覗ける場所ではない。


　そう、ただひとりを除いては。





　　　７





「う～～む、湯気が邪じや魔までよく見えんのう」


「王ひ女め様、はしたないですよ、こっそりと覗き見みだなんて」


　湯殿に隣りん接せつした小さな隠かくし部屋で息を潜めて覗き穴あなを覗いているのは、シュールティス王家第六王女、セフィア・セレニゥス・シュールティスだった。


　聡そう明めいそうな広い額が印象的な小こ柄がらで可愛らしい王女だが、その話し方と表情は、どこか大人びた雰ふん囲い気きを感じさせる。


　王女は期待に輝かがやく瞳を隣となりのリィシャに向けてきた。


「いやいや、正式な対面をする前に、ちと婚こん約やく者殿どののご尊顔を拝したいと思ってな。ほれ、正式な対面ともなると、いろいろと体てい裁さいを取とり繕つくろいがちじゃろ？　やはり婚約者殿の真の姿を知るには、このようにこっそりと拝見させてもらうのがいちばんだと思わんか？」


「王ひ女め様のお言葉にも一理あるとは思いますが、しかし、ご尊顔どころか、他にもいろんなところをご覧になってますよね？」


「いや、それがな、肝かん心じんのところが今ひとつ……湯船から出てこちらを向かんかの」


「それがはしたないと」


　覗き穴から湯殿を覗く王ひ女め様……国王様やお后きさき様には絶対お見せできない光景ですね。


　リィシャは身み震ぶるいした。


「何を言うか。リィシャも見たいと思うたから、こうして隠し部屋までついてきたのじゃろうが。遠えん慮りよせんでもよいぞ。吾われは寛かん大だいじゃからな、婚約者殿の裸を侍じ女じよに見られたくらいで怒いかりはせん」


「いえ、そのようなことは全然まったく欠片かけらも微塵も思っておりませんが。といいますか、そもそも、こんな隠し部屋を、いったい王ひ女め様はいつ作らせたのでございますか？」


「去年、館を改築したであろ？　あのときに少しな」


「ご自分の湯殿に覗き見のための隠し部屋を作って何が楽しいのでございます!?」


「吾の湯殿はリィシャも使うであろうが」


「ええ、使わせていただいていますが……って、まさか！」


　リィシャの目が極限まで細められ、顔には疑念の色が濃のう厚こうに浮かびあがっていた。


「ははは、そのとおりじゃ、リィシャの入浴を覗くために城しろ大だい工くに命じて作らせたのだ。恐おそれ入いったか」


「恐れ入ったというより、呆あきれ果てたと言うべきでございましょうね。王ひ女め様が犯罪紛まがいのことをしてらっしゃると知ったら、リカルド様が悲しみますよ？」


「いや、どうかの。むしろ喜ぶのではないか。それに、吾とリカルド王子が夫婦めおとになれば、互たがいの裸なぞ嫌いやというほど見ることになる。今回は、それを少し早めただけじゃろが」


　リィシャはジト目になってセフィアを見やった。


「互いの裸ではないですよね。王ひ女め様が一方的にお相手の裸を見ているだけですよね」


「まぁ、そうとも言うが……おお、立ちあがったぞ！」


「本当ですか!?」


　リィシャが壁かべ際ぎわに顔を押しつけ、セフィアが覗いている覗き穴の隣にある別の覗き穴から湯殿を覗き込んだ。


「……リィシャ、おぬし、そんなことはこれっぽっちも欠片も微塵も思っていなかったのではないのか？」


「も、もちろん思ってはおりませんとも。ですが、ゆくゆくは王ひ女め様の夫となるやもしれぬお方ですから、わたくしには確認しておく義務がございます」


「そうか。ま、理由はどうでもいいがの……む？」


「あ」


「なかなかいい体をしておるではないか、吾が婚約者殿は」


「さ、さようでございますね」


「リィシャ」


「な、なんでございましょう？」


「口から涎よだれが垂れておるぞ？」


「はっっっ！」


　慌あわてて覗き穴から顔を離したリィシャが口許を手ての甲こうで拭ぬぐうが、手の甲には何もついていなかった。


「よっ涎なんか垂らしてはおりません！」


「そうか。吾の勘かん違ちがいじゃったか」


「王ひ女め様、人をからかうのもいい加減に……」


　セフィアに詰つめ寄よろうとしたリィシャを、王女は左手で制する。


「静かにせんか。婚約者殿に気づかれたらどうするんじゃ！」


「あ、申し訳ございません」


「おおお？」


「い、如何いかがされました」


「婚約者殿、湯ゆ殿どので体操を始めおったぞ」


「なんですって!?」


　リィシャは慌てて、もう一度覗き穴に顔をくっつけた。


「うむむむ、これはなかなか」


「……ちょっと直視できない感じですが」


「見たくなければ見るのを止やめればよかろう」


「いえ、ここまで来たら最後まで見てみたいといいますか……」


「おお！」


「まぁ！」


「なんと！」


「これは！」


「そう来るか！」


「来すぎです！」


　ふたりは壁の向こうで展開される一大スペクタクルに見入っていたが。むしろ魅み入いられていたが、やがて。


「ほ～～～～」


「ふ～～～～」


　大きなため息を吐ついて壁から顔を離はなした。


　ふたりの顔は湯殿の熱気に当てられたかのように真っ赤になっていた。


「いやいや、堪たん能のうしたの」


「さすがに良心が咎とがめます」


「今さら何を言うか」


「……ええ、自分でもそう思いますが」


「それにしても、吾の婚約者殿はなかなか大したものじゃったのう」


「そうですね。大したものでした。むしろ大したモノでした」


　くくっっ、とセフィアが嗚お咽えつするような笑いを漏もらした。


「さて、充じゆう分ぶんに堪能したから、吾は婚約者殿との顔合わせの支度をするかの」


「わたくしも同席するのですよね」


「当然じゃろ。吾の介かい添ぞえ人にんはリィシャしかおらん。なぜそんなことを訊きく？　なんぞ不満でもあるのか？」


「いえ、そうではなくてですね。なんといいますか、ちょっとリカルド様のお顔をまともに拝見できない気が……」


　セフィアは狭せまくて暗い隠し部屋の扉とびらを開け、ついてこいとリィシャに手で合図する。


　自身の寝しん室しつに戻もどり、リィシャが出てくるのを待って、セフィアは隠し部屋の扉をそっと閉め、目め隠かくし用の衣装戸と棚だなを横に滑すべらせた。


「いちいち凝こった作りですこと」


「そうであろ」


「いえ、誉ほめているわけでは……」


「では着き替がえるかの」


　セフィアは着ている普ふ段だん着ぎ――といっても、王族の普段着だから絹製の高価な物だ――を脱ぬぎ捨すて、本物の衣装戸棚から輝く衣装を引っ張りだした。


　こちらは絹の中でも紅くれない絹ぎぬと呼ばれる素材で織られた最高級品だ。


「リィシャ」


「はい、ただいま」


　セフィアはリィシャに着付けを手伝ってもらって、装そう飾しよくの多い衣装を着込んでいく。


　衣装に付けられた金銀宝石の類たぐいが天てん井じようの吊つり照明の蠟ろう燭そくの明かりを受けて煌きらめいた。


　薄うすくて軽くて輝くような光沢のある紅絹の正装を身に纏まとったセフィアからは、王族に相応ふさわしい威い厳げんと気品が滲にじみでている。


「素敵ですわ、王ひ女め様。これならリカルド様もイチコロでございましょう」


「男おの子をイチコロにするなら、こんな服で着き飾かざるより、何も着ていないほうがいいのではないのか？　何しろ吾もリィシャも、婚約者殿の全ぜん裸らにはメロメロじゃったからのぉ」


「馬ば鹿かなことを仰おつしやらないでください。わたくしはべつにメロメロになったりはしておりません」


「そうじゃったか？」


「そうでしたよ。それに、初対面の会食に裸はだかで出るって、そんな王おう女じよ様は世界中探してもおりませんよ」


「世界初の称しよう号ごうを受けるのも悪くはないが……」


「悪いに決まってます！」


「まぁ、それはさておき。吾わが婚約者殿の前で服を脱ぐかどうかは、偏ひとえにこのあとの対面の儀ぎが無事に済んでからの話よ」


「それはそうかもしれませんが……そんなに服を脱ぐことに拘こだわらなくても」


「吾だけが婚約者殿の裸を見ているというのも、何か不公平ではないか？」


「そう思うのなら、覗のぞき見をするなどと言いださないでください」


「しかしなぁ」


　セフィアは小さなため息をひとつ吐つくと、衣装戸棚の扉裏に貼はってある鏡を見つめる。


「何か気になることがおありですか？」


「吾の体はまだ発展途と上じようじゃからの。婚こん約やく者殿の立派な体に釣つり合うてはおらんの」


　リィシャは内心で笑いを漏らすと、真ま面じ目めぶった顔で言った。


「大だい丈じよう夫ぶでございますよ。ご自身で仰ったとおり、王ひ女め様はまだ発展途上なのですから、あと数年もすれば、ばいんばいんのたゆんたゆんになります」


「本気で言うておるか？」


「もちろん、本気です」


「なら、なぜ目を逸そらす？」


「い、いえ、紅絹の正装をお召めしになった王ひ女め様があまりに綺き麗れいで眩まぶしくて……」


「適当なことを」


　リィシャを睨にらみつけるセフィアだったが、まぁよいわ、と言って衣装戸棚の扉を閉めた。


「では、そろそろ行くかの。我が婚約者殿との対面の儀へ」


「はい」


「吾の婚約者殿、どのような男であろうかの」


「それを確かめるための対面の儀ではございませんか」


「そうよな。会おうて話をして、それからよな。だが、悪い男ではない……とリィシャは感じたのじゃな？」


「はい。ただの第一印象に過ぎませんが」


「リィシャがそう感じたのなら、そうなのじゃろ。さて、性格はよいとして、国の跡あと継つぎとしての度量のほうはどうなんじゃろうな。楽しみでもあるし、心配でもあるが……」


　セフィアは寝室を横切り、居室へ通じる扉に手を伸のばした。


「すべては会うてみてからの話だわ。行くぞ、リィシャ」


「はい、王ひ女め様」
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　こっそりと覗かれていたことなどまったく気づかないまま、のんびりと体を温めたリカルドが湯殿に用意されていた厚手の羽織り物を羽織って控ひかえの間に戻ると、女性陣じん三人が暖だん炉ろの前に陣じん取どって何やら談笑をしていた。


「ん？　マリウスはどうした？」


　王子の入室に気づいた三人が立ちあがった。


「隣となりの部屋も使わせてもらえることになりまして、そちらで着替えをなさっているはずであります」


　とカオルゥが応えると、アイオリッタが吐き捨てるように続けた。


「まったく、女とふたりきりになると直ぐに脱がそうとするくせに、自分が裸になるのは嫌いやだとか、何様のつもりだ、あいつは」


　いや……飢うえた女め豹ひよう三匹びきの前で着替えるのは俺だって遠えん慮りよしたい。


「何か言いたいことがあるのか、王子？」


「まったく欠片かけらも何もない。じゃあ、俺も隣で着替えてくるか」


　リカルドが幾いくつかある背はい囊のうを見み渡わたす。


「で、俺の着替えはどれに入ってるんだっけ？」


「あ、拙せつ者しやがお持ちするであります」


　カオルゥが背囊を持ちあげ、部屋から出ていった。


「こちらです、王子様」


「ん、いま行く」


　カオルゥは部屋を出て、隣りん室しつの扉を軽く叩たたいた。


「マリウス様、カオルゥです。王子様がお着替えされたいと仰おおせです」


「いま開けるよ～～」


　軽い返事があって中から扉が開けられ、着替えを終えたマリウスが姿を現した。


「ご苦労様、カオルゥ」


「特に苦労はしていません。お気き遣づかい、忝かたじけのうございます」


「着替え終わったら、そっちの部屋に行くから」


　と言って、リカルドはカオルゥから着替えの入った背囊を受け取った。


「了りよう解かいしたであります」


　一礼して背囊を渡わたすと、カオルゥは元いた部屋に引き返していった。


　リカルドが部屋に入ると、マリウスが扉を閉める。


　こちらの部屋は隣室よりも狭く、暖炉も設えてない。装飾も何もなく、どちらかというと荷物置き場とか、そんな感じだ。


　リカルドの恰かつ好こうに目をやったマリウスがため息を吐ついた。


「王子はすっかりくつろいでますねぇ。いいなぁ。僕なんか暖を取ることもできないまま体を拭ふいて着替えただけなのに」


「暖を取りたいのなら、隣で着替えればよかったじゃないか。アイオリッタが『マリウスは直ぐに女を脱がそうとするくせに、自分は脱ごうとしない』とかなんとか皮肉を言っていたぞ」


「べつに女の子の前で脱ぐことが嫌なわけじゃないですけどねぇ、でも、僕が脱ぐんだったら女の子も脱いでくれないと。そうですよねぇ？」


「いや、『ねぇ？』って同意を求められても困るんだけどな」


　着替えの衣装を引っ張りだしたリカルドは、羽織り物を脱ぐと、油紙に包まれた衣装を広げた。


　油紙に包まれていたおかげか、衣装はまったく濡ぬれていなかった。


　馬車を降りて雨の中を王おう女じよの居館まで登ることになったから、カオルゥが気を利かせて油紙に包んでくれたのだろう。


　ああ見えて意外と気が利く娘こだよな、あいつ。


　リカルドは真新しい肌はだ着ぎを着け、筒つつ袴ばかまを穿はき、下着――今でいうワイシャツのような物だ――を着て、やや丈たけが長めの上着に袖そでを通す。


「こんなものか？」


　室内に鏡がないので自分の姿を点検できない。リカルドは体の向きを変え、マリウスに確認を求める。


「おかしなところはないか？」


「ないですよ。敢あえていうなら、お顔ですかね」


「これから婚約者との初顔合わせなんだぞ。今そういう冗じよう談だんは笑えないな」


「あ、もうしわけありません」


　おざなりではあったが、マリウスは王子に謝った。


「いちおう緊きん張ちようしてるんだよ、俺も」


「そうは見えませんけどね。さっきだって思い切りくつろいでいたじゃないですか」


「いや、風ふ呂ろに入ればとりあえずくつろぐだろ」


「いいですねぇ、王おう女じよ様専用の湯ゆ殿どのを使わせてもらえて。で、どうでした？」


「どうって、何が？」


「やだなぁ、いつも王女様が使っている湯殿なんですよ。こう、なんというか、王女様の匂においが染みついているとか、湯船に浸つかっているうち王女様の入浴場面が脳裏に浮うかんでくるとか、そういうの、ありませんでした？」


「あるわけないだろ。湯殿でそんなこと考えるのはおまえくらいだ」


「そうですかねぇ」


　まだ納得できない顔で首を捻ひねっているマリウスを無視して、リカルドは硝子グラウスの嵌はまった窓に目を向ける。


「もう完全に日が暮れたな。そろそろ晩ばん餐さんの迎むかえが来るかもしれない。隣に戻もどるぞ」


「ああ、そうですね。戻りましょう」


「さて、セフィア王女、どんな奴やつかな」


　とリカルドが呟つぶやくと。


「可愛い娘むすめさんだといいですねぇ、王子」


「おまえじゃないんだからさ」


「おや。何かノリが悪いですね？」


「いや……この先、こんなことを十六回も繰くり返かえすのかと思うと、なんだかなぁ」


「十六人もの王女様とお知り合いになれるんだから目め出で度たいことじゃないですか。僕も、あのリィシャとかいう侍じ女じよ長の娘こと知り合いになりたいなぁ。知り合うだけでなく、それはもういろいろ懇ねんごろに。ね？」


「だから、『ね？』って言われても……おまえのように前向きになれたら、俺もどんなにか気が楽だろうと、そう思うよ」


　王おう女じよと対面するだけならまだいい。その後に、婚約を続けるのか破談にするのか、それとも正式な婚こん姻いんへと進むのか。あるいは、先方から断るように仕向けるのか。破談になった場合は、両国の関係にひびが入らないようになんらかの手当が必要になる。婚姻を結ぶのであれば、それはそれでいろいろと面めん倒どうな手続きが必要になる。


　考えただけで頭が痛くなりそうだぞ、まったく。


　リカルドはもう一度、ため息を吐ついたが。


「ま、考えていても仕方がないか。これが王族に生まれた者の運命さだめって奴だ。とりあえず俺も前を向いてみるか」





　　　９





　そうして正式な晩餐が始まった。


　純白の掛かけ布に覆おおわれた長方形の方ほう卓たくの短辺に、セフィア王女とリカルド王子が向かい合って座っている。


　セフィア王女の足下には小さな足載のせ台が置いてあって、彼女は台に足を載せている。そうしないと、小こ柄がらな彼女は足が宙ぶらりんになってしまうのだ。小さくて低い椅い子すを使うのは王女としての誇ほこりが許さない……というより、小さくて低い椅子に腰こしかけていては頭だけが卓たく上じように出ることになってみっともない、という判断に違ちがいない。


　リカルドの側からはアイオリッタとマリウスが介かい添ぞえ人にんとして出席していた。王子の背後にしゃちほこばって立っているふたりは、もちろん鎧よろい姿ではなく、美び麗れいな衣装を着用して対面の儀ぎに臨んでいる。


　セフィア王女の介添人は侍女長のリィシャひとりで、王女の侍女長に相応ふさわしい艶あでやかな正装姿だった。


　お忍しのびの訪問であり、リカルドの正体は王女とリィシャ以外には明かされていないので、出席者はこの五人に絞しぼられている。


　正式の晩餐ではないとはいえ、そしてリカルドが身分に拘こだわらない性格だとはいえ、一国の王女と王子の初顔合わせであるから、カオルゥやネゥネゥは出席できない。元より出ろといわれても、ふたりは尻しり込ごみしただろう。カオルゥとネゥネゥは別室で待機中だった。


　ネゥネゥは自ら料理をしたそうだったが、いくらなんでもそれはここの料理人に対して失敬な話なので、王子は、


「今夜だけは、出される料理をおとなしく食べてろ」


　と釘くぎを刺さしておいた。


　リィシャが王女の横まで進みでて、晩餐の開始を告げる。絶対にリカルドの顔を見ないようにと気遣いながら。顔を見てしまうと、湯殿での衝しよう撃げき的な場面をまざまざと思いだしてしまいそうで、それだけは避さけたかったのだ。


「それでは只ただ今いまより、リディア王国王太子であらせられるリカルド・ライアス・リディア様と、我がシュールティス王国第六王女であらせられるセフィア・セレニゥス・シュールティス様の晩餐会を始めさせていただきます。セフィア様の介かい添ぞえは、僭せん越えつではございますが、わたくし、侍女長であるリィシャ・アイリンが務めさせていただきます。よろしくお願いいたします」


　澄すました顔で宣言したリィシャは、まずリカルドに向かって丁てい寧ねいに頭を下げ、いったん頭を上げると、今度はもう一度、アイオリッタとマリウスに向かって頭を下げた。


「では、王太子様、あなた様の介添人をご紹しよう介かいいただけますか」


　大きく頷うなずいたリカルドは、介添人の侍女長がわざとらしく自分から視線を外しているのを少し気にしつつ、背後に立ち並ぶふたり、アイオリッタとマリウスを指し示した。


「こちらがリディア王国の近衛姫き士しであるアイオリッタ・アイギス・アイビゥス、そしてこちらがわたしの侍じ従じゆうであるマリウス・マルガス・マルガロイドのふたりです。よろしく見知りおきください」


　静かな会食堂にリカルドの声が響ひびき渡った。


　話し方は余よ所そ行きであるが、声はいつもと変わらない。低いながらも澄んでよく通るその声に、セフィアは好感を持つ。


　紹介の言葉も、短くて簡潔なのがよいわ。こういうところで、くどくどと迂う遠えんで胡う乱ろんな美び辞じ麗れい句くを並べ立てる馬ば鹿かにはうんざりするからな。


　リカルドに紹介されたふたりが、一歩、前に進みでて、セフィア王女に向かって丁寧に頭を下げる。


「紹介に与あずかりました近衛姫士のアイオリッタ・アイギス・アイビゥスでございます。本日はリカルド様とセフィア様の初顔合わせ、まことに目出度く喜ばしく、これを機に両国の関係がますます発展していくことを願って止みません」


　なんだ、アイオリッタの奴、まともな挨あい拶さつができるじゃないか。


　と思うリカルドだが、そんな感想はおくびにも出さない。


　一方、セフィアのほうは。


　女性姫士という者は初めて見るな。さぞかし腕うでが立つのだろうの。しかし……でかい胸じゃな。吾われの劣れつ等とう感が刺し激げきされて面白うないわ。挨拶もあまり面白うなかったしな。


　などと思いながら、遠えん慮りよのない視線をアイオリッタに注いでいる。


　続いてマリウスが挨拶を始めた。


「リカルド王太子様の侍従を務めさせていただいているマリウス・マルガス・マルガロイドでございます。本日は我が王太子とセフィア王おう女じよ様の初顔合わせが無事に叶かないまして、心から喜んでおります。美人の産地として名高いシュールティス王国の名に恥はじぬ美しい王女様を前にして、我が王太子も喜びを隠かくしきれない様子。ここは一刻も早く若いおふたりだけにして、親しん睦ぼくを深めていただこうではありませんか」


　いや、喜んでるのはおまえだけだけどな。


　と内心で突つっ込こむリカルドだが、セフィアのほうはあからさまなおだてにも拘かかわらず、マリウスの言葉に少し喜んでいる。


　侍従のほうは、なかなか上う手まいことを言うわ。視線の先が、吾ではなくリィシャに向いているようなのが気に食わんが。


　そのリィシャが、


「さようでございますね。では」


　と一礼してからその場を離はなれ、厨ちゆう房ぼうに通じる扉とびらを開けて中に呼びかけた。


　中からは給仕服に身を包んだ配はい膳ぜん役の侍女ふたりが前菜を載せた盆ぼんを運んできた。


　前菜の皿をリカルドとセフィアの前に置くと、侍女は静かに下がっていく。


「では、わたくしたちは控ひかえ室しつのほうへ」


　と言ってリィシャが目で合図すると、アイオリッタとマリウスが頷いた。


　介添人は別室で食事を摂とることを予め申し合わせていた。リィシャを先頭に、マリウス、アイオリッタの順で三人は控え室に通じる扉を潜くぐった。


　扉が閉められると、会食堂を静せい寂じやくが包む。


　方卓で向き合って前菜をいただきながら、リカルドとセフィアは互たがいにちらちらと相手のことを窺うかがっている。婚こん約やく者同士だというのに、ほとんどお見合という雰ふん囲い気きだ。初顔合わせだから、こんなものかもしれない。
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　まぁ、いい。出たとこ勝負だ、出たとこ勝負。向こうにその気がなけりゃ、解消もやむを得ない。


　リカルドが自分にそう言い聞かせていると、セフィア王女のほうから口火を切った。


「ふたりきりになったから、ここからはざっくばらんに行こうと思うが、どうであろう、吾わが婚約者殿どのよ」


「ん？　ああ、俺もそれでいい。というか、そのほうがありがたいな。あと、俺のことはリカルドと呼んでくれていい」


「さようか。ではリカルド殿」


「なんだ、セフィア王おう女じよ？」


「吾のことをどう思う？」


　いきなり単刀直入だな。けど、そういう女子は嫌きらいじゃない。


「リカルド殿の婚約者として相応しい女だと思うか？」


「いや、まだ会ったばかりだから、どう思うもこう思うもないんだが」


「さよか。だとしても、見た目の感想くらいはあるじゃろ？　超ちよう可愛いな、とか、めちゃくちゃ可愛いな、とか、天下に比類なき可愛さだな、とか」


　たしかに可愛いけどな。


　と思いつつも、とりあえず、


「無理やり可愛いって言わせたいのか」


　と突っ込んでみる。


「べつに強制してはおらんよ。思ったままを正直に言ってくれればよい」


　可愛いけど、なんか肩かた肘ひじ張はってるっていうか、突つっ張ぱってるっていうか、そんな感じを受けるんだよな。っても、そんな感想は口に出せないし。


　リカルドは少しだけ考えた後、別の感想を口にした。


「小ちっこいな」


「なんじゃとぉ!?」


　セフィアが眉まゆを吊つりあげた。


「吾はまだ十五じゃ。このあいだ十四回目の誕生日を迎むかえたばかりじゃ。小っこくて当然じゃろが！」


「そうか。十五歳になったのか」


「お……おお、そうよ」


「おめでとう」


「あ……ありがとう……」


　これだけのやりとりで、リカルドはセフィアのことが気に入っていた。


　自分のことを取とり繕つくろわないのがいいな。王女でありながら、ざっくばらんで気取ったところがないのもいい。


　自分を本当の自分以上に見せかけようとしてゴテゴテと飾かざり立てる者は、リカルドが最も嫌う人種だった。


　それはセフィアのほうでも同様だった。


　彼女も、リカルドの率直で正直で遠慮のない物言いに好感を持った。


　おべっか使いの阿あ諛ゆ追つい従しようには、いい加減、うんざりしておるからの。まぁ、小っこいというのは少しばかり失礼だが。


　リカルドが笑みを浮うかべた。邪じや気きのない涼すずやかな笑みだった。


「そうか、セフィア王おう女じよ、このあいだ十五になったばかりか。だったら、将来に希望が持てるな」


「と、当然じゃ。吾の母上も叔お母ば上うえも皆みんな、ばいんばいんのたゆんたゆんじゃからの。吾の将来は約束されたも同然じゃとも」


「セフィア王女がばいんばいんでたゆんたゆんになるのに、あとどれくらいかかる？」


「は？　いきなりなんじゃ？」


「だからさ、俺はあと何年くらい待てば、ばいんばいんのたゆんたゆんになったセフィア王女を拝めるんだ？」


「えぇと……そうじゃな、あと……あと三年くらいかの？」


「じゃあ、楽しみに待つことにするわ」


「ん？　今のはつまり……吾との婚約を続けるということか？」


「不満か？」


「いや、そんなことはないぞ」


「そっちはどうなんだ？」


「どう、とは？」


「俺なんかと婚約者でいてもいいのか？　ってこと。というか、俺に感想を訊きいたくせに、俺の感想は聞いてないな」


「そう……じゃったの。聞きたいか？」


「ああ、聞いてみたいな」


「さよか」


　セフィア王おう女じよの心に、真夏の入道雲のように悪戯いたずら心ごころがむくむくと湧わきあがった。


　先ほどは婚約者殿にいいように振ふり回された気がするしの。ここらでひとつ、吾も反はん撃げきを見せておくのも悪くないじゃろ。


「よい体をしておるよな、リカルド殿は。あの筋肉の付き方、見事なものじゃ。普ふ段だんから鍛きたえておらねば、ああはいかんじゃろうな」


「…………は？」


　鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったとでもいえばいいのか、リカルドは口をぽかんと開けたまま目を丸くしてセフィアの顔を見ている。


「ど……どういう意味だ？」


「どういう意味もこういう意味も、言ったとおりの意味じゃよ」


　混乱しながらも、リカルドは必死で頭を回転させ、思考を巡めぐらせた。


　な……なんでこいつが、俺の筋肉の付き方とか、知っていやがる？　いい体って、そういう意味か!?　俺の服の上からそんなことは判らないだろ。当てずっぽうか？　それともハッタリか？　いやだがしかし。そんなハッタリを言う意味が判らない。というか、言う意味がない。ってことは……本当に見て確かめやがった？　いつ、どこで。まさか着き替がえを覗のぞかれたとか……いや、待て！


「おい、まさか、あんた、俺の入浴を!?」


　頭の回りもよいようじゃな。


　セフィアは満足そうに頷うなずいた。


「うむ、正解じゃ。湯ゆ殿どのの隣となりには隠し部屋があっての、湯殿の中を見られるようになっておるのじゃ」


「ちょ、ちょっと待ってくれ」


　リカルドはこめかみを手で揉もみながら、なおも必死で考える。


「幾いくつか訊きたいことがあるんだが、答えてはくれないだろうか」


「おお、いいとも。吾われの婚約者であるリカルド殿の問いかけ、吾は喜んで答えよう」


　リカルドは、すぅとひとつ大きく深呼吸してから、一気に言葉を吐はきだした。


「あそこってあんたの湯殿だったんだよな？　あんた専用の」


「そうじゃ」


「そこで覗いた？」


「そうじゃ」


「なんのために？」


「いや、まぁ、なんと言うかのぉ、正式な対面の儀ぎの前に、こっそりとリカルド殿を見てみたかったのじゃよ」


　顔を真っ赤にして腰こしを浮かせたリカルドは、びしぃっとセフィアを指さした。


「だからって、よりによって湯殿で覗くか！」


「リカルド殿、まさか湯殿でいきなり体操を始めるとは思わなかったがの」


「どわぁぁぁぁ」


　リカルドは両手で頭を抱かかえて身み悶もだえた。


「あの衝しよう撃げき的な光景は、吾の脳裏に深く深く刻み込まれたぞ。たぶん、一生忘れることはできんだろうな」


「忘れろおおおお！　今すぐにだああああ！」


「そんなもったいないことはできん相談じゃ。どうせリカルド殿は、直ぐにお国へ戻もどってしまうのじゃろ？　ひとりになった吾は、ときどきリカルド殿の全ぜん裸ら体操を思いだして寂さびしさを紛まぎらわせるしかない」


「ぐあぁぁぁあ～～」


　リカルドは、胸を搔かきむしりながら会食堂の床ゆかを転がった。


　あはははは。これは予想以上に面白いことになっておるわ。


　セフィアは会心の笑みを浮かべ、転げ回るリカルドを見下ろしている。


　とはいえ、彼女の顔に、彼女の目に、軽けい侮ぶや嘲あざけりの色はまったく浮かんでいない。


「あのう、失礼いたします」


　厨ちゆう房ぼうに通じる扉とびらから声がかかって、リカルドは発ば条ね仕じ掛かけの人形のように跳はね起おきた。


　扉が開いて、配はい膳ぜんの侍じ女じよがふたり、今度はスープを持って登場した。


　リカルドは慌あわてて自分の椅い子すに腰を下ろし、素知らぬ顔で天てん井じようを睨にらみつけている。


　一方のセフィア王おう女じよは必死で笑いを堪こらえている。


　何やら会食堂内に充じゆう満まんするおかしな雰ふん囲い気きを感じ取ったのか、ふたりはスープ皿を置き、代わりに前菜の皿を回収すると、そそくさと厨房に姿を消した。


「まぁ、そう怒おこらんでくれんかな、リカルド殿。愛しい婚こん約やく者殿のお姿を一刻も早はよう見てみたいという、いじらしい乙おと女め心ごころの表れじゃと思うてくれ」


　王子は不服そうに頰ほおを膨ふくらませ、口を尖とがらせた。


「いじらしいじゃなくて、いやらしいの間ま違ちがいじゃないのか」


「そう言われると否定はできんがな」


「いや、そこは否定しろよ。いくらなんでも、ぶっちゃけすぎだろ」


「ぶっちゃけてる女はお嫌きらいか？」


「……嫌いってことはないけどな」


「そうか、それはよかった。こうしてぶっちゃけてはみたものの、リカルド殿に嫌われはしないかとドキドキものじゃったからな」


　そうは見えないんだが。


「それより、せっかくの温かいスープが冷えてしまう。いただこうではないか？」


「あ……ああ、そうだな」


　スープを一口、二口と口に運んで気を落ち着けてから、リカルドは改めて王女に対する質問を再開する。


「で、あんた専用の湯殿に、なんであんた自身が隠かくし部屋作っているんだ？」


「まぁ、なんというか、止やむに止まれぬ事情というものがあってな。吾専用というても、他ほかに誰だれかが入る機会もあるじゃろう？　例えば……この城に吾の兄弟姉妹が遊びに来たときなど、利用価値があるじゃろ？」


「どういうふうに価値があるのか、俺にはさっぱり判らないんだが」


「兄弟姉妹の隠された性せい癖へきとか他人に見せたくない秘密とかを知っておくことは、この国では割と有用なのじゃよ」


「……おい、待て。ってことは、あんたが兄弟姉妹の城に行ったら、逆に覗かれてるってことじゃないのか？」


「そういうこともあろうな。確かめたことはないから確実だとは言わんが」


　リカルドは、そうか、と言ってため息を吐ついた。


「セフィア王女、あんたもけっこう大変な思いをしているんだな」


「というのは、まぁ、冗じよう談だんじゃがな」


「なんだってぇぇぇ!?」


　リカルドは思いっ切りずっこけた。


「本音は、ちょっとした茶目っ気じゃよ。吾以外の誰かが入る可能性はあると思うたが、べつに兄弟姉妹を想定しておったわけではない。もちろん、婚約者殿を想定したわけでもないぞ？　偶たま々たまじゃ。偶々こういう巡り合あわせになったというだけじゃよ。なんというか、吾とリカルド殿のあいだにある運命の赤い糸を感じさせる素敵な逸いつ話わではないかな？」


　どこが素敵だよ、とリカルドは吐き捨すてるように呟つぶやいた。


「というか、たいした偶たま々たまだな、おい」


　王子はジト目になってセフィア王女を咎とがめるように見つめるが、彼女はそんなリカルドの視線など少しも意に介かいさず、大おお真ま面じ目めな顔で頷いた。


「うむ、リカルド殿もなかなかたいしたタマタマであったな」


「ぶふぅぅっっっ！」


　思わずスープを噴ふきだしてしまうリカルドだった。


　それを見たセフィアが眉まゆを顰ひそめる。


「リカルド殿は男前だし、優しいし、度量もあるし、よい体をしておるし、いろいろ吾の好みではあるのじゃが、食事の作法だけはもう少しなんとかしてもらいたいものじゃな」


　わざとらしく眉を寄せたセフィア王女が悩なやましげな表情でそう言うと。


「あ～～っはっはははは」


　リカルドは突とつ然ぜん、弾はじけるように大声で笑いだした。


「ど、どうしたのじゃ？　スープに何か変な物でも入っていたか？」


　しばらく天を仰あおいで笑い続けていたリカルドだが。


「いや……ははは……」


　ようやくのことで笑い止むと、顔を戻し、真しん剣けんな表情でセフィアを見つめた。


「あんた、大した王おう女じよ様だな。本気で気に入ったよ」


「それは嬉うれしいことを言うてくれる。もちろん吾もリカルド殿のことは気に入っておるぞ。これは、いわゆるひとつの相思相愛という奴やつじゃな？」


「ああ、そうだな」


　まったく、本当に面白い奴だな。とても王おう女じよ様とは思えないわ。だが、そこがいい。


　十六人も婚約者がいれば、馬が合わない王女のひとりやふたりはいるだろうし、中には互たがいの考え方や性格が相容れない場合もあるだろう。リカルドはそう覚かく悟ごしていた。


　とりあえず、ひとりめに関しては取とり越こし苦ぐ労ろうだったな。っていうか、予想以上のいい女だった。まぁ、本人が言うとおり、将来、ばいんばいんのたゆんたゆんになるかどうかは謎なぞだが、俺はべつに巨きよ乳にゆう好きってわけじゃないしな。そこは問題ない。


　婚約者巡りの旅の幸先のよさを感じるリカルドだった。


「なんじゃ？　吾の顔をじっと見て。何か言いたいことがあるのか？」


「そうだな。言いたいことは、あんたに会えてよかったということかな。あと、巡る順番、あんたを最初にしてよかった」


　セフィアの顔が綻ほころんだ。


「それは……最高の誉ほめ言葉と受け取っておこうか」


　そこから先は、和わ気き藹あい々あいとした食事となった。


　互いの国のこと、家のこと、城のこと、家臣のことなど、ふたりは思いつくままに話し合った。そして、互いに相手の話に驚おどろき、笑い、感心した。


　食事が終わる頃ころにはふたりはすっかり打ち解けていた。会食が終わって、再び会食堂に入ってきたアイオリッタやマリウス、リィシャが、打ち解けたふたりの雰囲気に驚くほどだった。


　その後は介かい添ぞえ人にんを交えて食後のお茶会が催もよおされた。


　親密な様子で話をするリカルドとセフィアを見たアイオリッタ、マリウス、リィシャの三人は、両家の行く末も安あん泰たい、ひいては両国の未来も明るいものになったと喜んだ。


　不安だらけだったリカルド王子の婚約者巡りの旅、なんとも幸先のよい滑すべりだしになったように思われた。


　事態を一変させる凶きよう報ほうは、その日の深夜にもたらされた。
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　王女の居館の二階に用意された客間の寝しん室しつで眠ねむりについていたリカルドは深夜になって目を覚ました。


　薄うす目めを開けた王子は寝しん台だいの上で体を動かした。


　王女の婚こん約やく者であるリディア王国の王太子が寝ね泊とまりするには質素な作りの客間だが、元々リカルドが王太子の身分を明かしていないのだから仕方がない。ここでの彼の公式の身分は「王太子からの使者」に過ぎないのだ。


　リカルドは、鎧よろい戸どを閉めていない窓から微かすかな明かりが部屋の中に射し込んでいるのに気がついた。


　……ん？　雨が止やんで雲が切れたか？


　街路灯もネオンサインもない時代のこと、夜、雲に覆おおわれれば、それこそ真の闇やみが支配する。このように外から部屋の中に明かりが射し込んでいるということは、月や星が出ているということになるが……射し込む明かりの色味は、月や星の明かりとは別物のように思えた。


　大たい儀ぎそうに寝台の上に身を起こしたリカルドは半覚かく醒せいのまま、視線を発条ぜんまい式の置き時計に向ける。


　やはり雨を衝ついての急ぎ旅をしてきたせいで疲ひ労ろうが蓄ちく積せきされている。王子は体内に金属でも詰つまっているかのような重さ、気け怠だるさを感じた。


　漏もれてくる微かな明かりの中でリカルドが目を凝こらすと、時計の針は夜の九時過ぎを指しているのが判った。今でいう夜中の三時頃ごろに相当するか。


　ちなみに、昼夜の長さが可変である時間区分方式なので、日の出と日にち没ぼつのときに時計をセットし直す必要がある。


　リカルドの注意が部屋の外に向けられる。


　……なんだ？　何やら居館の中が騒さわがしいような気が……。


　騒がしいというほど人の話し声が聞こえてくるわけではない。特別に大きな物音がしているわけでもない。ただ、なんとなく館の中が浮うき足あし立だっているような、そんなおかしな雰ふん囲い気きをリカルドは感じ取っていた。


　リカルドの意識が次第にはっきりとしてくる。と同時に、眠っていた彼の危機管理能力も目覚めていく。


　こんな夜中に屋や敷しきの中を誰だれかが動き回っている気配があるってのが、そもそもおかしいだろ。っていうか、部屋に射し込むこの明かりは……。


　なんとなく胸むな騒さわぎがしたリカルドは、毛布をはね除のけて寝台を抜ぬけだし、燭しよく台だいの蠟ろう燭そくに火を点ともしてから、脱ぬぎ捨ててあった羽織り物を羽織った。


　薄うすい室内履ばきを履いたリカルドは窓際まで寄っていく。


　鎧戸を閉めずに寝ねてしまったし、遮しや光こう布ぬのは開けたままだ。透とう明めいの硝子グラウス越ごしに居館の内庭を見下ろしたリカルドが目を凝らす。


　なんだ、あれは？


　建物の陰かげになっていて直接は見えないが、内庭の先、居館の出入り口のほうで松たい明まつの炎ほのおが蠢うごめいているのが判った。


　炎が放つ橙だいだい色いろの火ほ明かりが夜の闇の一部を照らし、館の壁かべが赤く染まっている。


　部屋に漏れてきていた明かりの正体はあれか。だが、どういうことだ？　まさかセフィア王おう女じよに刺し客かくが差し向けられて……いや、それはないか。もしそうなら、もっと大おお騒さわぎになっている。じゃあ、いったい……。


　王子が考え込んだ直後。


　控ひかえの客間のほうから小さく扉とびらを叩たたく音がした。


　この客間は、繫つなぎの間の形式になっていて、主人が使う主しゆ寝しん室しつと従者が使う寝室は独立しているが、室内の扉で繫がっている――鍵かぎはかかるようになっている――のだ。


　これは、いざというときに一刻も早く従者が主人の許もとへ駆かけつけることができるようにという配はい慮りよである。もしもの場合、鍵など壊こわせばいいということだ。もっとも、リカルドは扉に鍵などかけてはいなかったが。


「王子、起きてらっしゃいますか？」


　小声で呼びかけるマリウスの声が聞こえた。彼もこの異変に気づいて起きだしたらしい。


「起きてるよ。っていうか、いま起きた。そっちも気がついたか」


「ええ。ちょっとよろしいですか」


「ああ、いま開ける」


　リカルドが扉を開けると、マリウスだけでなく、寝ね間ま着き姿のアイオリッタとネゥネゥも控えの寝室から主寝室へと入ってきた。


「カオルゥは？」


「館内を調べに行ってます」


「素早いな」


「こんな夜中に人の動きがあります。それも、何人もの。どういうことでしょうね」


　とマリウスが首を捻ひねると、アイオリッタが、ふん、と鼻を鳴らした。


「これはあれだな、ついに連中が本性を現し、王子の首を取ろうと討ち入りの準備をしているのではないか？」


「んなわけあるか！」


「冗じよう談だんだ。最初、わたしは侍じ女じよの部屋に忍しのび込んだマリウスが捕つかまって騒そう動どうにでもなっているのかと思ったんだがな。こいつ、ぐっすり寝ね入いってやがった」


「それも冗談ですよねぇ？」


「いや、割と本気でそう思ったぞ」


「いくら僕でも、初めて訪れた他国の王おう女じよ様のお屋敷でそこまではしませんよ」


「そうか。そヽこヽまヽでヽはしないのか」


「あ～～、え～～と」


「初めてじゃなければ、してるんだな？」


「……王子もたいがい酷ひどいですね」


　するとネゥネゥが割り込んできた。


「マリウス様、わたしの寝台に潜もぐり込もうとしました」


「ちょ……ネゥネゥ？」


　マリウスが大きく仰のけ反ぞった。


「なんだって!?」


　リカルドが目を剝むき、アイオリッタはネゥネゥを指さして彼を睨にらみつけた


「貴様、こんな幼女にまで手を出そうとは、見下げ果てた奴やつだな」


「幼女って言わないでください。あと、今のは冗談です」


　だぁぁ～～っと、三人がずっこける。


「かなり本気にしたぞ」


「わたしは完全に信じたな」


「だから……酷いですね、みんな」


「いちばん酷いのはマリウスだと思うけどな」


　と軽く突つっ込こんでおいてから、もう一度、リカルドは窓際まで歩み寄った。


　観音開きの窓を手前に開けると、夜の冷えた外気が室内に流れ込んでくる。


　やはり雨は止んでいたが、空はまだ雲に覆われているようで、月も星も見えない。その代わり、玄げん関かんのほうで松明の炎が揺ゆれているのが見える。


「あれを見てみろよ」


　とリカルドが言うので、マリウスとアイオリッタが窓際まで進みでた。


「こんな夜中に松明を照らして……か」


「しかも、丘おかの中腹のほうにも見えます。街とこことを行き来していますね、あれは」


「……何かあったのは間ま違ちがいないな。だが、何があったというのだ」


　とそのとき、内庭で何者かが動く気配がした。


「王子、そこを退どけ」


　背後から手を伸のばしたアイオリッタが、リカルドの襟えり首くびを摑つかんで後ろに引っ張った。


「うぉっっ？」


　リカルドを投げ飛ばすようにして下がらせたアイオリッタは、代わって進みでて窓際に立ち、鋭するどい目つきで暗くら闇やみの中を見み透すかす。


　いつの間にか彼女の手に短たん剣けんが握にぎられていた。


「……ん？　なんだ」


　アイオリッタの全身から力が抜けた。


　彼女が右手を挙げ、ぐるぐると回してみせると、直後、暗闇から何かが飛んできて窓まど枠わくにぶつかった。


「鉤かぎ爪づめという奴か」


　金属製の小さな錨いかりのような物が窓枠に引っかかっている。


　アイオリッタが一歩、二歩と下がると、直ぐに窓の外に頭ず巾きんで顔を覆ったカオルゥが姿を現した。頭巾も暗色なら、着ている忍び衣装も暗色だ。暗闇だと直ぐそこに立たれても判らないのではないかと思える。そんなカオルゥを見つけたアイオリッタの夜よ目めの利き具合も並なみ大たい抵ていではない。


「窓に引っかけたそれを伝って外がい壁へきを登ってきたんですか」


　とマリウスが感心した声を上げる。


　窓から部屋に入り込んだカオルゥは、鉤爪と縄なわを回収し、窓を閉めると、アイオリッタの眼前に片かた膝ひざついて頭を垂れた。


「カオルゥ、ただいま戻もどりました」


「それはいいが、どうしてわざわざ外から戻ってきたんだ？」


　とアイオリッタが訊きいた。


「はい。館の中を歩き回る人が多くなりましたので、内庭でどうしようかと思案していたところ、王子様のお部屋の窓が開くのに気づきまして、それで」


「なるほど。で、どうなっている？」


　アイオリッタが報告を求める。


「はっきりとは判りませんが、どうやら街のほうへ早馬が着いたようなのです。それで街から報告のために何人もの兵が上がってきたのです。その報告を聞いて、館の中でも人の動きが慌あわただしくなった……ということのようですね」


　アイオリッタの背後からリカルドが身を乗りだしてきた。


「こんな時間に早馬がか!?」


「はい、王子様」


　リカルドが驚おどろくのも無理はない。


　この世界、この時代の人々は、ふつう夜には移動しない。


　街道とはいっても、街路灯など整備されておらず、馬や馬車に前照灯がついているわけでもない。


　松明や強がん盗どう提ぢよう灯ちんの明かりを頼たよりに歩けないことはないが、あまりにも効率が悪すぎる。それに、夜の移動は野盗や猛もう獣じゆうの餌え食じきになる確率が高い。


　よほど道に慣れた優れた馬の乗り手か、よほどの緊きん急きゆう事態でもなければ、徒歩だろうと馬だろうと馬車だろうと、夜中に移動することはない。軍の部隊であっても、緊急事態を除けば夜中の行軍は避さけるとしたものだ。それなのに、カルヴェルグの街まで早馬が来たということは。


　どこかで緊急事態が勃ぼつ発ぱつしたのは確実だな。


　しかも、カオルゥによれば、城から居館へ連れん絡らくに来た兵士は、ひとりやふたりではないという。今も兵がひっきりなしに居館と街とを往復しているという。


　となると、これはセフィア王女に大きく、あるいは決定的に影えい響きようする何かが起きた……ということになるな。その何かとはなんだ!?


　直ぐに思いつくのは。


　王族の誰かが亡くなった。


　戦いくさが起きた。


　なんらかの大きな自然災害が起きた。


　国内で伝染病の発生が確認された。


　……そのくらいか。いずれもが夜中に早馬を飛ばす価値はある。だが、その中のどれかということになると……いや、ここで考えていても始まらないな。


　リカルドは顔を上げ、アイオリッタとマリウスに向かって告げた。


「おい、セフィア王女のところへ行くぞ。まさか、まだお休み中ってこともないだろ」


「承知した、王子」


「まずは着き替がえませんとね」


　ふたりもリカルド同様、由々しき事態が起きていることを察していたのだろう。驚きも焦あせりも見せず、王子の言葉に頷うなずいた。


「カオルゥは……いつもの恰かつ好こうだな」


　さすがのカオルゥも、偵てい察さつ任務のときは派手なことも目立つこともしない。


「おい、ネゥネゥも着替えておけ。いざというときに直ぐに動けるようにな」


「了りよう解かいいたしました、王子様」


「では、カオルゥはここで王子の警護を」


「ははっ、アイオリッタ様」


「頼たのんだぞ」


　カオルゥを残して、アイオリッタ、マリウス、ネゥネゥが隣りん室しつへと戻っていった。


　すすっと部屋の隅すみに下がったカオルゥが、囁ささやくような声で言った。


「ささ、王子様、お着替えを」


「いやいや、なんで見学者的な体勢になってこっちを凝ぎよう視ししてるんだ、おまえ」


「王子様を見張っているだけです」


「だから。今から着替えるんだから、見張られたら困るだろう」


　カオルゥは不思議そうな顔で小首を傾かしげた。


「誰だれがですか？」


「俺がだよ！」


「……ああ！」


　鋭いんだか鈍にぶいんだか、よく判らない奴だな。


「では王子様の気にならないように気配を隠かくします。甲こう賀か忍術隠おん形ぎよう……」


　部屋の片かた隅すみに片膝ついていたカオルゥの姿がゆらりと揺らめいた……ような気がした。


　リカルドが目を瞬しばたたかせていると、いつの間にか彼女の姿が視界から消えている。姿だけではない。彼女の気配も綺き麗れいに消えていた。


　部屋から出ていったのかな。


　安あん堵どの息を漏もらすリカルドだが。


　いや、待てよ。あいつ、「隠形の術」って言ってたよな。たしか、それって……。


　リカルドは燭しよく台だいを摑むと、部屋の中を歩いて、カオルゥがいた寝しん台だい脇わきまで進みでる。


「まさかとは思うが……」


　彼が燭台を突きだすようにして寝台脇の空間を照らし、そこを凝視すると。


　空気がゆらりと揺らめいて、ひっそりと蹲うずくまっているカオルゥの姿が浮うかびあがった。


「……おい」


「拙せつ者しやの隠形の術を見破るとは、王子様、やりますね」


「やりますね、じゃねえよ！　俺から見えなくなったって、おまえから俺が丸見えだったら意味がないだろ！」


「拙者の姿さえ見えなければ、王子様は安心して着替えができるかと」


「できるか！　いいから出ていけ！」


「拙者、王子様の警護をせよとアイオリッタ様に命じられております。出ていくわけにはいきません。王子様の身の安全が第一ですから、この命に代えましても見張りを！」


「いや、それはありがたいんだけどさ」


「でしたら、早くお着替えなさってください。ぐずぐずしているとアイオリッタ様たちが戻ってきてしまいます」


「じゃあ、せめてあっち向いてろ」


　リカルドが壁かべのほうを指さすと。


「それでは王子様の着替えを見張れなくなってしまいます」


「本音が出やがったぞ、こいつ。おまえ、俺を見張りたいんじゃなくて、俺の着替えを見張りたいだけなんじゃないか!?」


「あ、いえ、そんなことは」


　ぷるぷると首を横に振ふっているカオルゥだが。


　ったく。俺の着替えなんか見て楽しいのか。


「かなり楽しいです」


「俺の心を読んだふうなこと言ってるんじゃねえ！」


「も、もうしわけございません」


「ほれ、あっち向けったら！」


　腰こしを落としたまましんなりと肩かたを落としたカオルゥが、その場でくるりと体を回転させ、リカルドに背を向けた。


「こっち見たら蹴けるからな」


「見ません」


　カオルゥが壁のほうを向いているあいだに、リカルドは素早く羽織り物を脱ぬいで、素早く衣服を着込んでいく。王子用の華か麗れいな衣装ではなく、使者としての衣装をだ。


　彼が着替え終わったのを見計らったかのように客間の扉とびらが廊ろう下か側から叩たたかれた。
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　その音を聞くとカオルゥは弾はじかれたように立ちあがり、そのまま一目散に部屋を横切って扉へと突とつ進しんしていった。


　手に苦く無ないを隠し持もって扉の前に立ったカオルゥが相手を誰すい何かする。


「どなたですか？」


「夜分に申し訳ございません、リィシャです。リカルド様はいらっしゃいますか」


　声を確認したカオルゥは、苦無をしまうと静かに扉を開けた。


　廊下に立っているリィシャは侍じ女じよ用の衣服の上に軽装鎧よろいを装着済みだった。腰に剣けんも佩はいている。それだけで事態の重大さが窺うかがい知しれるというものだ。彼女の後ろに完全武装の女子衛兵が二名控ひかえている。


「リィシャ、俺はここにいるぞ」


　リカルドが中から声を上げると、すっとカオルゥが道を空けた。


　リィシャが室内に足を踏ふみ入れた。衛兵はそのまま廊下に控えている。


　早足で王子の許もとまで歩み寄ったリィシャが彼の眼前で足を止め、大きく腰を折った。


「夜分にお騒さわがせしてしまい、申し訳ございません」


「それはいい。それより、館の内外がざわついているな。いったい何が起きたんだ？」


「はい……」


　リィシャは大きく息を吸い、一気に吐はきだした。彼女の思いをリカルドにぶつけるかのように。
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「王国で謀む反ほんが起きたとの連れん絡らくがございました」


「な……なんだって!?」


　一いつ瞬しゆん、驚おどろきで固まってしまうリカルドだが、直ぐに我に返った。


　振り返かえって大声を出す。


「おい、アイオリッタ！　マリウス！」


「今そちらへ」


　直ぐにアイオリッタとマリウスが駆かけ込んできた。その後ろからはネゥネゥも。


　アイオリッタは白銀しろがねの軽装鎧を着込んでいた。彼女の得物である槍やりは、ここに登るときに預けてしまっていたから、手持ちの武器は短たん剣けんくらいしかない。その短剣を、腕うでや腰や足に何本も差しているアイオリッタは半臨戦態勢にあるといってよかった。


　魔ま術じゆつ士しであるマリウスは鎧を着けていなかった。代わりに、服の下に白銀の小片を編み込んだ帷子かたびらを着込み、対魔術防ぼう御ぎよを載のせた外がい套とうを羽織っている。こちらもいつでも闘たたかえる出いで立たちだった。


　最後に現れたネゥネゥは見慣れた料理服姿だが、前まえ掛かけや料理服の隠しに何本もの包丁が差してある。


　それに気づいたリカルドは、驚きの顔をネゥネゥに向けた。


　おいおい、包丁の大半は、館に登る前に下の詰つめ所しよに預けてきたはずだろう。まだこれだけの包丁を隠し持っていやがったのか。


　いったい何本の、というか、何十本の包丁を持ち歩いてるんだ、ネゥネゥは。もっとも包丁を持たせたらアイオリッタやカオルゥにも匹ひつ敵てきする戦せん闘とう力を発揮するからな、あいつ。それはそれで心強いけど。


　どこに隠し持っていたのかはあとで確認しようと思いつつ、リカルドはリィシャに顔を向ける。


「状じよう況きようは？　セフィア王おう女じよはどうしている？」


「いま接客の間まにて配下の者に指示を与あたえているところでございます。リカルド様たちはできるだけ急いで退去の支度をしていただきたいというのが王ひ女め様の要望でございます」


「俺たちを逃にがすと？　この城に敵が攻せめてくるっていうのか!?」


「まだ情報が錯さく綜そうしていて、はっきりとしたことは申せませんが……その可能性は充じゆう分ぶんにございます」


　リカルドは低く唸うなった。


「状況はそこまで悪いのか」


「王子、とにかく退去の支度をしましょう」


　というマリウスを制して、リカルドはリィシャに言った。


「すまないが、セフィア王おう女じよのところへ連れていってくれないか」


「ですが……」


「いいんだ。俺たちは支度が必要なほどたいそうな物を持ち歩いてるわけじゃない。いざとなればこの身ひとつで逃げればいいんだ。どうしても持ちださなきゃならないのはネゥネゥの包丁くらいだろ。なぁ、ネゥネゥ？」


　いきなり名を呼ばれて少し驚くネゥネゥだが、直ぐににっこりと笑った。


「はい、他の物は替かえが利きますから。命あっての桃もも種だねと言いますし」


「言わねえよ」


　軽くネゥネゥに突つっ込こんでおいて、リカルドは改めてリィシャに向き直った。


「詳くわしい状況を知りたい。それから、セフィア王おう女じよがこのあとどうするかも」


　リィシャは少し考える素そ振ぶりを見せたが、直ぐに、


「判りました。ご案内いたします。どうぞ、こちらへ」


　と言って身を翻ひるがえした。


「行くぞ」


　リカルド以下、五人が客間を出た。


　衛兵を引き連れて足早に廊下を歩むリィシャを追いかけ、リカルドたちも早足で廊下を進んでいった。
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　廊下を歩いているあいだ、館内のあちこちから人の声が聞こえてきた。人が動き回る足音も聞こえる。深夜だというのに、セフィア王おう女じよの居館は人の気配で満ち満ちていた。


　一同は、セフィア王女が指揮を執とっているという接客の間にやってきた。


　開け放した扉から、天てん井じようの吊つり照明の眩まばゆい光が廊下にまで溢あふれている。


　凛りんとしたセフィア王女の声が、廊下を歩くリカルドの耳に届く。


「……エイシャの隊も物見に出すがよい。吾われは朝になったら下に設けた作戦指揮所へ移る。ここには見張りの兵を二十ばかり残しておけばよい。残りの者は、吾と共に街に下りるのじゃ。それと、城じよう壁へきの点検を急がせよ」


「ははっ」


「よし、行くがよい」


　完全武装の女性兵が部屋から飛びだしていくのを、リカルドたちは身をよじって避よけた。


「おお、リカルド殿どのか」


　リカルドたちの姿を認めたセフィアが手を挙げ、出入り口のほうへと歩いてきた。


　兜かぶとこそ被かぶっていないが、セフィア王女も白銀の鎧を着込んでいた。白銀は軽くて丈じよう夫ぶな金属だから、小こ柄がらなセフィア王女が着ても動きが鈍にぶくなるということはない。


　ふだんと変わらぬ足取りで歩み寄ってきたセフィア王女は、リカルドの前で足を止め、ふっ、と自じ虐ぎやくの笑みを浮うかべた。


「すまんのう。せっかくリディアからお出いでいただいたというに、吾わが王家はせっかちでいかん。事を起こすに、来客のあるなしなど一切考こう慮りよしないのじゃからな」


　王女の諧かい謔ぎやくに笑みひとつ浮かべず、リカルドはセフィアに迫せまった。


「詳しい状況を教えてくれないか」


「それはかまわぬが、しかし、ここを出る支度は済んでおるのか？」


「そんなものは後回しだ」


　セフィアの顔に戸と惑まどいの色が浮かぶ。


「いや、そんなものって、直ぐにもここを出てもらわぬと困るのだがな」


「事態はそこまで逼ひつ迫ぱくしているんだな？」


「たぶんな」


「たぶんとは？」


「確度の高い情報が少なくてな。まだ吾も完全に事態を把は握あくしているわけではないのだ」


「じゃあ、判っている範はん囲いでいい。教えてくれ」


　リカルドは腕うで組ぐみをして仁王立ちになる。事情説明があるまでは梃て子こでもここを動かないぞ、という意思表示だ。


　小さなため息を吐ついたセフィア王女は、


「さようか。では、こちらに来てくれ」


　と言って、五人を室内に招き入れた。


　その後ろからリィシャがついていく。


　接客の間の大きな方ほう卓たくの上にシュールティス王国の地図が広げられていた。その周囲を、リィシャと同様、侍じ女じよ服の上に軽装鎧よろいを着込んだ数人の侍女が囲んでいた。
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　リカルドたちを連れたセフィアが寄っていくと、卓を囲んでいる侍女たちが下がった。入いれ替わるように、セフィア、リィシャ、リカルド、アイオリッタ、マリウスが方卓を囲んで立った。カオルゥとネゥネゥは王子の背後に控ひかえる。


　五人は卓たく上じように広げられているシュールティス王国の地図を覗のぞき込んだ。


「謀反を起こしたのは誰だれなんだ？」


　と王子が訊きくと、セフィアは地図上の一点を指さして答えた。


　彼女が指し示したのは、カルヴェルグ城とは反対側、シュールティス王国の西の外れに近い場所にある城だ。


「二の兄上じゃな」


「第二王子か」


「さようじゃ。辺境にあった第二王子セルヴィンが、外とつ国くにの兵力を引き入れ、反国王の兵を挙げた」


「外つ国ってのは？」


「我が国の西方にあるサヴォイ王国じゃよ」


「サヴォイか。最近、あちこちに手を出しているとは聞いていたが」


「今のところ、サヴォイがどの程度の兵力を送り込んできたのかはよく判らん。が、セルヴィンの手勢とサヴォイの軍勢は破竹の進しん撃げきを続けて王都に迫ったそうでな。ここまでは確実な情報じゃな」


「いくら不意を衝つかれたといっても、そう簡単に王都に迫れるものなのか？」


　とリカルドは首を捻ひねるが。


「偶たま々たまというか折おり悪あしくというか、三の兄上を放ほう逐ちくするために、国軍の主力が王都を離はなれておったのじゃよ」


「第三王子まで絡からんでくるのかよ!?」


「というより、むしろ元げん凶きようはこちらじゃったからな」


　セフィアは王都の南方にある地図上の城を指先でとんとんと叩たたいた。


　リカルドは、やれやれと頭を振ふった。


「で、第三王子は何をやらかしたんだ？」


「具体的に何をというわけではなくての。以前から素行に問題ありとされていたのじゃ。最近、特に目に余るということで、父君と一の兄上が征せい伐ばつを決めたのじゃろ」


「……いろいろ大変だな、おまえの家も」


「まったくじゃな。まぁ、吾が家いえは昔からこうじゃから今さらの話ではあるが。ともあれ、三の兄上を追放する、もし抵てい抗こうされれば力ちから尽ずくで、ということで、吾が軍の主力は三の兄上のいる南の城、ホルベンヴェルグへ向かっていたのじゃな。つまり、王都の周りはすかすかだったわけで、二の兄上にその隙すきを衝かれたということじゃ」


「その話だと……第二王子と第三王子、結けつ託たくしていないか？」


「おお、リカルド殿もそう思うか」


「ああ。いくらなんでも都合がよすぎるだろ。自分の手勢だけならまだしも、サヴォイの軍勢を動かすとなれば、それなりの準備が必要になる」


「そうじゃな。軍の主力が三の兄上の城へ向かうから、よし今のうちだ！　というわけにはいかんじゃろうな。前々から周しゆう到とうに準備を進めていなくてはこう上手くはいかん。となると、リカルド殿の言うとおり、二の兄上と三の兄上が結託している可能性は高いと思う。じゃが、確証はない」


　今の一連のやり取りで、リカルドには、セフィアの軍事知識がしっかりしていることが確認できた。


　蝶ちようよ花よと育てられただけの王おう女じよ様じゃないってことだな。


　それはセフィアにとっても同様だった。


　二の兄と三の兄の結託を即そく座ざに疑うなど、婚こん約やく者殿、なかなか頭が回るな。


　もう一度、互たがいに相手を認め合うことになったふたりだが、今はそんなことに感心している場合ではなかった。


「ふたりの関係はともかく、王都の軍だけでなく、諸しよ侯こうの兵も動員されておったからな、二の兄上とサヴォイの軍を遮さえぎるものはなく、両者は無人の荒こう野やを行くが如ごとく王都に迫れたというわけじゃ。そして、ここからは未確認情報になるのじゃが」


　そこで一いつ旦たん言葉を切ったセフィアは、顔を上げ、視線を地図からリカルドに向けた。


「どうやら王都は陥おちたらしい」


　リカルドだけでなく、アイオリッタ、マリウス、カオルゥ、ネゥネゥの五人が大きく息を呑のんだ。


「にわかには信じられないが……」


「最初の早馬は王都から送られてきたものでな、二の兄の手勢とサヴォイの兵が王都に迫っていることを報せてきた。じゃが、その後、王都からの連れん絡らくがないのじゃ。代わりに、王都の東にある三の姉上の城から早馬が来てな、王都が陥かん落らくしたらしいと報せてきおった。じゃから確定情報ではないが、三の姉上が送ってきたのだから、ある程度の確度はあると思うておる。同時に三の姉上は『城を捨てて逃にげるからおまえも逃げろ』と言ってきたのじゃが……」


　セフィアは、ふっと自じ嘲ちようの笑みを浮かべた。


　逃げるというても、どこへ逃げるというのじゃ。


「さて、王都が陥ちたとなると、父君と母君、それに一の兄上は囚とらわれた可能性が高いことになる。あるいは攻こう防ぼうの最中に討ち死にしたか。もちろん逃げ果おおせた可能性もあるが、いずれにせよ国の実権は、おおよそ二の兄の手に落ちたと見るべきじゃろうな」


「なるほどな。駒こまの配置はだいたい把握できた。そして、今はこちらの手番か」


　リカルドがそう呟つぶやくと、セフィアは怪け訝げんそうな顔を向けてきた。


「駒？　駒とはなんじゃ？　手番とは？」


　地図に描えがかれた城や砦とりでの配置を横目で見たリカルドは、まさにこれからシュールティス王国という名の将棋スカツシエ盤で将棋スカツシエを指すような気分になったから思わずそう呟いてしまったのだが、そんな本音はセフィアに言わない。言えば、これは盤ばん遊技などではないと彼女が気を悪くするだろうから。


「あ、いや、俺は将棋が好きなんでな、ちょっとそれに喩たとえただけだよ」


「さようか。将棋なら吾も多少は嗜たしなむが……」


　リカルドは正面からセフィアの顔を覗き込む。


「でさ、将棋に喩えると、今はこちらの指す番だと思うんだけど……あんたはどうするんだ？」


「吾われか。吾はこの城に留まるよ」


「それって……籠ろう城じようするってことか？」


「籠城することになるかどうかは、もう少し情報を集めてみないと判らぬが、そうなる可能性はあるの」


「しかし……この街にそれほどの兵がいるのか？」


「おらん」


「おらんって……」


「物見に百ほど出したから、今のところ動かせる手勢は二百程度じゃ。百のうち、どれだけが戻もどってくるかも判らん。物見の任務を言いつかったのをこれ幸いと、二の兄の陣じん営えいに走る者も出てくるじゃろうな。街の住民から義勇兵を募つのったところで、城の守備に使える兵力は三、四百が精せい一いつ杯ぱいじゃよ」


「それで籠城って無茶だろ」


「無茶でもなんでも、やらねばならん」


「どうしてそこまでする必要がある？　第三王女は逃げるって言ってるんだろ。あんただって逃げればいいじゃないか」


「父君と母君が逃げ果おおせている場合、おふたりを迎むかえる必要がある」


「む……」


「王都が陥ちた以上、周りの城は抵抗を続けぬじゃろう。父君と母君が逃げ込もうとしても拒きよ絶ぜつするかもしれん。そして、西と南には逃げられん。二の兄と三の兄の勢力圏けんじゃからの。となれば、おふたりがこちら、東に逃げてくる蓋がい然ぜん性は高い。吾が城から逃げだしてしまえば、おふたりは拠よるべき城をなくして追っ手に捕つかまってしまう」


「……だが、他にも王族はいるんだろ？」


　セフィアの顔に皮肉の笑みが浮うかんだ。


「おお、おるよ。頼たよりにならぬ者とか当てにならぬ者が大勢な」


「ああ……そうなんだ」


「三の姉上が早々に逃げると言っているじゃろ？　他の者も、みな似たり寄ったりの対応じゃろうな」


「じゃあ、どうしてあんただけが留まろうとする？」


「一の兄上は吾の実兄で、一の妃きさきは吾の実母じゃからだよ」


「ん？　あんた、正妃の娘むすめだったのか!?」


　セフィアは唇くちびるを嚙かみ、どこか悔くやしそうな表情になったが、それも一いつ瞬しゆん、直ぐに顔を上げ、堂々と胸を張ってリカルドに告げた。


「公式には違ちがうことになっているがの、実際にはそうなのじゃ。じゃから吾は、実の母や兄を見捨てるような真ま似ねはできん」


　リカルドは黙だまり込んだ。


　そのまま真しん剣けんな顔で何かを考えている。


　リカルド殿は何を考えているのだ？　逃げる算段か？　いや、そうではないな。逃げるのなら、考えるまでもない。ひたすら走ってリディアまで帰ればいいだけの話じゃ。では、いったい何を……。


　セフィア王女は不思議そうな顔でリカルドを見つめるが、そんな王女の様子に気づきもしないまま、リカルドは沈ちん思し黙もつ考こうを続けている。


　問題は、劣れつ勢せいの局面をどうやってひっくり返すか。それと、今回の勝利条件は何か、ということだな。


　将棋であれば相手の王を詰つめるのが勝利条件だ。だが、実戦では必ずしもそうとばかりはいえない。勝利条件は毎回違ってくるのだ。それを見極め、正しい大たい局きよく観かんで事に当たることこそ、逆転の秘ひ訣けつである。


　そしてリカルドが考える今回の勝利条件とは。


　使える兵力がほとんどない現状で、追おい詰められたセフィア王女を救うことだな。そのために俺に何ができるか。俺は何をするべきか。


　かなり切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようにも思えるが、リカルドはそれほど慌あわててはいない。焦あせってもいない。


　達人級の指し手と指せば、こういう劣勢の局面になること、よくあるからな。それに、指し継つぎ将棋スカツシエだと、一手進むごとに、がらっと局面が変わることも多い。


　指し継ぎ将棋とは、ふたり、あるいは三人で組んで指す将棋のことで、一手指すごとに指し手が交替、あるいは数手指すごとに交替と指し方はいろいろあるのだが、相方が指しているあいだに、局面が一変すること、たしかによくある事例だ。


　盤の前に戻ってみたら劣勢どころか敗勢になってた、なんてことだってある。けれど、どんな局面に追い込まれようと逆転の一打はどこかにあるもんだ。だいいちリディアには昔から使える兵力が少ない。窮きゆう地ちに追い込まれたときに兵力に頼らぬ打開策を考えるのは、リディアの王族としての本能のようなものだぜ。


　リカルドは不敵な笑みを浮かべた。


　リカルドの父も祖父も曾そう祖そ父ふも、そうして危機を乗のり越こえ、国を保ってきた。その血、その能力が、リカルドにも脈々と受うけ継がれている。どころか、彼には一族の中でも飛とび抜ぬけた危機管理能力が具わっている。今はまだ蕾つぼみでしかないその才能はやがて大きく開花するはずだが、それはまだ先の話である。


　なんらかの結論を出したようで、リカルドはゆっくりと顔を上げた。


「……読めた」


　セフィア王女が、いかにも怪訝そうに眉まゆを顰ひそめた。


「は？　何が読めたのじゃ、リカルド殿？」


「手伝うぜ」


「いや……じゃから何を？」


「あんたのやろうとしている事をさ」


「……は？」


「国王と王おう妃ひ、それに第一王子の安否を確認して、無事に落ち延びているのならこの城に迎え入れる。あんたがしたいのは、それだろ？」


「あ……ああ、そうじゃ」


「べつに、ここで国王や王太子に殉じゆんじようってわけじゃないな？」


「ああ、いや……うむ、そういうわけでは……」


「だったら、それを手伝おう」


　セフィアは、ふるふると掌てのひらを振ふった。


「いや、駄だ目めじゃ駄目じゃ」


「どうして？」


「ど、どうしてって、危険じゃからに決まっておろう。もしも二の兄の送って寄よ越こした部隊に囲まれてしまったら、脱だつ出しゆつできなくなるかもしれんのじゃぞ!?」


「そのときはそのときだ。俺はリディアの人間だからな、名乗りでれば、殺されることはないだろ」


「いや、しかし……客人という名の体ていのいい人質にされて、王都まで連れていかれるかもしれんぞ？」


　リカルドは、ははは、と笑った。


「ああ、その可能性はあるな」


　それまで黙ってリカルドとセフィアの話を聞いていたマリウスとアイオリッタが、話に割って入ってきた。


「王子、笑い事ではありませんよ」


「そうだ。もしも貴様が囚われの身になってしまったら、国王様に申し開きができんではないか」


「おふたりの言うとおりじゃ、リカルド殿。悪いことは言わん、直ぐにこの城を退去すべきじゃ。いや、これは吾のお願いじゃ。頼たのむ、退去してくれ」


　セフィアはリカルドに向かって大きく頭を下げた。


「せっかく吾を訪ねてきてくれた婚こん約やく者殿を危険な目に遭あわせるのは、吾の望むところではない」


「セフィア王おう女じよ、あんた、婚約者だから俺の身を案じてくれるんだよな？」


　顔を上げたセフィアは、怒おこったように眉を寄せて応えた。


「も、もちろんじゃよ！」


「だったら、俺も同じだ。婚約者であるあんたが命の危険も顧みずに、国王や妃、王太子のために一働きしようって言っているのに、俺が何もしないで、ここから逃にげだせると思うか!?」


「い……いや、しかし……他国のそなたにそんな危険な真似をさせるわけには……」


「そうですよ、王子」


「王女様の前だからといって、恰かつ好こうをつけるのは止せ」


　アイオリッタとマリウスは険しい表情を作って王子を睨にらみつけるが、王子はひらひらと掌てのひらを振ってふたりの視線を受け流す。


「あ～～、知らん知らん。おまえたちがなんて言おうと、俺はセフィア王女を手伝っていくからな」


「ど、どうしてそこまでしてくれる？　今日初めて会ったばかりの吾のために」


「どうしてって、俺たちは婚約者だからだよ。困っているあんたを助けるのは、婚約者として当たり前のことだ。それ以外に何か理由がいるか？」


　驚おどろきに目を見開いたセフィア王女だが、直ぐに俯うつむくと、一言、


「すまぬな」


　と言って肩かたを落とした。


「この借りを返せるかどうかは判らんが、いまはありがたくリカルド殿の力ちから添ぞえを頂ちよう戴だいしておく」


「返す必要なんてないよ。何度も言うが、俺たちは婚約者だろ。貸し借りの関係じゃないはずだぜ」


「……重ね重ね、すまぬ」


「あのですね、王子」


　口を開きかけたマリウスを王子が遮さえぎった。


「言いたいことは判る、マリウス。アイオリッタも。だがな、よく考えてみろ」


「……何を、です？」


「リディア王国、外交で成り立っている国だよな？」


「ええ、はい、それは」


「外交でいちばん重要なのはなんだ？　大事なのはなんだ？」


　マリウスとアイオリッタが顔を見合わせる。


「国王おやじがどう考えているかは知らない。けど、俺はこう思っている。いちばん大事なのは信用だと。信しん頼らいだと。信義だと」


　ふたりは真剣な表情でリカルドの顔を見つめている。


「それがなければ、どれほど努力したって成果は生みだせない。今ここでセフィア王女を見捨てて俺が逃げだしたら、この後、他の王女のところへ出かけたときに、王女たちから信用されると思うか？　信頼を勝ち取れると思うか？　信義のある男だと思われるか？」


　マリウスが、ふっと肩の力ちからを抜いた。


「判りましたよ、王子。あなたのやりたいようにやってみるといいでしょう」


「希まれに見るほどごく偶たまには、王子もいいことを言う場合があるのだな。いいだろう。わたしも王子の意思を尊重しようではないか」


「認めてくれるのはありがたいけどな、最初の副詞的な言葉が要らないな」


「リカルド殿の厚意は涙なみだが出るほど嬉うれしいが、本当によいのか？」


　セフィアが念押ししてきたので、彼は胸を張って応えた。


「どこまで手伝えるかは判らないけど、やれるだけのことはやるよ。というか、あんたが気にすることはないんだ。これはあんたの力になりたくて俺が勝手にやってるんだから」


「リカルド殿、そなたは予想に反して誠実な男よな」


「予想に反してって、どういう意味だよ」


「いや、外交が売りのリディア王国の王太子で、しかも十六人もの婚約者を持っているとなれば、もっとこう腹黒いというか、裏表のあるというか、計算高いというか、そういう男かと思っていたのじゃがな」


「腹は黒くないつもりだが、計算高いってのは否定しないな。今回、あんたを手伝うのだって、他の王おう女じよの評価を気にして、計算の上のことかもしれないぞ？」


「計算したからといって、実際にできるとは限らんじゃろ。それに、十六人もいる婚約者の中のひとりのために己を危険に晒さらすわけじゃからな、計算だけでできることではない。まったく、吾われはリカルド殿に惚ほれてしまいそうじゃよ」


「なんだ、まだ惚れてなかったのか」


「むう、自信過か剰じようなのはどうかと思うがな」


　リカルドとセフィアは軽く笑い合った。


　そんなふたりの様子を見て、リィシャは大いに喜んでいた。


　セフィア王女がリカルドのことを気に入ったことを。リカルドもセフィア王女のことを気に入ってくれたことを。そして何よりリカルドがセフィア王女を見捨てなかったことを。


　セフィア王ひ女め様の未来に大いなる暗雲が立ち込めてしまったわけですが、リカルド様がお側にいらしてくだされば、王女様の未来も、そう捨てたものではないかもしれません。
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「さて、戦略目標はいいとして、それを達成するための戦術は？」


　自分が考える勝利条件とセフィアが追求する目的とには微び妙みような齟そ齬ごがあるのだが、リカルドとしては、そこには触ふれないで話を進めるより外ほかない。


「ん？　おお、そうじゃな。父君と母君、それに一の兄上の安否を確認するには、とにもかくにも偵てい察さつじゃ。様々な情報が錯さく綜そうしているし、なるべく確度の高い情報を集めるためにもな。じゃから、物見のための部隊を幾いくつも放っておる。この城へ敵の、つまり二の兄の手勢、あるいはサヴォイの部隊がということじゃが、それが近づいているのかどうかも確認せねばならん。もし近づいているなら、対応策を考えんとな」


「遅おそいな」


「ん？」


「敵の部隊を見つけてから対応策を考えても遅いだろ」


　つまり、敵の着手を見てから対応策を練ってるんじゃ遅いってことだな。何手も先まで読んでおかないと、劣れつ勢せいを覆くつがえすのは難しい。


「そうは言うても、敵の出方が判らんと、こちらも対応のしようがないではないか」


「その前に。敵はこの城に来るのか？」


「来るじゃろうな。父君や母君、一の兄上のことはべつにしても、二の兄は吾の出自を知っておる。一の妃きさきの娘むすめ、王太子の妹。それだけで吾を捕とらえる理由は充じゆう分ぶんじゃ」


「そうか」


「それに、先ほども言うたように、父君たちが王都を脱出しておるなら、こちらに向かう可能性は高い。奴やつらにとってここは、国王や王太子が国外へ脱出できぬように、なんとしても押さえたい場所になる。じゃから、しばらくはこの城を保持していなくてはならん」


「……国王や王妃、王太子の安否が確認できるまで、ということでいいんだな？」


「そうじゃな。だが、父君たちが逃げているのなら、そして行方ゆくえが判っていないのなら、その行方が判るまで、この城を棄すてるわけにはいかん。吾がこの城を保っていることを知れば、必ずここを目指して落ち延びてくるはずじゃ」


　セフィアはそう力説するが、リカルドはそこまで楽観的にはなれない。第二王子と第三王子が結けつ託たくして事を起こしたのなら。そしてそこにサヴォイ王国まで加わっているのなら。国王が王都から脱出できた可能性はかなり低いのではないかと彼は思っている。


　たとえ逃げだせたとしても、ろくな準備もないまま、最小限の供回りだけで逃げているはず。それで逃げ切きれるかどうかは甚はなはだ心許ない。


　それに東へ逃げたところで、その先にあるのはリディア王国だ。軍事的には頼たよりにならない。自分たちを匿かくまってくれるかどうかも判らない。何しろ外交で国を保っている国だ。新たに実権を握にぎった男と友好関係を築くためには逃げ込んできた者を売るくらいのことはする……と国王が考えたとしてもおかしくはない。


　とすると、やはり北へ逃げると考えるのがふつうだな。


　北の国くに境ざかい近くにあるのは二の王女と四の王子の居城だ。その背後にはイ・ウー・ハン国が控ひかえている。天険を誇ほこるイ・ウー・ハン国に逃げ込んでしまえば、第二王子もサヴォイの軍も手出しはできないはず。それに、イ・ウー・ハン国は精せい霊れいを開祖と仰あおぐ特とく殊しゆな山さん岳がく民族の国で、シュールティスの現王家とも友好関係にあった。国王たちを受け容れてくれる可能性はある。


　と、冷静に思考を進めるリカルドだが、それをセフィアには言わない。いまの彼女に理を尽つくして説得しても、たぶん認めようとしないだろうと思うから。


　これだけの変事、凶きよう事じを前にして、冷静になれ、理性的になれと諭さとしたって、無理な相談だからな。


　だから王子は、とりあえずセフィア王女のやりたいようにさせてやろうと思っている。ただし、最後の最後では、無理やりだろうが強引にだろうが、彼女のために動こうと思っている。リカルド自身の勝利条件を実現するために。


　ま、それはまだ先の話だ。今は国王一家の安否確認が先決。


「判った」


　と頷うなずいたリカルドは、しかし、釘くぎを刺さしておくことも忘れない。


「とはいえ、敵の部隊を確認してからの対応では間に合わない。先に準備をしておく必要があると思うな」


「籠ろう城じようの準備はしておるぞ」


「単なる籠城じゃ時じ間かん稼かせぎにならないだろ。相手の兵力にもよるけれど、ここには二百かそこらの兵士しかいないんだよな？」


「そうじゃ」


「相手が一千以上の部隊を送ってきたら、保もたないだろ」


「……そうじゃな」


「となると、どうしたって時間稼ぎが必要だ。国王ご一家の安否を確かめるための時間を稼かせぐ。あるいは、国王ご一家がここに逃にげ込んでくる時間を稼ぐ」


　リカルドはそこで言葉を切ったが、心の中でさらにもうひとつ、つけ加えた。


　そして、あんたを逃がすための時間を稼ぐ。俺にしてみれば、これがいちばん重要なんだよな。


　そんな彼の思おも惑わくにセフィア王女が気づくはずもなく、彼女は、


「時間稼ぎとは、どうするのじゃ？」


　と不思議そうな顔でリカルドを見た。


「この街の住民は、あんたに懐なついているみたいだな」


「懐いている？」


　リカルドの言葉の意味が判らず、セフィアが首を捻ひねる。


「つまり、あんたが善政を敷しいているおかげで、街の住民はあんたに恩義を感じているだろうってことさ」


「さて、どうかの」


「そこのカオルゥの仕入れた情報だ。間ま違ちがいはないはずさ」


　と言って、リカルドがカオルゥを指し示すので、セフィアがそちらへ視線を向けると、彼女はぺこりとお辞じ儀ぎをした。


「うちの情報収集係は優ゆう秀しゆうなんだ」


「さようか」


「それに、あんたはさっき、義勇兵の話をしたよな。この規模の街で百人、二百人の義勇兵が集められるってことだけで、あんたが住民に慕したわれていることが判る」


「そう言われると、何かこそばゆいの」


「ってことで、あんたの頼たのみなら、住民は聞いてくれるんじゃないのか」


「何を頼む？　いくら吾でも、そうそう無茶なことは言えんぞ」


「この街に籠城するってのも、かなり無茶なことじゃないのか？」


「む……」


　少し心外そうな顔になったセフィアだが、直ぐに表情を和らげた。


「たしかに、そうかもしれんな。だが、吾は街の住民に犠ぎ牲せいを強いるつもりはない。退去したい者はそうすればよいし、いざとなれば吾の身み柄がらと引ひき替かえに住民の安全を敵と交こう渉しようしてもよい」


「そうか。でも、それはあとの話だ。まずは国王一家の安否確認が先。そうだよな？」


「そうじゃが。だから時間稼ぎとはなんじゃと訊きいておる」


「援えん軍ぐんがいるように見せかけよう」


「なんじゃと!?」


「そうすれば、敵も迂う闊かつにはこの城に近づけない。睨にらみ合あいになれば、国王一家の情報を集める時間を稼げるだろ」


「じゃが、どうやって？　街の住民に頼み事をするという話の流れから考えるに、彼らをどこぞの兵に擬ぎ装そうさせると？」


　直ぐにそれを連想したのは、セフィア王女が頭の切れる証しよう拠こだな。


　リカルドは満足そうに小さく頷いたが。


「違ちがうよ」


「違うのか」


「そこまでやらせてしまうと、最悪の場合、住民に被ひ害がいが出るからな」


「そう……じゃな。では、どうやって？」


「それは、こうやるのさ」


　リカルドはマリウス、アイオリッタ、セフィア王女、そしてリィシャを自分の周りに呼び集め、声を落として何事か説明を始めた。


　彼が一通り説明を終えると、セフィアやリィシャは呆あつ気けに取られた顔になる。


「どうだ。これなら街の住民を直接危険に晒すことにはならない。でも、敵軍の牽けん制せいにはなるだろう？」


「ふむ。面白いのではないか。桃もも色いろの脳のう味み噌そを持つ王子にしては、よく考えている」


　とアイオリッタが感心の声を漏もらすと、すかさずリカルドが突つっ込こんだ。


「俺の脳味噌はそんな色してないけどな！」


「王ひ女め様、やってみる価値はあるのではありませんか」


　そう言って、リィシャもリカルドの考えに賛意を示すと、マリウスも続いた。


「そうですねぇ。時間を稼ぐだけなら、これで行けるんじゃないですか？　敵が強きよう攻こうしてきたらどうしようもありませんけど、直ぐには強攻できないって思うでしょうね」


「そう……じゃな。たしかに、それを見たら迂闊には近づけなくなるじゃろうな。だが、そんなことをして向ヽこヽうヽに知られたら、あとで大問題になりはせんか？」


「あとのことなんか知らないね」


「いや、知らないって……」


「あとのことなど考えずに、今は目先のことに集中しよう。でないと、この危難は乗のり越こえられないだろ」


　そう言ってセフィアを説得するリカルドだが、それは方便だ。彼はあとのことまで考えている。読んでいる。そして大だい丈じよう夫ぶだろうと思っているからの提案だ。


「むむ……それはそうじゃが……」


　まだ踏ふん切ぎりがつかないのか、険しい表情で考え込んでいたセフィア王女だが、最後には腹をくくった。


「時間にあまり余よ裕ゆうはない。やってみるか。たしかに、あとのことはあとのことじゃな。今できることからやっていくしかない」


「そういうことだぜ」


「リカルド殿どの」


「なんだ？」


「ここは見張りの兵だけを残して、吾われは街のほうに設けた作戦指揮所へ移るつもりじゃ。住民の代表者も集めんとならんしな。つき合ってくれるというなら、リカルド殿もそちらに来てはくれんか」


「判った。五人一いつ緒しよでいいな？」


　セフィアは、瞬しゆん時じ、カオルゥとネゥネゥに視線を向け、直ぐに戻もどした。


「かまわんよ」


「よし、みんな、引っ越しだ。荷物を取ってこよう」


「あ、それは僕たちでやりますので、王子はここに残っていてください。アイオリッタ、王子をお願いします」


「しかたがないな。任されよう」


「嫌いやそうに言うなよ」


「では、失礼」


　マリウス、カオルゥ、ネゥネゥの三人が慌あわただしく接客の間から出ていった。
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　リィシャも王おう女じよの側を離はなれ、配下の侍じ女じよたちにあれこれと指示を出している。必然的に、方ほう卓たくの周りにいるのはリカルドとセフィア、アイオリッタの三人だけになる。


「なぁ、セフィア王女」


「なんじゃ、リカルド殿？」


「国王一家を保護できたとして、そのあとはどうするつもりだ？」


「そうじゃな、国内の情勢次第だが」


　セフィア王女は卓たく上じようの地図に目を落として呟つぶやくように言葉を継ついだ。


「各地の諸しよ侯こうが二の兄に抵てい抗こうする姿勢を見せるのであれば、それら勢力を糾きゆう合ごうして二の兄と戦うことになるじゃろう」


「見せなかったら？」


「そのときは……」


　セフィアは地図から目を上げ、リカルドの顔を見て力のない笑みを浮うかべた。


「どこぞに逃げるしかないの。もっとも、国を喪なくした吾らを受け容れてくれる国があるかどうかは知らんがな」


　セフィアは、何かを言おうとするリカルドの先手を打った。


「ああ、リカルド殿の国に保護を求めるつもりはない。周辺諸国と上手く渡わたり合うことで国を保っているリディア王国にとって、敗残の王族など、迷めい惑わくな存在でしかないからな。その程度のことは弁わきまえておるよ」


　リカルドは肩かたを落とし、うなだれた。


「すまないな。あんたの言うとおりだ。おそらく国王おやじは、あんたの一家を受け容れないだろうと思う」


「気にせんでもよいよ、リカルド殿。少なくともおぬしは吾のために一ひと肌はだ脱ぬいでくれた。吾はそれだけで満足じゃ」


「ん……そうか」


「一肌というか、二肌も三肌も四肌も脱ぬいでくれたではないか。あの衝しよう撃げき映像は死ぬまで忘れることができそうもないわ」


　リカルドは右手でびしぃっとセフィアを指さした。


「その話題を持ちだすなぁぁ！」


「なんの話だ、王子？」


「あ？　いや、なんでもない。なんでもないから、アイオリッタは気にするな」


「怪あやしいな。いや、妖あやしいのか。何やら桃色の薫かおりが濃のう厚こうに漂ただよっている気がするが」


「気のせいだ」


　くくっ、と笑ったセフィアは、声を潜ひそめてそっと王子に向かって囁ささやいた。


「まぁ、吾だけがリカルド殿の衝撃映像を見たというのも申し訳ないからの、そのうち、お返しに吾の衝撃映像も見てもらおうと思っておったのだが、どうやらその機会は巡めぐってきそうにないな」


「あ？」


「何を不満そうな顔になっておるのじゃ。吾の衝撃映像を見たくはないのか？」


「いや、三年後に見せてもらうことになっているはずだが？」


「ああ、そうじゃったの。ばいんばいんのたゆんたゆんになった吾を見てもらわねばの」


　セフィア王女は不意に俯うつむいて、強く歯を食いしばった。


「悔くやしいのう、リカルド殿」


「…………」


「吾の婚こん約やく者がどのような男なのか、ずっと気になっていた。じゃから、訪問を心待ちにしておった。実際に会うてみたら、リカルド殿が吾の予想よりもずっとよい男だと判って大いに喜んだ。なのに、直後にこのような大事が勃ぼつ発ぱつするとはな……」


「べつに俺たちの婚約が解消したわけでもないし、もう二度と会えなくなるわけでもないだろ。そんなに悲観的になるなよ」


「そうは言うがな、リカルド殿よ、父君が無事であろうとなかろうと、吾は国を喪うしなったも同然じゃ。どころか、最悪、新しい支配者からお尋たずね者ものとして追われることになりかねん。そんな婚約者に用はなかろう？」


　セフィア王女の指し摘てきに、リカルドは何も応えない。セフィア王女は、それを肯こう定ていの意だと受け取ったのだが……。


　まぁそうよな。外交で国を保っているリディアの王太子殿が、お尋ね者となった吾らを匿かくまうなどという危険を冒おかすはずもないわ。ましてや、国の奪だつ還かんのために力を貸してくれるなど、あり得ん話じゃ。


　王女は俯いたまま目に浮かんだ涙なみだをそっと拭ぬぐい、無理やり作り笑いを浮かべてから顔を上げた。


「その話はもういいじゃろ。今は目の前を、目の前だけを見て、やれることをやっていく……のではなかったか、リカルド殿？」


　リカルドは、そうだな、と肯定したあと、首を横に振ふった。


「けどな、セフィア王女」


「けど？」


　リカルドは正面からセフィアの顔を見つめ、堂々とした態度で言った。


「たしかにリディア王国は外交で国を保っているさ。だけど外交ってのは、相手の言い分を聞いてるだけじゃないんだぜ。こちらの言うことも聞かせる。そのためには手て練れん手て管くだを使うこともある。ときには相手を騙だますようなこともする。武力を使わなくたって、相手にこちらの言い分を呑のませる。それも外交なんだよ。いや、それこそが外交だ」


「信義やら信用やらが大事なのではなかったのか？」


　とセフィアは皮肉を言うが。


「もちろん大事だとも。信義や信用が必要な相手とは誠心誠意でつき合うさ。だが、必要でない相手とは、騙し騙されっていう付き合い方もあるってことだな」


「さようか」


　セフィアにはリカルドが具体的に何を言わんとしているかはよく判らなかった。だが、彼が自分のために何かを考えていてくれるらしいことは判った。これだけ追おい詰つめられた状じよう況きようの中、自分のことを考えてくれる者がいるのは心強かった。


　リィシャ始め、セフィアの配下は全員が彼女のことを大事に思ってくれている。だが、彼ら、彼女らはあくまでセフィアの部下だ。そうするのが当然の立場だ。リカルドは違ちがう。彼は外部の人間で、利害が一いつ致ちすれば助けようとするし、利害が一致しなければ見捨てたところで誰だれからも文句は言われない立場だ。


　この時代のこの世界では、王族同士の婚約は打算の産物にすぎない。相そう互ごに利益が得られるという前提で結ばれる契けい約やくでしかない。どちらかが相手に不利益をもたらすと判れば、その時点で解消されるのが当たり前、そうしたところで非難する者などいない。


　それなのにリカルドが、彼自身の立場よりも自分のことを優先的に考え行動してくれるのが、セフィア王女には意外であり、嬉うれしくもあった。


　この先、婚約が解消されても、それは仕方がない。いま、吾のために動いてくれるリカルド殿には感謝をするばかりだ。そのお礼ができんのは心苦しいがな。


　そこへ、荷物を取りにいっていたマリウス、カオルゥ、ネゥネゥが戻ってきた。


　マリウスもカオルゥも大きな背はい囊のうを背負い、手にも大きな荷袋ぶくろを携たずさえているが。


　セフィアはネゥネゥの姿を見て目を丸くした。彼女が自分の背せ丈たけ以上もある大きな櫃ひつを背負っていたからだ。


「大きな背負い櫃びつじゃな、それは」


　とセフィアが声をかけると、ネゥネゥは、はい、と手を挙げた。


「調理道具から調味料、食材までこれに詰め込こめます。猪いのししはもちろん、大おお鹿じかだって丸ごと入ります」


「重くはないのか？」


「大だい丈じよう夫ぶです。これでもわたし、見た目よりずっと力がありますから」


「さよか。まぁ、頑がん張ばってくれ」


「ありがとうございます」


「リィシャ。リィシャ！」


　セフィア王おう女じよの声を聞きつけ、部下に指示を出していたリィシャが駆かけ寄よってきた。


「はい、王ひ女め様」


「準備ができ次第、吾らも街に下りよう」


「かしこまりました」


　夜明けと共に、セフィアは居館に二十名の見張り役を残すとリカルドたちを引き連れ、武装した侍女軍団に護られながら居館を出た。
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　街中に下りてきたセフィアたちは、兵舎が建ち並ぶ一画の空き地に張られた大きな天幕に入った。そこが臨時の作戦指揮所というわけだ。


　いざ籠ろう城じよう戦となれば天幕で指揮を執とるわけにもいかないだろうが、とりあえず今はこれでいいというセフィアの判断である。


　指揮所にはセフィアが入る前から、ひっきりなしに伝令が飛び込んできていた。伝令の報告をまとめた報告書の束を手にした幹部兵が、セフィアの許もとにやってきた。


「王ひ女め様、これが放った物見から入った報告であります」


「ん、ご苦労」


「今のところ、逃にげ去さった部隊もおりません」


「……さようか」


「王ひ女め様はご自分で思っているより、臣下に愛されているのですよ」


「…………ありがたい話じゃな」


「では、失礼いたします」


　幹部兵は言うだけ言うと、真面目くさった顔でセフィアに敬礼を送り、さっさとその場から離はなれていった。


　王女は他ひ人とに聞こえないように小さなため息を吐ついてから、受け取った報告書の束を抱かかえて振り返かえる。


「リカルド殿、そこに用意した床しよう几ぎを使うてくれ」


「すまないな」


　リカルドたちが床几に腰こしを下ろすと、セフィアは報告書の束を持ったまま、天幕の一いち隅ぐうに歩み寄っていった。そこには大きな方ほう卓たくが置かれている。方卓の上には、居館と同様、国内の地図が広げられていて、もたらされた報告を元に地図上に置かれた駒こまを動かしたり、街に色のついた小さな旗印を置いたりしている。


「へぇ、本格的な作戦指揮所だな」


　と天幕内を見み渡わたしていたリカルドが感心の声を漏もらすと、声を潜めてマリウスが囁き返してきた。


「あの王おう女じよ様、年は若いのに、けっこうやり手ですねぇ」


　すかさずアイオリッタが突つっ込こんだ。


「貴様は犯やり手だがな」


「この状況で、どうしてそういう酷ひどいことを言いますかね、この人は」


　呆あきれた顔をアイオリッタに向けるマリウスである。


「まぁ、アイオリッタの言うことには一理あるけどな」


「王子も酷ひどっ」


　リカルドは仰のけ反ぞるマリウスを無視して立ちあがると、セフィア王女の傍かたわらまで床几を運んでいって、改めてそこに腰を下ろした。


「どんな案配だ？」


「王都が陥おちたのが確認されたよ」


「……そうか」


「だが、父君、母君、一の兄上の安否に関しては、まだ確認できておらんようだ」


「まだ希望があるってことだな」


「そう……じゃな。だが」


「悪い報せか？」


「うむ。二の兄は自らの手勢を王都に入れ、王都とその周辺をほぼ掌しよう握あくした模様だ」


「サヴォイの兵は？」


　というリカルドの質問の意味を、セフィアは直ぐに理解した。


「サヴォイの兵は入れていないようだな。二の兄は、そのくらいの頭は回る男じゃ」


　へえ。俺の質問の意図を察したか。やっぱりこの王おう女じよ様、頭がいいな。


　リカルドの言いたいのはこういうことだ。


　王都の掌握を焦あせるあまり、外国の軍を王都に入れてしまえば、住民から反感を買うのは確実。それ以上に、外国の手先となって現国王に反旗を翻ひるがえした悪逆非道の輩やからという評判が立ちかねない。だが、第二王子は、そんな愚ぐは犯さなかったようだ。手持ちの兵力に限りはあっても、王都に入れたのは自らの手勢だけで、外国勢力はあくまで協力者に過ぎないという姿勢を貫つらぬいた。


「そのくらいのことに気が回らないようじゃ、こんな大それたことを成功させるのは無理な話だな。で、サヴォイの軍は？」


「三の兄追放のために南へ向かった主力の背後を衝ついたそうじゃ。主力軍は事態の急変に対応できず、逃げだす兵が続出し、三の兄の兵とサヴォイの部隊に各個撃げき破はされてしまったらしい。主力を率いていた将軍も捕とらわれたというし、まだ軍としての機能を保っているのかどうか、怪あやしいところじゃな」


「……そうか。となると」


　立ちあがったリカルドが、セフィアの肩かた越ごしに地図を覗のぞき込む。


「現状、第二王子とサヴォイの軍に抵てい抗こうできるような兵力は国内に存在していない……ということか？」


「そういうことじゃな。首都を境に西と南は、ほぼすべての街が恭きよう順じゆんの意を示したらしい。首都の周辺ではまだ幾いくつか様子見している街があるようじゃが、遅おそかれ早はやかれじゃろうな。それに反して、抵抗の意志を見せている街は、今のところほとんどないらしい」


　腕うで組ぐみして話を聞いていたリカルドが低く唸うなった。


「う～～ん、なんとも厳しい状況だな」


　王子の背後に控ひかえるアイオリッタ、マリウス、カオルゥ、ネゥネゥも、厳しい表情で、あるいは悲痛な表情で、そっとセフィアを見やった。


「国王様さえ無事であれば……いや、少なくとも一の兄上だけでも無事だと判れば、多少は状況が変わってくるのじゃが」


　セフィアは悔くやしそうに歯は嚙がみした。


「そうだな。まだ望みはある。それを信じて引き続き情報収集に当たるしかないな」


　とリカルドが慰なぐさめるようにセフィアに言葉をかけた直後に、王女の希望を打うち砕くだく凶きよう報ほうがもたらされた。
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「なんじゃと!?　それは間ま違ちがいないのか!?」


　セフィアは、自分の前に跪ひざまずき頭こうべを垂れている伝令兵に向かって思わず怒ど鳴なっていた。


　兵はびくりと肩かたをすくめたが、改めて深々と一礼して、消え入りそうな声で答えた。


「脱だつ出しゆつを図った国王様に従っていた者からの情報ですので、間違いはないかと」


　ふらりとよろめいたセフィアは、体中の力が抜ぬけ落ちたかのようにへなへなとその場に頽くずおれた。


「王ひ女め様」


　慌あわててリィシャがセフィアの体を支えようとする。


　たった今もたらされた凶報、それは。


　王都を脱出し、北の国くに境ざかいを目指して逃とう避ひ行こうを続けていた国王と王おう妃ひの一行が追っ手に捕つかまったという報告だった。同時に、ふたりを逃がすために王都に留まって戦っていた第一王子は、その戦いの最さ中なかに討ち死にしたという報ももたらされた。


　すでに国王と王妃は王都へ連行されていったという。


　その場から必死で逃げだした従者の何人かが、未だに健在の王族に国王の捕ほ縛ばくを伝えようと、北や東に走ったのだという。それら従者の中のひとりを、セフィアが物見に出した部隊のひとつが保護したのだ。話を聞いた物見部隊の隊長は仰ぎよう天てんし、こうして伝令の兵をカルヴェルグ城に向けて急行させたというわけだ。


　地面にへたり込んだセフィアは、背中をリィシャに支えられたまま、惚ほうけた顔で天幕の天てん井じようを見上げている。


「王ひ女め様、お気を確かに！」


　リィシャがセフィアの体を揺ゆすると、彼女は覇は気きの失うせた目でリィシャを見返した。


「希望は潰ついえたのう、リィシャ。父君も母君も、王都まで連れ戻もどされれば、そこで処しよ刑けいされるじゃろう。いや、二の兄が正式な譲じよう位い式と戴たい冠かん式しきを執り行おこなおうと思えば、しばらくは生かしておくやもしれんが。あるいは……禍か根こんは早めに断ったほうがいいと思えば、連れ戻す途と中ちゆうで殺すかも」


「王ひ女め様……」


　リィシャの目には涙なみだが浮ういている。周りに控えている兵の目にも侍じ女じよの目にも。


　だが、セフィアは気き丈じようにも涙を流さない。


「悔しいが、無念だが、これでシュールティスは二の兄の物じゃ」


　セフィアの言葉に応える者は誰だれもいなかった。身動きするものさえおらず、重く息苦しい沈ちん黙もくが天幕内に立ち込めた。


　天幕に立ち込める重い沈黙を破ったのはリカルドだった。


「で、セフィア王おう女じよ、あんたはこれからどうするつもりだ？」


「リカルド様、王ひ女め様は今、大きな衝しよう撃げきを受けておられるのです。もう少しお気き遣づかいがあってもよいのでは……」


「よい、リィシャ。リカルド殿は吾われを気にかけてくれているからこそ、敢あえて訊きいてくれたのだ」


「ですが、王ひ女め様……」


　セフィアは必死で体に力を込め、のろのろと立ちあがった。


「さて、吾はどうすればよいのかの。一の兄上の討ち死にと父君や母君の捕縛を知れば、様子見を決め込んでいる街も雪崩なだれを打って二の兄の軍門に下るであろ。この街にも部隊が差し向けられるのは確実じゃ。攻こう撃げき部隊に抵抗するには兵力が足りぬ。まったく足りぬ。かといって、どこかに援えん軍ぐんを求めるには時間がない。なさ過ぎる。ならば……逃げるか？　いったいどこへ？　吾われが逃にげる場所など、この国にはない。吾を受け容れてくれる外とつ国など、どこにもない」


「王ひ女め様、イ・ウー・ハン国ならば」


　何かにすがるような目でリィシャがそう言うと。


「そうじゃな。ひょっとすると、イ・ウー・ハンならば受け容れてくれるやもしれんが、今から逃げ込むのは難しかろう。それに、我が国の変事を聞いた彼かの国、国境に兵を出し、人の行き来を遮さえぎっているやもしれん。そうなれば追い返されるのがオチじゃ。捕まれば、二の兄は吾を生かしてはおかんじゃろう。こうなると、辱はずかしめを受ける前にどこぞの山中で自害でもするしかないかもしれんなぁ、くっくくくく」


　自じ虐ぎやくの笑いを漏らすセフィアから、侍女や兵が思わず目を逸そらせる。


「おお、そうじゃった」


　ふと我に返ったセフィアが、リカルドに向き直った。


「リカルド殿はそこの四人を連れて早々にこの街を立ち去るがよい。もたもたしていると、とばっちりを食うやもしれんからな」


　リカルドは王おう女じよの勧すすめに直接は応えず、正面から彼女の顔を覗き込むように見つめた。


　やはりここは、俺の勝利条件達成のために逆転の勝負手を指すしかないな。


　彼の考える逆転の勝負手は、もちろん武力を伴ともなうものではない。だいいち使いたくても使える兵力がないのだ。そしてリカルドの真骨頂は、こういうときにこそ発揮される。


　相手の読み筋にない一手を打ち、相手が混乱している隙すきに差を縮め、どこかで勝負手を放って逆転する。それが俺の得意技さ。この局面だって同様。相手の読みを外して、相手が驚おどろき考えているあいだに逃げ切きってやる。


　正しい大局観に基づいてさえいれば、相手との読み合いになっても、そうそう負ける気がしないリカルドである。


「セフィア王おう女じよ」


「なんじゃ？」


「俺に任せてくれないか？」


「な……何をじゃ？」


「あんたのこれからを」


「どういう……意味じゃ？」


「あんたをみすみす見殺しになんかできないからな。俺は、あんたのためにできるだけのことをしたいんだ」


「これは嬉うれしいことを言うてくれる。じゃが、もはや吾はシュールティスの王女ではないも同然ぞ。どころか明あ日すにはお尋たずね者ものになりかねん。もはや吾に利用価値などあるまい。さっさと街を、いや、この国を出られよ」


「正式に廃はい嫡ちやく令れいが出されない限り、あんたはまだ王女のままだ。そうだろ!?」


「正式にはな。じゃが、実質、吾はもう王女ではいられない」


「この際、実質はどうでもいい。たしかあんた、公式には第一王妃の娘むすめじゃなかったはずだよな。ってことは、第二王子の側は、あんたを捕らえたり処刑したりする理由を国民に示せないってことだ」


「どう……じゃろうな。そのくらい、どうとでも言えそうな気がするが。仮に理由がないから処刑できぬというのなら、吾を捕らえて軟なん禁きんしておくという手もあるぞ。その場合、吾は王女のままだが、なんら囚しゆう人じんと変わらんよ。お国くにに利用価値などないじゃろうが」


「たしかに、俺の国にとってはあんたに利用価値がなくなったかもしれない。でも、俺はあんたを放りだすつもりはないぞ」


　セフィアは顔に皮肉っぽい笑みを浮かべた。


「リカルド殿どのは女を誑たぶらかす殺し文句を心得ておいでのようじゃ。だが、そんな殺し文句も、国を喪うしない、吾が王女でなくなった今となっては世よ迷まい言ごとでしかないぞ。世迷い言を言うておらんで、さっさと逃げる準備をするべきじゃ」


「あんたが囚とらわれようが、最悪、王おう女じよでなくなろうが、あんたが俺の婚こん約やく者であることに変わりないだろ」


「え？　いや、リカルド殿は、というかお国は、吾が王女として利用できるからこそ婚約を結んだのではないのか。たとえ吾が王女であっても、利用する価値がなければ婚約は解消となる。そうであろう!?」


「そんなことは知らないな」


「知らんて……」


「俺が婚約したのはセフィア・セレニゥス・シュールティスという女だ。たしかに婚約のきっかけはあんたがシュールティスの王女だったからだし、婚約を決めたのは俺の父親、国王だ。だけどな、俺の婚約は俺のものだ。今回は、俺の責任で婚約をどうするか決めるために旅に出たんだ。俺の国がどうとか俺の父親がどうとか、そんなことは関係ないね」


　関係ないはずがない。そもそも王子と王女の婚約は、国益を追求するための手段でしかないのだから。しかし、リカルドとしてはそう言うしかなかった。もしかするとそれは、自分の知らないところで十六人もの王女と婚約を結んでしまった国王に対する反発だったのかもしれない。


「……じゃ……じゃが……」


「俺はあんたとの婚約を解消した覚えはないし、これから婚約を解消するつもりもない。あんたのほうから婚約の解消を告げられない限り、セフィア、あんたは俺の婚約者だぜ。で、どうなんだ？　あんたは俺との婚約を解消したいのか？」


　セフィア王女の目から堰せきを切ったように涙が溢あふれでた。


「したいわけがなかろう！　だが、現実問題として、そんなことは不可能……」


　リカルドは素早く右手を挙げ人差し指をセフィアの唇くちびるに押し当てて彼女を黙だまらせた。


「まぁそう言わずに、俺に任せてくれないか。絶対にとは言わないが、何とかしてみせる自信はあるよ。これでも先を読む力は他ひ人とよりあるつもりなんだ」


「じゃが……じゃが、リカルド殿は、吾のためにどうしてそこまでしてくれる!?」


「どうしてだって？　言っただろ？　俺はあんたの婚約者で、あんたは俺の婚約者だからに決まってる。それ以上の理由が要るってのか？」


　感極まって、セフィアが泣きだした。辺りも憚はばからずに大きな声で泣きじゃくった。
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「王ひ女め様。王ひ女め様」


　王おう女じよを抱だきしめたリィシャが、優しく頭をかき抱いだく。


「リィシャ」


「な、なんでしょうか、リカルド様」


「ここだと人目があるから、どこかセフィア王おう女じよと俺たちだけで話のできるところはないかな？」


「あ、ええ、役所の建物の中に王ひ女め様の私室を用意してございますが」


「じゃあ、そこへ連れていってくれないか」


「はい、それはよろしゅうございますが……ここを空けてしまってよいのでしょうか」


「直ぐに戻ってくるし、求めていた情報はもう得られたわけだからな。あとは今後の対応策を練る必要がある。次の着手を決める必要がある。何か新しい情報が入り次第、報せに来てもらう手配をしておけば、問題はないだろう？」


「そう……でございますね」


　まだ泣いているセフィア王女をそっと放したリィシャは、配下の侍女や兵の指揮官に対してあれこれと指図をしてから戻ってきた。


「では、こちらへどうぞ。さ、王ひ女め様も」


　まだすすり泣いていたセフィアだが、リィシャに手を引かれるままに天幕を出ていった。


「おい、俺たちも行くぞ」


　リカルドもマリウス、アイオリッタ、カオルゥ、ネゥネゥを引き連れ、ふたりに続いて天幕をあとにした。
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　セフィア王女は自分の居館で政務を執とっていたから、街にあるのはあくまで役人のために用意された役所だ。従ってこぢんまりとした建物で、部屋数もそれほど多くはない。


　そんな建物の中に、王女のための部屋が用意されていた。セフィアもときどきは街に下りてきて、自分の指示がきちんと実行されているかを確かめたり、街の様子を自分の目で確認したり、城代家老と打ち合わせたりしていたのだ。ここはそういうときのために使われる部屋で、机や書しよ棚だなが置かれただけの簡素な物だった。


　セフィア王女を執しつ務む机の椅い子すに座らせ、リィシャはその背後に立った。


　リカルドたちは用意された床しよう几ぎを広げて腰こしを下ろす。リカルド、アイオリッタ、マリウスの三人は王女の執務机の前に。ネゥネゥとカオルゥは部屋の片かた隅すみに。


「で、王子、何か考えがあるようだが、どうするつもりなのだ？」


　開口一番、アイオリッタがそう訊いてきた。


「うん、今から俺の考えを説明する。少しばかり冒ぼう険けんをするが、それほど危なくはないだろうと思っている」


「王子の考える方法なら、無事にセフィア王おう女じよを逃がせるのだな？」


　アイオリッタの言葉に、セフィア王女は赤く泣なき腫はらした目をリカルドに向けた。


「リカルド殿、吾のために危険を冒おかす必要はないぞ」


「いいから黙って聞け。あんたは俺に対応を任せたはずだろ」


「ああ……うむ……」


「これを見てくれ」


　立ちあがったリカルドが執務机の上に羊皮紙を広げた。


　アイオリッタやマリウスたちも立ちあがり、机の上を覗のぞき込む。


「シュールティスの地図ですね。どこから盗ぬすんできたんですか？」


「違ちがうよ。さっき、カオルゥに描かき写させておいたんだ」


「用よう意い周しゆう到とうですね」


「当然だろ。俺はいつだって次の一手を考えているんだ。いや、二手先、三手先まで考えているんだよ」


「桃もも色いろの脳のう細さい胞ぼうで？」


「俺の脳細胞をおかしな色で染めあげるな！」


　アイオリッタの皮肉と王子の切り返しに、セフィアは思わず笑ってしまった。


　するとリカルドが、ぐっと親指を立ててみせる。


「ああ、やっぱりあんたは泣き顔より笑顔のほうが魅み力りよく的だな」


「そ……それはどうも……」


　セフィアは顔を赤らめ、視線を彷徨さまよわせた。


「さて、作戦の説明に入るぞ」


　リカルドがその場にいる六人を見み渡わたすと、全員が表情を引ひき締しめ、重々しく頷うなずいた。


「最初に今回の戦略目標だが、言うまでもなくセフィア王おう女じよを逃にがすことにある。けど、ただ逃げるだけじゃ駄だ目めだ。判るよな？」


　リカルドはアイオリッタとマリウスに視線を向けた。


　彼の視線を受けて、アイオリッタが口を開く。


「つまり……セフィア王女様がどこに逃げたかを把は握あくされてしまうと、第二王子の側から引き渡わたしを求められると、そういうことか？」


「そういうことだ」


「なるほど、たしかに。ということは、王子は、王女様がどこに逃げるのかを隠かくしながら逃がす、というのですね」


　マリウスがそう言うと、王子は力強く頷いた。


「それも、そういうことだ」


「で、具体的にはどこへ逃がすつもりなんですか？」


「もちろんリディアだよ」


「え？」


　アイオリッタやマリウスだけでなく、セフィアやリィシャも驚おどろきの顔をリカルドに向けてきた。


「いや、しかし王子、それは国王様がうんと言わないのではないか？」


「ああ、そうだな」


「そうだなって、王子……」


　アイオリッタが呆あきれた顔になった。


「だから、国王おやじには言わない」


「言わないって、それでは我が国で受け容れることができないではないか」


「ああ、そうだ。でも、俺が言いたいのはそういうことじゃないんだ。こう言いい換かえよう。セフィア王女には俺の城へ来てもらう。受け容れるのは、この俺だ」


「なんだって!?」


「国王おやじには事後承しよう諾だくだな。いや、むしろ報告しないほうがお互たがいのためかもしれない」


「お互い？」


「いざというときには、国王おやじは知らぬ存ぜぬで通せるだろ。それに、報せれば、セフィア王おう女じよの存在がどこからか漏もれる可能性が高まるしな。だから、向こうにとっても俺たちにとっても、このことは黙だまっていたほうがいい」


「王子、おまえ……ときどきとんでもないことを考えるな」


「というわけで、アイオリッタ」


「な、なんだ？」


「いくら国王に心しん酔すいしているおまえでも、今回だけは協力してもらうぞ。これはセフィア王女の命がかかっているんだからな。嫌いやとは言わせない」


「む……う、そうだな。仕方があるまいな」


「落ち延びる先がうちの城だというなら、さっさと王女様を連れて逃げだしたほうがいいんじゃないんですか、王子」


「だからさ、ただ逃げるだけじゃ、行き先がばれてしまうだろ。もしリディアに逃げ込んだと相手に確証を持たれてしまえば、強きよう硬こうに引き渡しを要求される。そうなると、国王も拒きよ否ひできない。知っていて知らぬ存ぜぬと突つっ張ぱるのと、本当に知らないのとでは対応に差が出るからな。相手には確証があるわけだから、要求も厳しくなるだろ？　それでは、新しいシュールティスとリディアの関係が悪くなる」


「そうです……ねぇ」


「セフィア王女は俺が匿かくまうが、だからといって、直ぐにリディアと新しいシュールティスの関係が悪化してもらっちゃ困るんだよ。とりあえず、上うわ辺べだけでもいいから握あく手しゆくらいはしておいてもらわないとな。ってことで、セフィア王女にはしばらく行方ゆくえ不明になっていてもらいたいんだ。それなら、第二王子が敢あえてセフィアを廃はい嫡ちやくにするとか追放にするとかいう強硬手段は取らないだろ？」


　かもしれませんねぇ、とマリウスが頷いた。


「でも、どうやって誤ご魔ま化かすつもりです？」


「そこで、まずは時じ間かん稼かせぎ用に用意したあれが役に立つんだよ」


「え？」


「あれ、とは？」


　マリウス、アイオリッタだけでなく、セフィア王女やリィシャも首を捻ひねっている。


「あれを使えば、それだけで第二王子の手勢も、セフィア王女の逃とう亡ぼう先を勘かん違ちがいしてくれるんじゃないか？　というか、勘違いさせるように仕向ける」


「……ああ！」


　アイオリッタとマリウスは王子の意図に気づいてその場で小さく跳とびあがった。


「おい、いくらなんでも、それは不ま味ずいのではないか、王子？」


　いつもは剛ごう胆たんなアイオリッタも、やや蒼そう白はくな顔になっている。


「なぁに、大だい丈じよう夫ぶだろ。本当に逃げていくわけじゃないんだから」


「し、しかし……」


「まさか、リカルド殿どの」


　セフィア王女も王子の考えを理解したようで、眉まゆを顰ひそめて口を挟はさんできた。


「リカルド殿。なかなか面白い考えだとは思うが、ただでさえこじれそうなのに、それをしてしまうと、こじれるどころではなくなるやもしれんぞ」


「そのときは、そのときだな」


　全員が、うっ、と頭を引いた。


「やれやれ、大だい胆たんな男じゃな、リカルド殿は」


　とセフィア王女が言うと。


「大胆というより恥はじ知しらずと言うべきではないのか」


　アイオリッタはそう揶や揄ゆするのだった。


「いいんだよ。恥なんか知ったところで腹は膨ふくれないし、大事な人も助けられない。俺は大事な女ひとを助けるためなら、恥も外聞も棄すてるつもりだぜ」


　セフィア王女が、おお！　と目を見開いた。


「そのようなことを言われたら、三年などと言わず、今すぐリカルド殿にこの身を捧ささげてもよい気になってくるぞ」


「王ひ女め様、王ひ女め様、早まらないでください」


　リィシャが、セフィアの背後から彼女の両りよう肩かたを摑つかんで、がくがくと揺ゆさぶった。


「今はそのようなことを仰おつしやっている場合ではございません」


「わ、判っておる、冗じよう談だんじゃ、リィシャ」


　リィシャは安あん堵どの息を吐はくと、きっとリカルドを睨にらみつけた。


「リカルド様、あまり調子のいいことを仰らないでください。といいますか、そういうのは王女様を安全な場所までお連れしてから口にしてください」


　リィシャがあまりにも真しん剣けんなので、リカルドは思わず肩をすくめてしまう。


「ああ、悪かったな」


「それより王子、方向性は理解しましたけど、具体的にはどうするつもりです？　あれをただ使うだけじゃ弱いような気がするんですけど？」


　首を傾かしげながらマリウスがそう言うと、リカルドは戯おどけたような表情を引き締め、全員を見渡した。


「そのとおり。だから駄だ目め押おしをする」


「駄目押し？」


　王子の言葉に、その場の六人が怪け訝げんそうな顔になった。


「駄目押し策を実行するのに、危険な役を引き受けてもらいたい人間がいるんだ」


「なんだ？　殿しんがりでもやれと言うのか？　王おう女じよ様のところの兵をお借りできれば、時間稼ぎくらいならしてやるぞ」


「違ちがうよ、アイオリッタ。戦うことはしない。おまえに何かあったら、俺が国王おやじに怒おこられてしまうからな」


「そ、そうか？　わたしにもしものことがあれば、国こく王おう様はお怒いかりになるかな？」


「それは怒るだろう。おまえはお気に入りの姫き士しだからな」


「そうかそうか。よし判った、王子。セフィア王女様配下の兵など借りずとも、わたしがひとりで殿しんがりをしてやろう」


　相変わらず扱あつかい易いというか、判り易いというか、単純な奴やつだな。だけど。


「そうじゃないって言ってるだろ。第二王子の兵とは戦わないんだよ。そっちのほうこそ、あとからこじれる可能性がある」


「う……そうか。では、どうすると言うのだ？　誰だれがその危険な役回りを？」


「俺が危険を引き受けてほしいと思うのは」


　そこで言葉を切ったリカルドは、もう一度、居合わせた者をゆっくりと見渡し、そしてある人物のところで視線を留めた。


「リィシャ、あんただ」
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　ちょうど今、セフィア王女の居館の裏口から王女専用の馬車が出立しようとしているところだった。


　四頭立ての馬を御ぎよ者しや台だいで操るのはリィシャ。


　セフィア王女はすでに馬車の中に収まっているのか、姿を現さない。


　馬車の周りには完全武装の兵士が乗った数頭の馬がいる。馬車と共に行く供回りだ。


　リカルド一行が見送りに出ているが、五人の他に見送る者は僅わずか数名の侍じ女じよのみという寂さびしさだ。


　リカルドとマリウスのふたりは旅装の上に白銀製の軽装鎧よろいを着用している。カオルゥはニンジャ装束、ネゥネゥは料理服で、アイオリッタのみ完全武装に近い重装備だった。


　五人はセフィア王女の専用馬車を見送ったあと、リディア王国へ向けて出立することになっている。


　五人は馬車で街道を行くのではなく、裏道を抜ぬけることにしていた。第二王子が差し向けた部隊がカルヴェルグ城に迫せまっていることが確認されたからだ。馬車でのんびりと街道を歩んでいたら、最悪、先さき駆がけの騎き馬ば部隊に追いつかれる虞おそれがある。


　追いつかれたとしても、リディアの正式な使者であるから危害を加えられることはないだろうが、事情を聞きたいと言われてその場に留め置かれたり、あるいはカルヴェルグ城まで連れ戻もどされたりしては面めん倒どうだ。万が一にもリカルドの正体がばれては困るし、そうでなくても、彼にはどうしても第二王子の手勢に追いつかれたくない理由があった。


　リカルド、マリウス、アイオリッタの三人は馬だが、カオルゥとネゥネゥは徒歩で行く手て筈はずになっていた。裏道は細くて険しいので、馬車は使えないのだ。


　カオルゥは偵てい察さつという任務上、馬よりも徒歩のほうが適している。


　ネゥネゥは例の大きな櫃ひつを背負っているので、馬には乗れない。


　出発前にセフィア王女やリィシャなどは、


「本ヽ当ヽにヽ徒ヽ歩ヽで平ヽ気ヽなヽのヽかヽ？」


　と何度もネゥネゥに確認したのだが、彼女は笑って応えた。


「大丈夫ですよ。なんの問題もありません」


　ということで、ネゥネゥは自分の背せ丈たけより大きな櫃を背負っている。櫃の紐ひもが肩にがっちりと食い込んでいるところを見ると、かなりの重さなのだろうが、彼女はまったく意に介かいする様子がない。


「気をつけてな、リィシャ」


　とリカルドが御者台のリィシャに声をかける。


「ありがとうございます。リカルド様も、どうかご無事で」


「俺は心配ないよ」


　とリィシャに笑いかけたリカルドは、さらに馬車に近寄って背せ伸のびをし、声を落として御者台の彼女に囁ささやきかけた。


「あまり引っ張りすぎるな。おまえが捕つかまったら元も子もないんだからな」


「承知しております。わたくし、こう見えても山の民出身ですから、山中を走るのは得意なのです。どうか、ご安心を」


　いったん頭を下げたリィシャは、顔を上げると、何かを訴うつたえるような、何かにすがりつくような、そんな表情になって、小声でリカルドに言った。


「リカルド様、どうか、どうか、よろしくお願いいたします」


「任せろ。そして、あとでまた会おう。セフィア王おう女じよもそれを望んでいるはずだ」


「はい……」


　リィシャは何かを堪こらえるようにぐっと唇くちびるを嚙かみしめ、


「では、そろそろ出発いたします」


　と告げた。


　リカルドは小さく頷うなずいて後あと退ずさり、馬車から距きよ離りを取る。


　リィシャが手た綱づなを振ふって馬に出発の合図を送ると、馬車がゆっくりと動きだす。


　僅か数名の兵に先導されて、セフィア王女の専用馬車が居館の裏手にある馬ば房ぼうの前からひっそりと離はなれていった。


　馬車は直ぐに丘おかからの下り道に差しかかり、リカルドたちから見えなくなった。裏手に造られたこの道なら馬車で下れるのだ。


　リカルドは振り返かえり、マリウスやアイオリッタに呼びかける。


「さて、俺たちも出るか」


「ですね。行きましょう、王子」


　身軽な様子で馬に跨またがった王子は、馬上からカオルゥとネゥネゥを振り返る。


「裏道は険しいし細いし、馬を全力で走らせることはできない。最悪、途と中ちゆうで馬を捨てることになるかもしれない。当然、歩くのだって大変だ。けれど、第二王子の兵が迫っているから、ゆっくりしてはいられない。後おくれるなよ」


　カオルゥが、ぺこりと頭を下げた。


「お任せください。拙せつ者しや、裏道なら、むしろ馬より速く走れます！」


「まぁ、おまえの脚きやく力りよくならそうだろうけどな」


　リカルドは、カオルゥの横にいるネゥネゥに視線を向ける。


「おい、ネゥネゥ、頼たのんだぞ。俺たちの逃とう避ひ行こうの成否は、偏ひとえにおヽまヽえヽにヽかヽかヽっヽてヽいるんだからな」


「判っています、王子様。このくらいの荷物なら、なんの問題もありません」


　いつものように料理服に何本もの包丁を差した出で立ちで、ネゥネゥが不敵に笑った。


　カルヴェルグ城は、第二王子が差し向けた部隊に抵てい抗こうしないことになった。


　セフィア王女の専用馬車についていく供回りの者を除けば、新政権で働きたい兵や役人は降こう伏ふくすればいいし、そうしたくない者は街を捨てて逃とう亡ぼうしていいと、そういうことになっている。


　とりあえずセフィア王女は、城主としての権限をすべて城代家老に譲じよう渡としておいたが、王女専用馬車と、リディア王国からの使者――リカルドの身分は最後まで公おおやけに明かされていなかった――一行が街から離れれば、あとのことは各人の判断に任されていた。


「よし、行くか」


「行きますかね」


「うむ、行こう」


「前方を物見してきます」


「あまり揺らさないように走ります」


　こうして五人はセフィア王女の居城だったカルヴェルグ城を離れていった。


　僅かな滞たい在ざい期間だったが、リカルドにとっては心に残る出会いと別れになった。
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　ちょうどリカルドたちがカルヴェルグ城を出た頃ころ合あいのこと。


　第二王子セルヴィンが送って寄よ越こした部隊の先せん遣けん隊たいが、早くもカルヴェルグ城間近まで迫っていた。行く手を遮さえぎる部隊も抵抗する姿勢を見せる街もなかったので、先遣隊だけが先行しても背後に不安はなかった。


　先遣隊は速度を重視した編制で、百の騎馬隊に二百の軽装歩兵が付き従っている。軽装歩兵は、戦せん闘とう部隊というより騎馬隊の補助という役回りだ。


　先遣隊はセルヴィン自身の手勢だが、その背後にはサヴォイ王国軍千五百が続いている。もしカルヴェルグ城のセフィア王おう女じよが籠ろう城じようして抵抗する姿勢を見せた場合、騎馬兵と軽装歩兵から成る先遣隊では攻こう城じよう戦せんに不向きだ。そこでセルヴィンは、城しろ攻ぜめ用の部隊としてサヴォイ軍を送ったのだった。


　とはいえ、セルヴィンもサヴォイ軍の首脳も、城攻めになる可能性は極めて低いと思っている。


　セフィア王女が使える兵力は極めて限られていて、彼らが得た情報によれば、せいぜい二百から三百という話。そこに街の住民が加勢したとしても、籠城のための兵力は多くて五百程度にしかならない。その半分が素人しろうと集団では、攻こう撃げきを持ち堪こたえることなど到とう底ていできはしない。セフィア王女としては、降伏して開城するか、さっさと逃にげだすかのどちらかだろうと読んでいる。


　降伏すればよし。逃げるのであれば捕ほ縛ばくしなくてはならない。第六王女とはいえ、第一王おう妃ひの血統であるから、殺すかどうかはさておいても、野放しにしておくことはできないというのがセルヴィンの考えだ。


　セフィア王女が城から脱だつ出しゆつする場合は、先遣隊の騎き馬ば部隊を国くに境ざかいへと急行させて街道の周辺を封ふう鎖さ、その後、歩兵による山やま狩がりを行って、行き場をなくしたセフィア王女を捕とらえるというのがセルヴィンの思おもい描えがいた策だった。


　ところが。


　先遣隊がカルヴェルグ城の手前までやってきたとき、先行して送った物見部隊から驚おどろくべき報告がもたらされた。


「なんだと!?　カルヴェルグ城にイ・ウー・ハンの旗が立っている!?」


　馬上で物見からの報告を聞いた先遣隊の指揮官アスティウスは、危うく鐙あぶみから足を踏ふみ外はずしそうになった。


「それは……見み間ま違ちがいではないのか!?　確実なことなのか!?」


「間違いございません。城じよう壁へきの上にイ・ウー・ハンの旗が翩へん翻ぽんと翻ひるがえっているのをこの目で確認いたしました」


　これこそリカルドが謀はかった策で、セフィア王女が街の住民に受けがいいことを利用して彼らに協力してもらい、急きゆう遽きよ、イ・ウー・ハンの旌せい旗きを作らせたのだった。


　兵も侍じ女じよたちも、物見やら籠城の準備のための兵ひよう糧ろうの運び込みや、武器や防具、城壁の点検作業などで大おお忙いそがしだったから、そんな細工をしている暇ひまはない。そこでリカルドは、住民に頼めばいいと言いだしたのである。


　針仕事が得意な住民が進んで協力してくれ、あっという間に数十の旌旗ができあがった。リカルドはそれらを、いかにもイ・ウー・ハンの兵が城にいるように見せかけて城壁上に並べておいたのだった。


「まさか、そんなことが……」


　指揮官アスティウスは絶句してしまった。


　彼が驚くのも無理はない。


　イ・ウー・ハン国はシュールティス王国の隣りん国ごくで、たしかに前王とは友好関係を保っていた。カルヴェルグ城からイ・ウー・ハンへと至る街道があるから、セフィア王女が逃げていくとしたら、彼かの国が第一候補だろうとも思っていた。


　しかし。


　城壁に旗が翻っているのなら、イ・ウー・ハン国の兵が入城していることの裏返しだが……あの国は他国への不介かい入にゆう路線を頑かたくなに守っていたはずで、まさか兵を出してくるとは思わなかったな。


「ど、どうしましょう、アスティウス様？」


「下へ手たに仕し掛かけて、イ・ウー・ハンの兵と衝しよう突とつすることになったら不ま味ずいのでは」


「直ぐに後方のサヴォイ軍に連れん絡らくして合流を図ったほうが」


　などと、周りの幹部も驚き慌あわてふためいている。


　イ・ウー・ハンの軍が強兵なのはよく知られていた。特に山さん岳がく戦では無類の強さを発揮する。実際、数十年昔には両国が衝突したこともあり、シュールティス側が一いつ敗ぱい地ちに塗まみれているのだ。そんな過去もあってシュールティス側では、友好的な関係となった今でも、イ・ウー・ハンの兵に対する警けい戒かい心が色いろ濃こく残っていた。


「慌てるな。まずはイ・ウー・ハンの兵がどれほど出で張ばってきているかを確認する必要がある。新たな物見を送りだし、カルヴェルグの街の様子を事細かに観察させろ。それから街の周囲にイ・ウー・ハンの兵がいないかも調べさせるのだ。直ぐに手配しろ」


「ははっ」


　手配のために幹部が散っていった。


　その場に留まったアスティウスは、必死に思考を巡めぐらせる。


　だが、考えれば考えるほど、いまイ・ウー・ハンが兵を送ってくるという可能性は低いと思わざるを得ない。


　不ふ審しんな点は幾いくつかあるが、最大の疑問点は、なんといっても早すぎることだな。王都の変事を聞きつけたセフィア王おう女じよがイ・ウー・ハンに急使を走らせて応おう援えんを頼たのんだとしても、こうも早くカルヴェルグ城に兵を入れることができるだろうか。いや、そんなことは不可能だ。王女だけでなく、イ・ウー・ハン側が予め変事を予想して用意しておかない限り。それに、現時点でセフィア王女に肩かた入いれするにはイ・ウー・ハン側に利点が少なすぎる。すでに王都は陥おち、第一王子は討ち死に、国王も捕らえられている。それを知らなかったのなら援えん軍ぐんを送るのは勇みすぎだ。まずは情勢を把は握あくするために様子見をするのが常道。年の割に老ろう獪かいなイ・ウー・ハンの女王が、常道を無視してまでセフィア王女に肩入れする理由がない。そして、国王や第一王子のことを知っていたのなら、セフィア王女の逃とう亡ぼうを受け容れるくらいはしても、援軍など送るはずがない。もし動くとすれば……。


　アスティウスは、そこで初めて別の可能性に気がついた。


　リディア王国の王太子とセフィア王女は婚こん約やくしていたのだったな。となると、そちらのほうには可能性があるが。いや、リディアには他国へ兵を送るような余力もなければ覇は気きもない。どうもおかしいな。というか、どこかちぐはぐだな。


　衝しよう撃げきから立ち直り、冷静になって考えてみると、どうも怪あやしい臭においがふんぷんと漂ただよっている。何かの策略ではないのかと、そうも思う。


　だが可能性は低くても、本当にイ・ウー・ハンが兵を出していた場合、軍事衝突だけは避さけなくてはならない。新たに国の支配者となった第二王子のセルヴィンが国内を完全に掌しよう握あくする前に隣国と戦争状態になるのは最悪の展開だ。元国王に連なる者たちが、今こそ好機だとばかりに兵を挙げるかもしれない。あるいは、逃げ去さった王子や王女がイ・ウー・ハンに集結する虞おそれもある。


　本当ならカルヴェルグ城などを相手にせず、一気に国くに境ざかいまで騎馬で走って、イ・ウー・ハンやリディアへ通じる街道を封鎖するつもりだったのだが、少し慎しん重ちようにならないといけないな、これは。


　先遣隊の指揮官のこの判断は、いってみれば当然の対応で、非難されるような筋合いのものではない。しかし、寄せ手のこの慎重な対応こそリカルドが狙ねらったものだった。


　とはいえ、イ・ウー・ハンの旗を城壁に並べるという小細工でいつまでも相手を騙だましておけるはずもなく、やがてそれは先遣隊の知るところとなった。


　怒いかりに燃えたアスティウスが、


「直ぐに開城しろ、さもなくば攻撃する！」


　と迫せまると、守備兵がろくにいないカルヴェルグ城はあっさりと開城した。


　即そく座ざに城に入った先遣隊は、セフィア王女の専用馬車が数刻前に城を捨てて逃亡したことを知った。


「くそっ、完全に一いつ杯ぱい食った！」


　アスティウスは地じ団だん駄だを踏んだが、もうあとの祭りだった。


「直ちに騎馬隊に追つい撃げきさせろ。一目散に北と東の国くに境ざかいまで走って、途と中ちゆうで追いつけばよし、追いつけない場合は街道を封鎖させる。歩兵部隊の百は騎馬隊を追いかけて封鎖を手伝え。それと、後方に控ひかえるサヴォイ軍に伝令を送れ。急いで前進、カルヴェルグ城まで来られたし、とな。連中には山狩りを手伝ってもらわねばならん」


　アスティウスの命令の下、騎馬部隊は全力で追撃し、リディアやイ・ウー・ハンに通じる街道を封鎖した。


　その後、サヴォイの軍にも協力を仰あおいだアスティウスは、歩兵による大がかりな山狩りを行わせたが、セフィア王女を発見することはできなかった。


　王女とその側近の姿はどこにも見つからなかったが、代わりにイ・ウー・ハンとの国境に近い山中に乗り捨てられていた王女の馬車を発見した。


　もちろん馬車は空っぽだった。


　その報を聞いたアスティウスは怪け訝げんな表情を浮うかべる。


　乗り捨ててある？　どういうことだ？　追いつかれなかったなら、馬車でそのままイ・ウー・ハン国へ走り込めばいいものを、どうして捨てていく？　街道を外れて、山中からイ・ウー・ハンの領域に入ろうとしたのか？　いや、イ・ウー・ハン側に王女を迎むかえる気があるなら、そんなことをする必要はないはず。まさかイ・ウー・ハン国、王女の逃亡を承知していないのか？　城に旗を並べたのも王女の側が勝手にやっただけで、イ・ウー・ハンは与あずかり知らないのだとしたら辻つじ褄つまは合うが……となると。


　アスティウスは、またも別の可能性に気づいて舌打ちした。


　馬車でイ・ウー・ハン側に逃げ込もうとして行く手を遮られた？　絶望した王女は馬車を乗り捨て、死に場所を求めて山中を彷徨さまよっている？


　セフィア王女が自害してくれるのなら、それはそれで歓かん迎げいすべきことだ。だが、山中を彷徨った挙げ句となると、遺体を捜すのが大仕事になる。自害せずに山中に隠かくれ潜ひそみ、隙すきを見てどこか別の国へ逃げ込もうとする可能性だってないわけではない。さらに広範囲の山狩りが必要になる。


　その仕事は、当然、俺の部隊に回ってくるな。くそっ、なんて面めん倒どうな。それに、徒歩でイ・ウー・ハンへ逃げ込んだ可能性だって否定しきれないしな。その場合、ありもしない遺体を求めて山歩きをしなくてはならん。


　アスティウスはもう一度、悔くやしそうに舌打ちした。


　ちっっ、イ・ウー・ハンの旗を並べる程度のつまらん小細工に引っかかったのがケチのつき始めだな。


　そう、まさにつまらない小細工だった。


　だが、リカルドの小細工で稼かせいだこの僅わずかな時間こそが、セフィア王女の運命を分ける分ぶん水すい嶺れいとなったのだ。
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　少しだけ時間を戻もどそう。


　先せん遣けん隊たいが、イ・ウー・ハンの旗が翻るカルヴェルグ城を前にして、どうするべきかと悩なやんでいるそのとき、リカルドたち五人は必死で裏道を登っていた。


　というか、必死だったのは主にリカルド、マリウス、アイオリッタの三人で、カオルゥは涼すずしい顔で先行し、道の様子や誰だれか不審な者がいないかを確認しては、その都度、四人のところまで駆かけ戻る、を繰くり返かえしていた。


　重くて大きな櫃ひつを背負ったネゥネゥも平気な顔で歩いているから、リカルドだって弱よわ音ねを吐はくわけにはいかない。


　この裏道はただでさえ険しい上に、大っぴらに街道を運べない人や荷をこっそりと運ぶ商人たちか、あるいは自身が犯罪者として追われる者か山の民くらいしか歩かないので、ろくに整備されていない。リカルド、マリウス、アイオリッタは、馬に乗って進むほうが却かえって危ないということで、途中で馬を捨てて歩きとなっていたのだ。


　ふだんは滅めつ多たに人通りのない裏街道なのに、意外にも行き交う人の姿が見られた。それらの多くは、いや、ほとんどがシュールティスで起きた反乱のとばっちりを避けて脱だつ出しゆつしてきた商人たちだった。いつもはヨグノス街道を使う商人も、街道近辺で戦があるかもしれないと考え、みな裏街道へと迂う回かいしてきたようだ。


　中には、戦が始まれば飯の種に与あずかれると考えた傭よう兵へいや武器商人たちがいて、彼らはシュールティス王国の側へと下っていったが、それはごく少数の例外だった。


　裏街道のほうへ人が迂回してくるだろうというのはリカルドにとって想定内。彼の策はそれを考こう慮りよに入れた上で組み立てられているのだ。


　シュールティスから脱出する商人たちと抜ぬきつ抜かれつを繰り返し、たまにシュールティスへ向かう野心のある者たちとすれ違ちがいながら、王子たちはその日の午後遅おそくに鞍あん部ぶを越こえた。


　鞍部を越えると、その先は緩ゆるい下りになっている。足を止めたカオルゥが辺りを見回して言った。


「どうやらリディア王国の領域に入ったようです」


「ほ……本当か？」


　と訊きき返す王子は息も絶え絶えだ。


　前にも述べたが、この時代には国こつ境きよう線が確定しているわけではない。このように目印のない山中では、どこからがリディアでどこからがシュールティスかは判然としないのだ。


　それでも、おおまかな境界はある。


　カオルゥは、だらだらと下っている斜しや面めんの先を指さした。この辺り、裏道の周囲に茂しげっているのは背の低い樹木ばかりなので、見通しはよい。


　彼女が指さす先、裏街道から少し外れた場所に大小の池ち沼しようが点在しているのが見えた。


「あそこをご覧ください。リィシャ様と落ち合う手て筈はずになっている池沼群です」


「あ、本当だな」


「つまり、この辺りからリディア王国の領域に入ったといえるのではありませんか」


「けど……あの池沼群が約束した場所に間ま違ちがいはないのか？　似たような地形が他ほかにある可能性は？」


「拙せつ者しや、以前、調査のために裏街道を歩いてシュールティスへ抜けたことがあります。他に似たような池沼はなかったはずです」


「あ、ネゥネゥも、以前に一度、魚を捕とりに来たことがあります」


「そうなのか？」


「はい。そのとき父様は『この辺りはリディアの領域だから、遠えん慮りよせずに捕ればいい』と言っていました」


「やれやれ、どうやら無事に逃にげ込めたようだな」


　腰こしに手を当てたリカルドは、天を仰いで深呼吸した。


　この辺りはヨグノス街道の最高地点よりもさらに標高が高く、七百ヤルドほどあるはずだった。吹ふく風は冷たく乾かわいていて、たっぷりかいた汗あせがたちまち引いていく。


「俺たちはもう少し、自分の国を見けん聞ぶんして歩いたほうがいいのかもな」


　すると、荒あらい息を必死で整えていたマリウスが懇こん願がんしてきた。


「王子、とにかく一休みにしましょうよ。僕、もう限界ですよ」


「な……情けない男だな、貴様は。わたしなど、こんな重装備なのに……はぁはぁ、もう歩けんぞ」


「あなたも歩けないんじゃないですか！」


「何を言うか。身に着けている物の重さが違うだろうが。わたしだって鎧よろいを脱ぬげば、あと一リーグや二リーグ、鼻歌交じりで歩けるわ！」


「だったら、全部脱いで全ぜん裸らになって身軽になって城まで走って帰ればいいでしょ」


「なんだと、この腐くされ下半身野や郎ろうが！　そんなにわたしの魅み力りよく的な裸はだかが見たいと言うか!?　だが、貴様には見せてやらんぞ」


「べつに見たくないからいいですよ。貴女の場合、なんというか、胸が大きすぎるんですよねぇ。均整が取れていないというか。やっぱり、大きければいいってものでもないですよねぇ」


　アイオリッタが右みぎ腕うでを振ふりあげた。


「死ね！　死んでしまえ、この下半身腐ふ敗はい野郎！」


「だ～～っ、殴なぐらないでっ、特に顔は駄だ目め、顔はっ！」


「黙だまれ。馬鈴薯じやがいものような凸でこ凹ぼこの顔にしてやる！」


「はいはい、アイオリッタ様、抑おさえてください抑えてください」


　ネゥネゥがアイオリッタの腕うでに取りすがった。


「そんなことしていると、王ヽ女ヽ様ヽに笑われますよ」


「う」


　アイオリッタが動きを止め、渋しぶ々しぶといった顔で振りあげた右腕を下ろした。


「おまえも、ことさらアイオリッタを挑ちよう発はつするようなことを口にするのは止せって言ってるだろうが」


「いえ、挑発しているわけじゃないんですけど」


「自然にやってるのかよ。もっと悪いわ」


　とマリウスを窘たしなめておいて、リカルドは下方に見える池沼のほうを指し示した。


「ほれ、あそこまで行くぞ。でもって、リィシャの合流を待つ」


「了りよう解かいです」


「それに、そろそろ外の空気を吸わせてやらないと、息苦しいだろうからな」


　そう言ってリカルドがにやりと笑うと、残りの四人が真ま面じ目めな顔で頷うなずいた。


「よし、あと一ひと踏ふん張ばりだ。おい、カオルゥ」


「なんでしょう、王子様？」


「先に行って辺りの様子を確認しておいてくれないか。また山さん賊ぞくとぶち当たったら不ま味ずいことになる。裏街道を歩いていた連中がいないかも要確認だ。誰か休んでいるようなら、そこを避さけないといけないしな」


「了解いたしました。このカオルゥ、命に代えましても任務を遂すい行こういたします！」


「ああ、頼たのんだぜ」


「お任せください。たぁっっ！」


　カオルゥはいきなり宙返りを決めると、一目散に斜面を駆けくだっていった。


「元気ですねぇ、カオルゥは」


　とマリウスは感心して見送るのだが、リカルドは疑い深そうな表情だった。


「っていうか、わざわざ宙返りしてから走りだす意味が判らないよ。変なニンジャだよな、あいつは」
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　リカルドたちが池沼まで下りていくと、先行したカオルゥが出で迎むかえた。


「周囲に特に怪あやしいところはありませんでした！　他に人はいませんでした！」


「そうか。一刻も早くシュールティスから遠ざかりたいってことで、みんな先を急いだようだな。ご苦労だった、カオルゥ」


　リカルドがカオルゥに労ねぎらいの言葉をかけると、彼女は雷かみなりに打たれでもしたように震ふるえて跳とびあがった。


「もったいないお言葉、このカオルゥ、感謝感激です。この栄光は子々孫々にまで語かたり継つぐでありましょう」


「いやいや、いつもふつうに話してるだろ。こんなことを語り継ぐなよ」


　とまずはカオルゥに軽く突つっ込こんでおいて、リカルドはネゥネゥに顔を向けた。


「周りに人はいないようだし、もういいだろ。そろそろ出してやろうや、ネゥネゥ」


「了解です、王子様」


　ネゥネゥは背中の櫃を地面に下ろし、櫃の横に付いている足載のせに乗って上うわ蓋ぶたを外し、さらに中なか蓋ぶたも外すと、背せ伸のびするように櫃の中を覗のぞき込んだ。


「お疲つかれ様さまでした、セフィア王おう女じよ様。リディア王国の領域に入りましたので、もう大だい丈じよう夫ぶですよ」


「ふ～～、は～～っっ」


　櫃の中で大きく息を吸い、そして吐はきだす声がした。


「大丈夫でしたか？」


「空気穴が開いていても、こんなふうに櫃の中に長いあいだ閉じ込められると、やはり息苦しいものだの」


　櫃の中からセフィア王女が姿を現した。


　つまりネゥネゥは、カルヴェルグ城からずっと王女を入れた櫃を背負ってきたのだった。


　では、リィシャが御ぎよ者しや台だいに座っていた、あのセフィア王女専用の馬車はなんだったのか。そう、あれは第二王子が送ってくるであろう追討軍の目を欺あざむくために用意されたダミーである。当然のことながら馬車の中は空っぽだ。


　王女専用の飾かざり立てた馬車が街道を進んでいけば人目を引く。追っ手も直ぐに、王女がイ・ウー・ハン国目指して逃げていると察知する。


　そうしておいて山中に馬車を乗り捨てれば、王女は街道を離はなれてこっそりとイ・ウー・ハン国に逃げ込んだか、あるいはイ・ウー・ハンに拒きよ絶ぜつされて山中に逃のがれたかと錯さつ覚かくさせることができる。


　つまりリディア王国は、この後、シュールティスの王となった第二王子セルヴィンから何か言われても、知らぬ存ぜぬで通すことができるわけだ。


　それに。


　ヨグノス街道は第二王子の側が封ふう鎖さしているはずだ。やがては裏街道方面にも兵を送ってくるに違いない。例えばアスティウス配下の兵が、飯の種にありつこうとして裏街道をシュールティス側に入っていった者たちから事情を訊いたとしたら。


　彼らは口を揃そろえて言うだろう。


　身分の高そうな女子の一行とはすれ違わなかった、と。


　そうなれば、リディアはセフィア王おう女じよの逃とう亡ぼう先候補からは完全に外される。乗り捨てられた馬車の件と併あわせれば、セルヴィン王子の側は、セフィア王女がイ・ウー・ハンに逃げ込んだと確信するだろう。あるいは、逃げ込もうとしたが果たせなかったと考えるかもしれない。いずれにせよ、リディアが何かを言われることはない。そこまで読んだリカルドの策略だった。


　彼に言わせると、


「あれもこれも、ちょっとした小細工でしかない」


　となるのだが、彼のところでセフィア王女を保護したとしても、新生シュールティスとの関係が悪化する心配は当面なくなるだろう。


「さ、王女様」


　背の高いアイオリッタが、ネゥネゥに代わってセフィアに手を差さし伸のべた。


「おお、すまぬな、アイオリッタ殿どの」


　アイオリッタに引っ張りあげられ、王おう女じよらしくない質素な服を身に纏まとったセフィアは、ようやく自分の足で地面の上に立った。


「やれやれ、息苦しいだけでなく、窮きゆう屈くつじゃったな」


　と大きく伸びをしたセフィア王女は、それにしても、とネゥネゥのことを見やった。


「そなたは吾われとそう変わらん体格なのに、力持ちだのう」


「まったくだ。今回はネゥネゥがいたからこそ、こんな作戦を思いついて実行できたと言っても過言じゃないからな」


　とリカルドが頷くと、セフィア王女も、うんうんと首を縦に振った。


「まさにな。ネゥネゥ殿は吾の命の恩人じゃよ」


「いえいえ、そんなことありませんよぉ」


「ネゥネゥ殿だけではない。リカルド殿も、マリウス殿も、アイオリッタ殿も、カオルゥ殿も、みな吾の恩人じゃ」


「そんなの、気にするようなことじゃないぜ、セフィア王女」


　リカルドが笑いかけると、彼女はことさら真面目な表情になって応えた。


「リカルド殿のお国に入ったのなら、吾はもう王女ではない。そうであろ？」


「あんたの正体は明かせないから、便べん宜ぎ上じよう、侍じ女じよになってもらうけどな。でも、あんたの国で正式な廃はい嫡ちやくがなされない限り、あんたは王女様だ。それは変わらないぞ」


　セフィア王女を匿かくまうことは秘中の秘。リカルドは当面、父である国王にさえ秘密にしておくつもりだ。だから彼女をシュールティスの王女としてではなく、侍女として城へ連れていくことになっている。形式的には、リカルドが新しい侍女を雇やとい入れたことになる。それはセフィアと話し合って合意したことだった。


「さようか。じゃが、いずれにせよ話し方は変えんといかんのう」


「他人の目や耳があるときはな。でも、俺たちだけなら無理に変える必要もないぞ。あんたのその喋しやべり方、俺はけっこう気に入っているんだ」


　そう言ってリカルドがセフィア王女に笑いかけると、彼女もはにかんだような笑みを浮うかべた


「さようか。では、上う手まく使い分けるとしようかの」


「あとはリィシャが無事に逃にげてきてくれれば、とりあえず一安心だな」


「そうじゃ……な」


　笑顔を消したセフィアは、不安そうな表情で背後を振り返かえった。


　そちらにはリディアとシュールティスを分ける山々の青せい峰ほうが連なっているばかりだ。


　今いま頃ごろリィシャはさらにその先、イ・ウー・ハン国とシュールティス王国の国くに境ざかい付近からこの集合場所を目指して移動している最中だろう。もちろん、第二王子の手勢に捕つかまっていなければ、という条件がつく。


「上手いこと立ち回って二の兄の追っ手の追跡をかわし、無事にここまで逃げてきてくれるとよいのじゃがな」


「あの侍女長なら大丈夫だろ」


「そうじゃな。リィシャはよくできた女じゃ。この程度の任務なら楽々とこなして、もう一度、吾の前に姿を見せてくれる……はずじゃな」


「ああ、間ま違ちがいないさ」


「王おう女じよ様、これをどうぞ」


　アイオリッタが、櫃ひつの中から引っ張りだした床しよう几ぎをセフィア王女に勧すすめた。


「ん、すまんの。というか、もう吾は王女ではないと言うておるのに」


「そう仰おつしやいますな。リカルド王子が言ったように、貴女あなたの正体を知っているわたしたちにしてみれば、貴女の立場がどう変わろうと、貴女は王女様なのですよ」


「さようか。そなたらがそれでいいのなら、吾がとやかく言う筋合いでもないが」


「さて、リィシャの戻もどりがいつになるか判らないから、野宿の支度をしておくか」


　とリカルドが言うと、カオルゥ、ネゥネゥが、


「お任せください」


　と応えて、かいがいしく働きだした。


　直ぐにマリウスとアイオリッタも手伝い始める。


「リカルド殿、吾にも何か手伝えることはないか？」


「気にするなって。あんたが手伝ったりしたら、カオルゥやネゥネゥが恐きよう縮しゆくしちゃって、却かえって邪じや魔まになる」


「さ、さようか」


「ん？」


　リカルドが灰色の雲に覆おおわれた上空を見上げた。


「ちっ、また雨が降ってきたな」


　顔を戻したリカルドは、振ふり返って四人に声をかける。


「雨が降ってきた。すまないが、少し急いでくれ。セフィア王女が濡ぬれてしまう」


　持ち運びが利く小型の簡易天幕を張っていたカオルゥが手を振った。


「もう少しだけお待ちください！　このカオルゥ、命に代えても天幕を張り遂とげてみせるのです！」


「……頑がん張ばってな」


　それから十分ぶん時じほど。


「お待たせしました！」


「行こう、セフィア王女。あんたに風か邪ぜを引かれでもしたら、俺は戻ってきたリィシャに殴なぐられてしまう」


　リカルドがセフィア王女に向けて手を差し伸べると、彼女は気乗りがしない様子で立ちあがった。


「皆みなが吾のために働いてくれておる。リィシャも吾のために働いてくれておる。もう王女ではない吾のために……」


　俯うつむいたセフィア王女の小さな肩かたが小刻みに震えている。


「雨が降りだしたら寒くなるし、足下は滑すべり易くなるし、いくら山の民の出だとはいえ、リィシャは難なん儀ぎするのう。なのに吾は、もうリィシャの苦労に報いてやることはできん。吾が零れい落らくするのはかわまんが、それが悔くやしゅうてな」


「なに言ってるんだ。リィシャはあんたのために働くことを苦労だなんて、これっぽっちも思っていないはずだぜ」


「な……なに？」


　顔を上げたセフィア王女は、涙なみだに濡れた目でリカルドを見上げた。


「リィシャにとって主人はただひとり、あんただけだ。あんたがどんな境きよう遇ぐうに落ちようが、それは絶対に変わらない。だから、苦労どころか、喜んでるんじゃないか？　自分の主人のために働けることを。あんたの役に立てることを」


「そ……そうじゃろうか」


「そうに決まってる。だからあんたは、どっしりと落ち着いて、リィシャの戻りを待っていればいいんだ。そして戻ったリィシャに一声かけてやればいいんだ。ご苦労だったな、と。それだけで彼女は充じゆう分ぶんに報われる」


　セフィア王女は、はぁぁ、と切ないため息を吐ついた。


「つくづく思うんじゃが、リカルド殿の言葉は、いちいち吾の心の奥底にまで届くのう。吾の心の弱いところに響ひびくのう」


　セフィアはちらっと視線を横に向けたが、直ぐに戻すと声を落として言葉を継ついだ。


「あのマリウス殿よりもリカルド殿のほうが女誑たらしなのではないかと思えてきた。この先、リカルド殿が十五人もの婚こん約やく者たちにどのような言葉をかけるのかを考えると、吾は心配で心配で居ても立ってもいられぬ気分じゃぞ？」


「いやいや、俺は女誑しなんかじゃないって。俺の売りは誠実で清せい廉れんで清心だってことだからな」


　セフィア王女は、ぷっ、と小さく噴ふきだした。


　リカルドは不満そうに口を尖とがらせる。


「なんで笑うんだよ」


「ああ、いや……そうじゃな、すまなかった。リカルド殿が誠実で優しいのは、吾もよう知っておる」


「そ……そうか。なら、いいんだけどな」


　えへんと空から咳せきをくれたリカルドは、改めてセフィア王女に向けて手を差し伸べた。


「ほら、天幕の準備が調った。行こう。中に入ってリィシャの戻りを待とう」


　こくりと頷うなずいたセフィア王女は、リカルドの手を取って立ちあがった。
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　リィシャが合流地点に駆かけ込んできたのは、翌日の昼前のことだった。


　雨は夜半に本降りとなっていた。朝を迎むかえても雨足はいっこうに弱まらず、むしろ土砂降りというのが相応ふさわしい状じよう況きようだった。


　現れたリィシャは細身の筒つつ袴ばかまを穿はき、厚手の上着の上に雨あま除よけの外がい套とうを羽織り、頭には雨除け帽ぼうを被かぶっていたが、全身ずぶ濡れとなっていた。


　雨の中、山中を走破してきたリィシャは疲ひ労ろうの極限に達しており、リカルドやセフィア王おう女じよの姿を認めた途と端たん、安心のあまり、その場に倒たおれ込んでしまった。


　慌あわててアイオリッタとカオルゥ、ネゥネゥが駆け寄よっていって、彼女を抱かかえ、天幕まで運んできた。


「リィシャ！　大だい丈じよう夫ぶか、リィシャ!?」


　セフィア王女が、天幕内に運び込まれたリィシャに飛びつくと、リィシャはうっすらと目を開けた。


「よかった……王ひ女め様、ご無事……で」


「おい、リィシャ、体が冷え切っておるではないか。こ、このままではリィシャが死んでしまう？　ど、どうしたらよい？　どうしたらよいのじゃ!?」


　セフィア王女は狼狽うろたえた表情で周りの者を見み渡わたしたが、アイオリッタもカオルゥもネゥネゥも慌てず騒さわがず彼女に応えた。


「大丈夫ですよ、王女様」


「ええ、この程度なら死ぬことはありません」


「まずは服を脱ぬがして濡れた体を拭ふいて、あとは火に当たって体を温めて、わたしの薬やく湯とうを飲めば、それでたちどころに回復しますよ」


「さ……さようか。なら、大丈夫……じゃな」


　セフィア王女は安あん堵どの息を吐はくとリィシャに労いの言葉をかけた。


「ご苦労じゃったな、リィシャ。ほんに苦労をかけた」


「いいえ。わたくしは王ひ女め様のお役に立てれば、それでいいのです。この程度のこと、苦労などとは思いません」


　本当にリカルド殿どのの言うとおりじゃの。吾われはリィシャのような忠臣を持てて幸せ者じゃ。リカルド殿のような婚約者を持てて幸せ者じゃ。


　セフィアは泣きながら、びしょ濡れのリィシャの体を強く強く抱だきしめた。
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「ひ、王ひ女め様、濡れてしまいます」


「かまわんよ。今の吾にできることなど、このくらいしかないのじゃからな」


　ふたりの様子を温かい目で見守っていた五人だが、やがて。


「さて、そろそろリィシャ殿を温めないと、さすがに不ま味ずいでしょう。再会の抱ほう擁ようはそのくらいにしていただいて」


　アイオリッタがリカルドとマリウスに目を向けた。


「ふたりには隣となりの天幕に移ってもらおう」


「ああ、判ったよ」


　とリカルドは素直に頷いたのだが。


「僕にも何か手伝えることがあるんじゃないですか？　っていうか、ぜひお手伝いしたいなぁ。リィシャさんの濡ぬれた体を拭いてあげるとか」


「そうか。では貴様の両の目を潰つぶしてから、存分に手伝ってもらおうか」


　アイオリッタが短たん剣けんに手を伸のばすのを見たマリウスは、天幕から飛びだしていった。


「やっぱり隣で待ってますよ、僕は～～」


　リカルドは、やれやれと頭を振ふりながら雨を衝ついて天幕を抜ぬけだし、もう一張りの天幕に飛び込んだ。
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　隣の天幕内に移動すると、リカルドは持ち込んだ小冊子を熱心に読み始めた。


「王子、何を読んでいるんですか？」


　とマリウスに訊きかれ、王子が顔を上げる。


「ん？　いや、詰つめ将棋スカツシエの本だけどな」


「好きですね、王子」


「これを見てると、落ち着くっていうか冷静になれるっていうか元気が出るっていうか」


　マリウスが、くすりと笑った。


「ネゥネゥの薬湯みたいですね」


　リカルドも、そうかもな、と苦笑を浮うかべる。


「じゃ、僕は邪じや魔ましないように静かにしてます。続きをどうぞ」


　マリウスにそう言われ、王子は再び小冊子に目を落とした。


　そうして四半刻ほど経った頃ころ、カオルゥがリカルドとマリウスを呼びに来た。


「リィシャ様も温まり、セフィア王おう女じよ様もすっかり落ち着かれました。リィシャ様のお話ですと、一いつ緒しよに行ったお供の人たちは無事にイ・ウー・ハン国へ逃にげ込んだそうです」


「そうか。逃げ込んだのが数人であれば、イ・ウー・ハンも追い返したり引き渡わたしたりはしないだろうな」


　小冊子をしまったリカルドは、やれやれと胸を撫なでおろす。供の者からひとりでも犠ぎ牲せい者しやが出たら、きっとセフィアが胸を痛めるだろうと想像できたから。


「ネゥネゥ殿が薬湯を淹いれましたので、おふたりも、あちらの天幕へどうぞ」


「お、ありがたいな。さすがに詰め将棋の本じゃ、体は温まらないものな」


「僕らもけっこう体冷えましたしね」


　ふたりはまた雨を衝いて隣の天幕へと飛び込んでいった。


　天幕の中央に敷しき物ものを敷しいて、その上にリィシャが横になっている。体には掛かけ布が二枚重ねでかけてあり、直ぐ横では、ちろちろと小さな炎ほのおが燃えている。


　その火でお湯を沸わかしたネゥネゥが、皆みんなの分の薬湯を淹れたところだった。


「はい、王おう女じよ様、どうぞ。リィシャ様も」


「うん、すまんの」


「ありがとうございます」


「王子様もどうぞ」


「ああ、いただくよ」


「アイオリッタ様、マリウス様、そしてカオルゥさんも」


　三人は礼を言って、自分の分の湯飲みを受け取った。


「あ～～、やっぱり温あつたまるな、ネゥネゥの薬湯は。相変わらず美お味いしくはないけど」


「良薬は口に苦にが瓜うりです、王子様」


「いやいや、どう考えても薬じゃないだろ、苦瓜」


　リカルドが突つっ込こむと、小さな笑いが天幕の中に広がった。


　ひとりだけ笑っていないのはセフィア王女だ。


「どうかしたのか、セフィア王女。リィシャもこうして無事に合流できたってのに、浮かない顔だな」


「王女という称しよう号ごうがなくなってみると、吾はただの役立たずの足手まといだと思ってな」


「またその話か。いい加減に吹ふっ切きれよ」


「いや、そうは言うがの、リカルド殿。これはなかなか重い問題じゃぞ？」


　仕方がないなとばかりに首を振ったリカルドは、


「じゃあ、俺が俺に問おう」


　と言った。


「は？」


　きょとんとした顔でセフィア王女がリカルドを見つめる。


「な、何を問うというのじゃ？」


「シュールティス王国の王女を名乗れなくなったセフィアは、俺にとって役立たずで足手まといの存在か？　否いな！　セフィアが王女を名乗ろうが名乗るまいが、俺にとっては大事な婚こん約やく者だ！」


　ぼんっっ、とセフィアの顔が赤らんだ。


「では、次にリィシャに問おう」


　全員の目が、敷物の上で横になっているリィシャとリカルドに注がれた。


「城を喪うしないシュールティスの王女を名乗れなくなったセフィア王女のことを、リィシャは役立たずで足手まといの存在だと思うか？」


　リィシャはむくりと上体を起こして、力強い声で、きっぱりとした口調で応えた。


「否です。城を喪なくそうが国を喪くそうが、王女を名乗れなくなろうが新たな権力者から追われようが、セフィア様はわたしの大事な大事な主あるじでございます」


「アイオリッタはどうだ？　マリウスは？　カオルゥとネゥネゥは？　地位を追われ国を追われ、なんの力もなくなったセフィアの世話をするのは面めん倒どうか？　飽あき飽きか？」


　四人は一いつ斉せいに応えた。


「「「「否！」」」」


　と。


　見事に息が揃そろっていた。


　セフィアは肩かたを震ふるわせ、堪こらえきれずにすすり泣きを始めた。


「リカルド殿……みんな……ありがとう……吾は……吾は幸せ者じゃ」


　しばらく声を殺して泣いていたセフィアだが、ようやく泣き止んで顔を上げた。


「皆の恩は絶対に忘れん」


「だから、気にするなってば」


「そうは言うがな、リカルド殿どの、国を喪くした吾われを世話してくれるそなたに、そなたらに感謝せぬわけにはいかん。たとえそなたがいいと言ってもな。吾は忘恩の徒ではないぞ。じゃから吾は、そうじゃな、リカルド殿の妾しよう妃ひの末席にでも加えてくれたらそれでよい」


　リカルドが苦笑する。


「なんだよ、欲よくがないな」


「国を喪くした吾が、他国の王おう女じよ様を差し置いて……というわけにはいかんじゃろう」


「だったら、あんたが自分の立場に引け目を感じなくなればいいんだな」


「ん？　どういうことか？」


「あんたが元通り、王女を名乗れるようになれば、他ほかの誰だれかに引け目を感じる必要も遠えん慮りよする必要もなくなるじゃないか」


「じゃ、じゃからそれはどういう意味かと……って、まさか!?」


　セフィア王女が目を見開いてリカルドの顔をまじまじと見つめる。


　一方のリィシャは、期待に満ちた目を彼に向ける。


「そのまさかだよ。いずれ再び、セフィアが正々堂々とシュールティスの王女を名乗れるようにしてやるさ。そうなったら、他の王女様に気き兼がねしたり遠慮したりする必要もなくなるだろ。どうだ？」


　セフィアの表情に戸と惑まどいの色が浮かんだ。


「いや、どうだと言われても……。リカルド殿の決意表明はとてもありがたいし、とても頼たのもしいが、シュールティスを取とり戻もどせるほどの兵力がお国くににあるとは思えんのだが？」


「兵力はないさ、もちろん。けどな、何も武力を使うだけが戦いじゃないんだぞ。武力を使わなくても、こちらの言い分を相手に呑のませることはできるんだ。そういう外交の駆かけ引ひきは得意だからな、うちの国は」


「言いたいことはなんとなく理解できるが……具体的に何をどうするというのじゃ？」


「それはまだ判らない」


　かくっ、とセフィアがずっこけた。


　とりあえず、俺は一局目には勝った。あんたを無事に逃がすという一局目にはな。このあと改めて二局目を指せばいいんだ。そっちは長い対局になるかもしれないが……なぁに、どれだけ長くても辛つらくても、俺は投とう了りようしないぜ。


「ま、具体策はおいおい考えていくさ。まずは種まき、水やりってな。それに、この先、俺には心強い味方ができるはずだから」


「心強い味方？」


　セフィアだけでなく、リィシャもアイオリッタもマリウスも、怪け訝げんそうな表情になってリカルドを見やった。


「俺には十六人の婚約者がいるからな。礼を尽つくして頼めば、誠心誠意で義に訴うつたえれば、中には手を貸してくれる王女様だっているだろ」


「そうか。なるほどの」


　セフィアは何かに納得したようにひとり頷うなずいた。


「そういうことなら判らんでもない。ただし、今の吾にはなんの力も後うしろ盾だてもないから、使える婚約者は十五人じゃな」


「とはいえ、最終的に何人の王女が俺との関係を維い持じしてくれるか判らない。助けてくれるか判らない。そこは、これからの俺次第ってことだな」


「吾にとってはちと妬ねたましいことじゃが……リカルド殿なら、きっと大だい丈じよう夫ぶじゃと思う。みな喜んでおぬしに協力するのではないかな」


「だといいけどな。ってことで、俺はセフィアに約束するよ。いつかあんたが、再びシュールティスの王女であることを堂々と名乗れる日が来るよう努力することを。もっとも、約束をいつ果たせるかまでは判らないけどな」


　セフィアは嬉うれしそうに、本当に嬉しそうに笑った。


「その約束だけで充じゆう分ぶんじゃ。吾は十年でも二十年でも待っておるよ」


「いや、そこまで待たせる気はない。というか、俺が待ちたくない」


「そうなのか？」


「ばいんばいんのたゆんたゆんになったあんたを弄もてあそべなくなるじゃないか」


「お……」


　セフィアの顔がみるみる赤く染まっていく。


「そ、そうじゃったな。三年後には、ばいんばいんのたゆんたゆんになった吾をリカルド殿の好きにさせる約束じゃったな」


「そのとおりだ！　いろいろ弄ぶぜ、俺は！」


「何を力み返ってるんだ、この脳のう味み噌そ桃もも色いろ王子は！」


「いい話が、最後に台無しですねぇ、王子」


「おまえが言うか、おまえが！」


　アイオリッタやマリウスが容よう赦しやなくリカルドに突っ込み、リカルドがマリウスに突っ込み返すのを、リィシャは驚おどろきと期待がない交ぜになった表情で見ている。


　それはリィシャも驚くだろう。一国の王太子と臣下が、このように馴なれ馴れしく接することなど、この世界に生きる者にとって、かなり非常識なことだから。


　でも。だからこそ。この方たちは国を喪くした王ひ女め様を助けてくださったのだと、リィシャはそう思った。


　そして彼女はこうも思うのだ。


　こんな非常識な方々だからこそ、先ほどの非常識な約束、王ひ女め様のためにシュールティス王女の地位を取り戻してやるという約束だって守ってくださるのではないだろうか。


　リィシャはそのときを楽しみに、この先もセフィアのために仕えていこうと思う。


　たとえセフィアが王おう女じよではなくなっても。


　いつ王女に返かえり咲ざけるか判らなくても。


　最悪、王女に返り咲けなかったとしても。


　故国に戻れる日が二度と来なくても。


　ずっとずっとセフィアのために働こうと。


　リカルドが、王女と婚約したのではなくセフィア個人と婚約したのだと言ったように、リィシャも王女に仕えているのではなく、セフィア個人に仕えているのだから。


　本当によかった。リカルド様が最初に我が王ひ女め様をお訪ねくださって、本当によかった。これこそ天の配はい剤ざい。おふたりは運命の赤い糸で結ばれているに違ちがいないのです。


　もっとも、リカルド王子の運命の赤い糸が最大で十六本もある可能性は否定しきれず、リィシャの心が完全に晴れることはなかった。
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「リカルド王子様、お茶が入りましたわよ、さぁどうぞ」


　女給服姿のセフィアが、受け皿に載った茶器を方ほう卓たくの上に静かに置いた。


　私室の長なが椅い子すに腰こしを下ろし、詰つめ将棋スカツシエの冊子に目を落としていたリカルドが、ぎょっとしたように顔を上げ、ジト目になって彼女を見やった。


「……なんだか気持ち悪いな」


　とたんに、セフィアが不満そうに頰ほおを膨ふくらませる。


「なんじゃと!?　吾われの女給服姿、気持ちが悪いと申すのか!?」


「あ、いや、そっちじゃねえ。それは似合ってる……と思う」


「む？　そうなのか？　似合っておるか？」


「ああ、可愛いと思うぞ」


「さ、さよか。では、何が気持ち悪いと言うのじゃ!?」


「言こと葉ば遣づかいいがな」


「なんじゃと？　侍じ女じよに相応ふさわしい言葉遣いを習得すべく、必死に努力している吾を嘲あざ笑わらうのか？」


「いやいや、嘲笑ってはいないけどな。というか、あんたはやっぱり今の喋しやべり方のほうがいいな」


「……むう。では、これでいかしてもらうがな」


「そうしてくれ」


　笑いながらリカルドは茶器に手を伸のばした。


「吾が淹いれたのじゃが、味のほうはどうかの？」


　一口、紅茶を口に含ふくんだリカルドは、舌の上で転がすようにしてそれを味わう。


「うん、美お味いしいな」


「おお、そうか。リィシャとネゥネゥに特訓を受けたかいがあったというものじゃな」


　特訓するほどのものか？　と思わないでもないリカルドだが、そこは触ふれないでおく。


「セフィアも座りなよ」


　と言って、リカルドは対面の長椅子を指さした。


「よいのか？　吾がリカルド殿どのの正面に踏ふん反ぞり返って座っていても」


「俺の私室には誰だれも入ってこないから平気だよ」


「さようか。では、座らせていただこう」


　移動卓に載せておいた自分の分の茶器を方卓へ下ろしたセフィアは、方卓を挟はさんでリカルドの対面にある長椅子に腰を下ろした。


「しかし、この女給服、少し丈たけが短くはないか？」


「そうか？　普ふ通つうだと思うけど」


「さようか。そういえば、この城で働いている侍女や女給、皆みなが皆、短い腰衣フアルデイアだったの。ここではこれが普通なのか」


　セフィアが腰衣の端はしを手で摘つまんで持ちあげる。絶対領域が八割方解放され、リカルドは慌あわてて目を逸そらせる。


「それとも、この丈の短さはリカルド殿の趣しゆ味みなのか？」


「そ、そんなことはない」


　実はそんなことも多少はあるので、彼の否定の言葉にはあまり力強さが感じられない。


　リカルドは話題転てん換かんの必要性を感じ、急いで別の話を振ふった。


「それより、この城、リディーアウゲン城には、もう慣れたか？」


　腰衣から手を離はなしたセフィアは、茶器に手を伸ばす。


「慣れたというほど長居はしておらんがな」


　たしかにセフィアがリディーアウゲン城に来てからまだ二日しか経っていない。


「ただ……そうじゃな、皆よくしてくれるから、それはありがたい」


　自分のお茶を一口飲んだセフィアは、茶器を受け皿に戻もどすと、正面からリカルドの顔を覗のぞき込んだ。


「本当に吾われの正体を皆は知らんのか？」
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「知らないよ。知ってるのは、アイオリッタ、マリウス、カオルゥ、ネゥネゥの四人だけ。城代家老にも言ってないからな」


「にしては、新入りの吾やリィシャに対する苛いじめもないの」


「そんなもの、あるかよ」


「こういうとき、新入りは古参の者から嫌いやがらせやら苛めやらを受けるものと相場が決まっているのではないのか？」


「少なくとも、俺の城にそんなことする奴やつは置いてないけどな」


「ふむ。家臣は上に立つ者を見ている……ということかの」


「べつに俺に阿おもねっているわけじゃないと思うぞ」


「そういう意味ではないよ。それより」


　セフィアは真ま面じ目めな表情になって上体を乗りだした。


「その後、何か新しいことは判ったかな？」


「そうだな、幾いくつか」


　リカルドもカップを受け皿に戻して身を乗りだす。


「リィシャと一いつ緒しよにあんたの馬車を移動させた者たちは、無事にイ・ウー・ハン国へ逃にげ込めたようだな。少なくとも拒きよ絶ぜつされたという話は漏もれてこない」


　セフィアが安あん堵どの息を吐はいた。


「さようか。リィシャの話で大だい丈じよう夫ぶじゃろうとは思っていたが」


「で、シュールティス王家に関してだけど」


「む？」


「国王と王おう妃ひの消息はまだ聞こえてこない」


「……さようか」


　セフィアは肩かたを落とし、小さなため息を吐ついた。


「すでに処しよ刑けいされたやもしれんな」


　というセフィアの呟つぶやきを、リカルドは否定も肯こう定ていもしなかった。


　何も言わないことが自分に対するリカルドの気き遣づかいだということがセフィアには判っている。むしろ、彼が何も言わないことが、セフィアにはありがたかった。


　慰なぐさめも励はげましも要いらないのだ、こういうときはな。


　セフィアはリカルドに対して心の中で頭を下げておく。


「第三王女に関しては、無事が伝えられたぞ」


「お？　そうなのか!?」


　沈しずんでいたセフィアの顔が輝かがやいた。


「三の姉上は無事じゃったか」


「ああ。イ・ウー・ハン国経由でサンテーヌ伯はく国こくまで逃げていったらしい」


「さすがに三の姉上、逃げ足あしの速さは天下一品じゃの」


「今のところ、確度の高い情報はそれくらいだな」


「さようか。で、国内の様子は？」


「まだ地方はざわついているみたいだけど、今のところ王都とその周辺は第二王子が掌しよう握あくしているようだ。国内に打だ倒とうセルヴィンの兵を挙げる勢力も出ていない」


「このまま事態が推移すれば、二の兄が足場固めを終えてしまう……というわけか」


「手をこまねいていればな」


「ん？　どういう意味じゃ、リカルド殿？　手をこまねいていない、などという選せん択たく肢しがこちらにあるとは思えんのじゃが？」


「今はな。けど、多少の手くらい打てる可能性はある。というか、これから作る」


「ほう？　その可能性とやらを聞かせてはくれんかな」


「といっても、俺のほうで何かができるわけじゃない。残念ながら、使える人も金もないからな。ちょっと他ひ人と様さまの手を借りようって話さ」


「他人様……いや、個人ではないな。どこぞの国の手を借りると？」


　やっぱり頭がいいな、セフィアは。


　リカルドは満足そうに頷うなずいた。


「まぁ、そういうことだ」


「リカルド殿がどの国を念頭に置いているのかは知らんが、協力してくれるような国などないと思うのじゃが」


「もちろん、国同士の正式な話を持っていくのは無理だよ。そこで俺の出番ってわけさ」


「んん？」


「前にも言っただろ。とりあえず俺の婚こん約やく者に相談を持ちかけて、頼たのめることがあれば、こそっと頼んでみる」


「あ……ああ、あの話か。じゃが……」


　腕うで組ぐみしたセフィアは、長椅子の背もたれに自分の背中を預け、疑わしそうな顔でリカルドを見つめる。


「吾のためにリカルド殿が動いてくれるのはもちろんありがたいのじゃが、そなた、何か嬉うれしそうではないか？　というか、鼻の下が少し長くなってはいないか？」


「気のせいだな」


「ならばよいのじゃが……で、どこの国の婚約者に話を持っていくというのか？」


「まずは、シュールティスと国くに境ざかいを接している国々になるな。となると、第一候補がイ・ウー・ハン国であるのは説明を待たないだろ？」


「そう……じゃな」


「そのあとは、ロサ・ロゼ辺りかな」


「つまり、リカルド殿の次の旅は、イ・ウー・ハン国からロサ・ロゼ王国を巡めぐることになると、そういうことか？」


「今のところ、それで考えている。上う手まくすれば、もう一国か二国くらい、足を延ばせるかもしれないが」


「よし、判った」


　セフィアが、すっくと立ちあがった。


「あ？　何が判ったんだ？」


「吾もついていこう」


「は？」


「何しろ吾は、リカルド王太子様の専属侍じ女じよじゃからの」


「はあぁぁあ～～!?」


「王太子様が旅にお出になるとあらば、吾もご一緒して、身の回りの世話をするのが当然至極じゃろう？」


「いやいやいや、どうしてそれが当然至極になるんだ？」


「あと、リカルド殿どのの婚約者としては、そなたがイ・ウー・ハンやロサ・ロゼの王おう女じよ様と軽はずみで不ふ埒らちなことをせぬように見張っておらんとな」


「しね～よ！　しないから、あんたはおとなしくここで待っててくれ」


「そうはいかん。そもそも、これは吾の問題なのじゃからな。リカルド殿が吾のために働いてくれているのに、吾がのうのうとこの城でそなたの帰りを待つなど、できようはずもないではないか！」


　セフィアは握にぎり拳こぶしを振りあげて力説する。


「吾も行ゆくぞ！　リカルド殿と艱かん難なん辛しん苦くを共にしてこそ、婚約者としての紐ちゆう帯たいが強まるというものであろう!?」


「いや……」


「それとも何か？　吾がいては邪じや魔まか？　吾がいては、イ・ウー・ハン国やロサ・ロゼの王女と個人的な親しん睦ぼくを深めることができんとでも？」


「そ、そんなことはないって」


「では、吾が同行してもなんの問題もないわけじゃな？」


「は～～～～っ」


　リカルドは天を仰あおいで長嘆たん息そくした。


「まぁ、あんたがどうしても一緒に来たいっていうなら、俺はそれでもいいけどさ。でも、危ない目に遭あうかもしれないぜ？」


「何を言う。一緒に行って吾が危ない目に遭うのなら、リカルド殿も危ない目に遭うということではないか。吾は、吾のために働いてくれる婚約者殿をそのような目に遭わせて、のほほんとしているような女ではない！　リカルド殿が危ない目に遭うのなら、吾も共に危ない目に遭おう。リカルド殿が命を落とすなら、吾も共に命を落とそう！」


「おい、勝手に俺を殺すなよ」


「じゃから。吾はそのくらいの覚かく悟ごで事に臨むぞ！　ということじゃ」


「判った判った。セフィアの覚悟は充じゆう分ぶんに理解したとも。だったら次の旅には、あんたとリィシャにも一緒に来てもらおうか」


「うむ」


　セフィアは、にんまりとした笑みを浮うかべる。


「任せてくれ。リカルド殿のために、美う味まいお茶を淹いれて進ぜるぞ」


　いや、それはネゥネゥに任せておけばいいんだけどなぁ。


　内心で小さなため息を吐ついたリカルドは、まぁいいか、と思いを新たにする。


　俺任せにしたくないというセフィアの言い分も判る。自分も何かしたいというセフィアの気持ちも判る。俺は彼女のそういうところが気に入ったんだしな。けれど……。


　セフィア付きで他ほかの婚約者を巡る旅は、さらに困難になりそうで、さらに混乱しそうで、さらに混こん沌とんとしそうで、頭を抱かかえたくなるリカルドではあった。
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あとがき







　皆様、お久しぶり、舞まい阪さか洸こうです。あるいは初めまして、舞阪洸です。


　いよいよファンタジア文庫で新シリーズのスタートです。タイトルは「乱らん☆恋こい　婚約者は16人!?」ですよ。なるほど、そう来ましたか。って自分で感心していても仕方がないですね。ところでこのタイトル、何の略でしょう？　特に何かの略というわけではありませんが、強しいていえば「入り乱れる恋模様」とか、そんな感じでお考えいただければ。


　それにしても王女様、十六人ですよ。女子キャラの数が多いのはいつものことですが、それにしてもどうするんでしょうね。というか、イラストレーターさんこそ、どうするんでしょうね？　いつもキャラ数多くてすみません。今回迷惑を蒙こうむったのは得とく能のう正しよう太た郎ろうさん。素敵で魅力的な女子キャラの数々、ありがとうございます。あと十五人もいますが、よろしくお願いします。そして新担当のＯＫ村様、いろいろとご面倒をおかけしています。本企画を立ちあげるときにお世話になった前担当Ｋ松様、ありがとうございました。本作が無事に日の目を見たのも新旧ふたりの担当様のおかげです。


　それはさておき。


　世間では、登場する女子キャラが多いのが舞阪洸の標準装備機能だと思われているかもしれませんが、そうとばかりも限りません。他社さんの作品であれなんですが、本作と同じく今月発売の（はず）「スーパーロボッ娘こ　鉄てつ刃じん23号」（ガガガ文庫）では、最初から最後までほとんどふたりだけで（主人公とヒロイン）お話が進みます。いや……お話は進んでいないかもしれません。それもまた舞阪洸仕様。


　というのはおいといて。最初から最後までふたりしか出てこないという舞阪洸史上初!?　ともいえるチャレンジャブルな作品ですので、どうか本作と合わせてお買い求めいただきますよう、伏してお願いする次第であります。





　などとさりげない（どこが？）宣伝も入れたので、ここからは個人的な無駄話を。





　最近、どうも代わり映えのしない生活に嫌気が差していて、この辺でリフレッシュしたいという思いが沸ふつ々ふつと湧きあがってくるのを抑えられません。そこで舞阪、考えました。リフレッシュするには引っ越しがいちばん手っ取り早いのではなかろうか、と。今の街に移り住んで、もうかれこれ二十年くらい（市内では何度か引っ越しましたが）になりますからね。暮らしやすい街でとても気に入ってますが、さすがに飽きてきました。ここらでがらっと生活環境を変えるのもありかなと。あと、関東平野、暑すぎデス！　今年のような猛暑がまた来たらと思うと、ぞっと死します！


　ということで、舞阪は引っ越しますよ。どこへ？　北の大地へ！


　マジですか!?　かなりマジです！　まぁ、いきなり全面的な引っ越しというのも無理っぽいので、埼さい玉たまの部屋はしばらく残しての二重生活になりそうです。少しずつ札さつ幌ぽろ生活の比率を増やしていければ。な～んて言いつつ、もしかしてひょっとすると札幌の冬の寒さに耐えられずに逃げ帰ってくる可能性、なきにしもあらずなんですが。真冬日（日中でも氷点下）って、浜はま松まつ生まれで関東暮らしが長い舞阪には想像もつかないなぁ。あと、雪が積もってる生活ってのも想像がつかない。問題は、車をいつ向こうへ持っていくかということかな。さすがに札幌では車があったほうが便利だろうし。


　どうして札幌を選んだのかというと、札幌の街が好きだからでして、昔から何度となく訪れている（仕事でも観光でもスキーでも）のですが、いつ行っても魅了される街です。この街で暮らしたいと昔からずっと思っていました。わたしの人生の残りもそれほど長いわけじゃないですから（笑）、この辺で気分転換を兼ねて好きな街に移り住んでみるのもいいんじゃね？　と決断した次第。外から見てるのと実際に暮らしてみるのとでは違うかもしれませんが、それを確かめるためにも一度は住んでみないとね。


　ってことで、向こう一年くらいかけて、じっくり札幌移住計画を進めてみようかと思っています。順調に進めば、来年の夏前には完全移住を達成できるかな。


　あと、札幌には意外とラノベ作家さんが多いのも心強い！





　ってことで、最後に恒例の今後の予定をば。


　来月、十一月に、たぶんＧＡ文庫さんから「サムライガード７」と、ファミ通文庫さんから「鋼鉄はがねの白し兎ろ騎う士さ団ぎ」の第二期第一巻が出ます。こちらはまだタイトルが決まっていないのですが、おそらく「新鋼鉄の白兎騎士団」にはならないと思います。


　実は「サムガ７」はシリーズ最終刊になるのですが、最後の最後にちょっとした仕掛けがありますので、そちらも乞こうご期待ということで。


　ただし「予定は未定で決定に非あらず」でして、変更等あるかもしれません、悪あしからず。


　では、次は「サムライガード７」か「白兎二期１」でお会いしましょう。








　二〇一〇年九月吉日




舞阪　洸　





著者


舞阪　洸


●まいさかこう








乱らん☆恋こい


婚約者は16人!?





舞まい阪さか　洸こう
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